
番号 名称 略称

2 東京書籍 東  書◆ 地理
ＡＢ

302

17 教育出版 教  出◆ 地理
ＡＢ

308

46 帝国書院 帝　国◆ 地理
ＡＢ

310

116 日本文教出版 日  文◆ 地理
ＡＢ

298

判型

総ページ数
検定済年

※「発行者　略称」欄にある◆は、「学習者用デジタル教科書」（学校教育法第34条第２項に規定する教材）の
　発行予定があることを示しています。

社　　　会

教科書の記号・番号

令和２年

704

701

702

発行者

（地理的分野）

703
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１ 調査の対象となる教科書の冊数と発行者    

冊 数 発 行 者 の 略 称 

４ 冊 東書、教出、帝国、日文 

 

２ 学習指導要領における教科・分野の目標等 

 

 【社会科の目標】 

    社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立

ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公

民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 我が国の国土と歴史、現代の政治、経済、国際関係等に関して理解するとともに、調査や諸資

料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

 (2) 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察したり、社会に見られる

課題の解決に向けて選択・判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、それらを基に

議論したりする力を養う。 

(3) 社会的事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養

うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される我が国の国土や歴史に対する

愛情、国民主権を担う公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、他国や他国の文

化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

 

 【地理的分野の目標】 

     社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、 

広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成 

者に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 我が国の国土及び世界の諸地域に関して、地域の諸事象や地域的特色を理解するとともに、調

査や諸資料から地理に関する様々な情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

 (2) 地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境と

の相互依存関係、空間的相互依存作用、地域などに着目して、多面的・多角的に考察したり、地

理的な課題の解決に向けて公正に選択・判断したりする力、思考・判断したことを説明したり、

それらを基に議論したりする力を養う。 

(3) 日本や世界の地域に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題

を主体的に追究、解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通

して涵養される我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとする

ことの大切さについての自覚などを深める。 

 

【参考：中学校学習指導要領解説 社会編「第１章 総説 ２ 社会科改訂の趣旨及び要点」から抜粋】 

(2) 改訂の要点 

〔地理的分野〕 

地理的分野における改訂の要点は、主に次の５点である。 

ア 世界と日本の地域構成に関わる内容構成の見直し 

「世界と日本の地域構成」については、従前の「世界の様々な地域」、「日本の様々な地

域」の二つの大項目からなる内容構成を見直し、両大項目の最初に置かれた「世界の地域構

成」、「日本の地域構成」を統合して新たな大項目を設け、それを地理的分野の学習の冒頭

に位置付けることとした。 

この「世界と日本の地域構成」を学習の冒頭に位置付けたのは、世界及び日本の地域構成
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に関する学習を関連付け、世界と日本の地理的認識の座標軸を形成することを意図したもの

である。また、そこでの学習で小学校の地理的な学習内容を振り返るとともに、地図の読図

や作図などの地理的技能の基本を身に付けることによって、地理学習の楽しさや有用性を確

認することができ、その後の「世界の様々な地域」、「日本の様々な地域」の学習を円滑に

展開し、地理的技能の育成の一層の充実を達成するよう意図したものでもある。 

イ 地域調査に関わる内容構成の見直し 

地域調査については、従前の世界の様々な地域又は国を対象とする「世界の様々な地域の

調査」、生徒の生活舞台を対象とする「身近な地域の調査」という、対象地域によって異な

る二つの中項目からなる内容構成を見直し、生徒の生活舞台を主要な対象地域とした、観察

や野外調査、文献調査などの実施方法を学ぶ「地域調査の手法」と、地域の将来像を構想す

る「地域の在り方」の二つの中項目に分け、再構成することとした。 

このことは、対象地域のスケールの違いによって項目を分けるのではなく、技能の習得を

中心とする学習と、地域の地理的な課題の解決を中心とする学習との目的の違いによって項

目を分けることで、学習のねらいを明確にし、その確実な実施を意図したものである。 

ウ 世界の諸地域学習における地球的課題の視点の導入 

今回の改訂では、中央教育審議会答申の中で、「持続可能な社会づくりの観点から地球規

模の諸課題や地域課題を解決しようとする態度など、国家及び社会の形成者として必要な資

質・能力を育んでいくことが求められ」ている。また、学校教育法の義務教育の目標の中に

示された、「進んで外国の文化の理解を通じて、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄

与する態度を養うこと」については、その重要性はますます高まってきている。 

そこで、グローバル化が引き続き進展し、また環境問題等の地球的課題が一層深刻化する

現状においては、世界の諸地域の多様性に関わる基礎的・基本的な知識を身に付け、世界全

体の地理的認識を養うとともに、世界各地で見られる地球的課題について地域性を踏まえて

適切に捉えることが大切であることから、地球的課題の視点を「世界の諸地域」における追

究の視点として位置付けることを意図したものである。 

エ 日本の諸地域学習における考察の仕方の柔軟化 

中学校社会科の地理的分野学習の中心であった日本の諸地域に関する学習は、平成20年改

訂によって、日本全体について任意に地域区分した上で、各地域の特色ある事象を中核に、

それを他の事象と有機的に関連付けて地域的特色を捉えることとなった。今回もこの趣旨を

継承し、項目ごとに羅列的な扱いに陥ることのないよう、また、学習する地域に関する事実

的な知識を覚えることのみに主眼が置かれることのないよう、考察の仕方に重点を置いた「日

本の諸地域」学習を引き継ぐこととした。 

その際、平成20年改訂では、指定された七つの考察の仕方に対して、七地方区分された日

本各地域を当てはめるという組合せが一般的であったが、このたびは適切に地域区分された

日本の各地域を前提に、その地域的な特色を捉えるのに適切な考察の仕方を、指定された四

つの考察の仕方、あるいは必要に応じて中核となる事象を設定する考察の仕方を、適宜選択

して組み合わせて結び付けるようにした。このことによって、地域の特色を明らかにするた

めの中核となる事象を、従前よりも柔軟に設定することができ、諸地域の単なる地誌的な知

識の習得に偏重した学習に陥ることなく、より動態地誌的な考え方の趣旨に沿った展開がで

きるよう意図したものである。 

オ 日本の様々な地域の学習における防災学習の重視 

平成20年改訂以降、未曽有の災害である東日本大震災を経て、なお継続する地震被害、さ

らに全国各地で生起する台風や集中豪雨等による河川の決壊、土砂崩れなど、頻発する自然

災害に対応した人々の暮らしの在り方を考えることは、我が国で生活する全ての人々にとっ

て欠くことのできない「生きる力」である。 

そこで、大項目「日本の様々な地域」にあっては、それを構成する四つの中項目を通して、
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我が国の自然災害や防災の実態などを踏まえた学習が可能となるように、適宜、自然災害や

そこでの防災の事例が取り上げられるような構成としている。例えば、「日本の地域的特色

と地域区分」では、その前提となる日本全体としての自然環境、自然災害、防災の取組の概

観を、「日本の諸地域」では地域レベルでのそれらの具体的な特色を、さらに「地域調査の

手法」、「地域の在り方」では、調査手法、地域構想のいずれに視点を置くかの違いはある

ものの、いずれの学習においても事例対象として生徒の生活圏における自然災害や防災を取

り上げ、学習を深めることが可能となるよう意図したものである。 

 

３ 教科書の調査研究 

（１） 内容 

   ア 調査研究の総括表（調査結果は「別紙１」）                                           

調査研究項目（調査研究の対象） 対象の根拠（目標等） 数値データの単位 

a 「ａ 世界と日本の地域構成」内容ごとのページ数

と割合 

地理・目標(1) 

分野の改訂の要点 ア 
  ページ数、％ 

ｂ 「ｂ 世界の様々な地域」内容ごとのページ数と割 

 合 
地理・目標(1)   ページ数、％ 

ｃ 「ｃ 日本の様々な地域」内容ごとのページ数と割 

 合 

地理・目標(1) 

分野の改訂の要点 イ 
ページ数、％ 

ｄ 「ｂ－イ 世界の諸地域」各州において取り上げ 

ている州内の国の数 

地理・目標(1) 

分野の改訂の要点 ウ 
 箇所 

ｅ 「ｃ－エ  地域の在り方」において取り上げている

地域の数 

地理・目標 (3) 

分野の改訂の要点 イ 
  箇所 

ｆ  東京に関する地理的事象を取り上げている箇所数 地理・目標 (3)  箇所 

ｇ  発展的な内容を取り上げている箇所数 
中学校学習指導要領総

則 
箇所 

イ 調査項目の具体的な内容（調査結果は「別紙２」） 

① 調査項目の具体的な内容の対象とした事項 
調査研究事項のｂ～ｇとの関連で、次の事項について具体的に調査研究する。             

         ｂ 「ｂ 世界の様々な地域」における「イ 世界の諸地域」で扱っている主題 

（別紙２－１） 

ｃ 「ｃ 日本の様々な地域」における「ウ 日本の諸地域」で扱っている考察の仕方 

（別紙２－２） 

ｄ 「ｂ－イ 世界の諸地域」で取り上げている州別国名（別紙２－３） 

ｅ 「ｃ－エ  地域の在り方」において取り上げている地域名と内容（別紙２－４） 

ｆ 東京に関して取り上げている地理的事象（別紙２－５） 

ｇ 発展的な内容の扱い 

  ＜ 調査の結果、ｇについては記載の無いことを確認した。 ＞ 

＜その他＞ 

＊１ 我が国の位置と領土をめぐる問題の扱い（別紙２－６） 

＊２ 国旗・国歌の扱い（別紙２－７） 

＊３ 北朝鮮による拉致問題の扱い 

＜ 調査の結果、＊３については記載の無いことを確認した。 ＞ 

＊４ 防災や、自然災害時における関係機関の役割等の扱い（別紙２－８） 

＊５ 一次エネルギーや再生可能エネルギーの扱い（別紙２－９） 

＊６ 持続可能な社会づくりの扱い（別紙２－１０） 
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＊７  オリンピック・パラリンピックの扱い（別紙２－１１） 

 

② 調査対象事項を設定した理由等 

・ 地理的分野の学習では、社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり

解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生き

る平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成する

ことをねらいとしている。概括的な調査研究で取り上げた地域や事例・事象等のうち、学習

の対象となった地域やその学習内容・方法を調査することにより、各社の方針を明確にする。

（ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ） 

・ 教育基本法と学校教育法においては、共に「公共の精神に基づき、主体的に社会の形成に

参画し、その発展に寄与する態度を養うこと」が明記されている。地理的分野の学習におい

て、「地域に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主

体的に追究、解決しようとする態度」、「地域の実態や課題解決のための取組」の理解、地

域で見られる「地理的な課題について多面的・多角的に考察、構想し、表現する」力の育成

を重視するため、地域の在り方で取り上げている地域名と内容や東京に関して取り上げてい

る地理的事象を調査する。（ｅ、ｆ） 

・ 発展的な内容については、中学校学習指導要領 第１章 総則「第２ 教育課程の編成 ３

 教育課程の編成における共通事項 （1）内容等の取扱い イ」において、「学校において

特に必要がある場合には、第２章以下に示していない内容を加えて指導することができる。」

と示されている。また、「（3）指導計画の作成等に当たっての配慮事項 イ」では、「各教

科等及び各学年相互間の関連を図り、系統的、発展的な指導ができるようにすること」と示さ

れている。これらのことから、発展的な内容の扱いの有無、取り上げている内容の具体的な

学習の内容について調査する。（ｇ） 

・ 我が国の位置と領土をめぐる問題の扱いについては、中学校学習指導要領 第２章 第２

節社会 ３ 内容の取扱いでは、「領域の範囲や変化とその特色」において、「我が国の海洋

国家としての特色を取り上げるとともに、竹島や北方領土が我が国の固有の領土であること

など、我が国の領域をめぐる問題も取り上げるようにすること。その際、尖閣諸島について

は我が国の固有の領土であり、領土問題は存在しないことも扱うこと。」とあることから、

我が国の領域をめぐる問題について正しく理解できるようにするため、北方領土、竹島、尖

閣諸島に関する記述の概要を調査する。（＊１） 
・ 国旗・国歌については、学習指導要領に基づき、国旗・国歌に対する正しい認識をもたせ、

それらを尊重する態度を育てることが大切であることから、その扱いについて調査する。（＊

２） 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針１「人権尊重の精神と社会貢献の精神の育成」を掲

げ人権教育を推進してきた観点から、児童・生徒が人権尊重の理念を正しく理解できるよう

にするため、北朝鮮による拉致問題の扱いについて調査する。（＊３） 

・ 東京都では、自然災害における被害を最小化し、首都機能の迅速な復旧を図る総合的なリ

スクマネジメント方策の確立が喫緊の課題であり、防災教育の普及等により地域の防災力の

向上が重要であることから、防災や自然災害における関係機関の役割等について考察させる

ことを通じて、これらの問題を正しく理解できるようにするため、防災や、自然災害時にお

ける関係機関の役割等の扱いについて調査する。（＊４） 

・ 学習指導要領に基づき、環境にかかる諸問題を考察させることを通して、これらの問題を

正しく理解できるようにするため、一次エネルギーや再生可能エネルギーの扱いについて調

査する。（＊５） 

・ 生徒には、豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待される。学習指

導要領に基づき、正しい理解ができるように、持続可能な社会づくりの扱いについて調査す
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る。（＊６） 

・ 東京都教育委員会教育目標の基本方針２・３に基づき、文化・スポーツに親しみ、国際社

会に貢献できる日本人を育成するという観点から、オリンピック・パラリンピックの扱いに

ついて調査する。（＊７） 

 

 

③ 調査研究の方法 

ｂ 「世界の諸地域」で扱っている主題を州ごとに記述する。 

ｃ 「日本の諸地域」で扱っている考察の仕方を地域ごとに記述する。 

ｄ 「世界の諸地域」で取り上げている国名を州ごとに整理する。 

     ｅ 「地域の在り方」において取り上げている地域名と内容について整理する。 

     ｆ 東京に関する地理的事象を取り上げている項目を整理する。 

    ＜その他＞ 

＊１ 我が国の位置と領土をめぐる問題の扱いについて、北方領土、竹島、尖閣諸島等に関

する項目及び記述の概要を調査する。                

＊２ 国旗・国歌について取り上げている項目及び記述の概要を調査する。 

＊３ 北朝鮮による拉致問題の扱いについて取り上げている項目及び記述の概要を調査す

       る。 

＊４ 防災や、自然災害時における関係機関の役割等の扱いについて取り上げている項目を

調査する。 

＊５ 一次エネルギーや再生可能エネルギーについて取り上げている項目及び記述の概要

を調査する。 

     ＊６ 持続可能な社会づくりについて取り上げている項目を調査する。 

     ＊７ オリンピック・パラリンピックについて取り上げている項目及び記述の概要を調査す

る。 

 

（２） 構成上の工夫（調査結果は「別紙３」） 

   以下の観点について、箇条書きで記述する。 
    ア 冊子の構成 

イ 学習過程 

ウ 学習活動 

エ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた工夫 

オ ユニバーサルデザインの視点 

カ デジタルコンテンツの扱い         
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「
別
紙
１
」
 
 
【
（
１
）
内
容
　
ア
　
調
査
研
究
の
総
括
表
】
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

全
体
の
ペ
ー
ジ
数
、
内
容
ご
と
の
ペ
ー
ジ
数
と
割
合

ア
イ

ア
イ

ア
イ

ウ
エ

発
行
者

世 界 の 地 域 構 成

日 本 の 地 域 構 成

計
世 界 各 地 の 人 々 の 生

活 と 環 境

世 界 の 諸 地 域

計
地 域 調 査 の 手 法

日 本 の 地 域 的 特 色 と

地 域 区 分

日 本 の 諸 地 域

地 域 の 在 り 方

計

東
　
書

1
4

1
3

2
7

2
1

8
6

1
0
7

1
6

2
7

8
7

1
2

1
4
2

2
7

1
0
7

1
4
2

2
7
6

5
1
.
9
%

4
8
.
1
%

1
0
0
.
0
%

1
9
.
6
%

8
0
.
4
%

1
0
0
.
0
%

1
1
.
3
%

1
9
.
0
%

6
1
.
3
%

8
.
5
%

1
0
0
.
0
%

9
.
8
%

3
8
.
8
%

5
1
.
4
%

1
0
0
.
0
%

教
　
出

1
1

8
1
9

1
9

8
6

1
0
5

1
4

2
6

1
0
1

8
1
4
9

1
9

1
0
5

1
4
9

2
7
3

5
7
.
9
%

4
2
.
1
%

1
0
0
.
0
%

1
8
.
1
%

8
1
.
9
%

1
0
0
.
0
%

9
.
4
%

1
7
.
4
%

6
7
.
8
%

5
.
4
%

1
0
0
.
0
%

7
.
0
%

3
8
.
5
%

5
4
.
6
%

1
0
0
.
0
%

帝
　
国

1
2

1
2

2
4

2
1

8
3

1
0
4

1
2

2
8

1
1
5

1
1

1
6
6

2
4

1
0
4

1
6
6

2
9
4

5
0
.
0
%

5
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

2
0
.
2
%

7
9
.
8
%

1
0
0
.
0
%

7
.
2
%

1
6
.
9
%

6
9
.
3
%

6
.
6
%

1
0
0
.
0
%

8
.
2
%

3
5
.
4
%

5
6
.
5
%

1
0
0
.
0
%

日
　
文

1
1

1
1

2
2

2
0

7
5

9
5

2
0

2
5

1
0
0

1
1

1
5
6

2
2

9
5

1
5
6

2
7
3

5
0
.
0
%

5
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

2
1
.
1
%

7
8
.
9
%

1
0
0
.
0
%

1
2
.
8
%

1
6
.
0
%

6
4
.
1
%

7
.
1
%

1
0
0
.
0
%

8
.
1
%

3
4
.
8
%

5
7
.
1
%

1
0
0
.
0
%

平
均
値

ａ
「
世
界
と
日
本
の
地
域
構
成
」
内
容
ご
と
の
ペ
ー
ジ
数
と
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
社
の
教
科
書
の
目
次
か
ら
各
項
目
の
ペ
ー
ジ
数
を
算
出
し
た
。

ｂ
「
世
界
の
様
々
な
地
域
」
内
容
ご
と
の
ペ
ー
ジ
数
と
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
社
の
教
科
書
の
目
次
か
ら
各
項
目
の
ペ
ー
ジ
数
を
算
出
し
た
。

ｃ
「
日
本
の
様
々
な
地
域
」
内
容
ご
と
の
ペ
ー
ジ
数
と
割
合
に
つ
い
て
は
、
各
社
の
教
科
書
の
目
次
か
ら
各
項
目
の
ペ
ー
ジ
数
を
算
出
し
た
。

ｄ
「
ｂ
－
イ
　
世
界
の
諸
地
域
」
で
取
り
上
げ
て
い
る
州
内
の
国
の
数
に
つ
い
て
は
、
各
社
の
該
当
項
目
で
取
り
上
げ
て
い
る
そ
の
州
内
の
国
の
数
を
数
え
た
。

ｅ
「
ｃ
－
エ
　
地
域
の
在
り
方
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
地
域
の
数
は
、
各
社
の
該
当
項
目
で
取
り
上
げ
て
い
る
「
地
域
の
在
り
方
」
の
事
例
地
の
数
を
数
え
た
。

ｆ
「
東
京
に
関
す
る
地
理
的
事
象
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
数
」
は
、
各
社
の
教
科
書
で
東
京
に
関
わ
る
地
理
的
事
象
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
数
を
数
え
た
。

ｇ
「
発
展
的
な
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
数
」
は
、
発
展
的
な
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
箇
所
数
を
数
え
た
。

※
　
集
計
に
つ
い
て
、
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
1
0
0
％
に
な
ら
な
い
項
目
が
あ
る
。

1
5
.
5

1
0
2
.
8

8
2
.
5

2
0
.
3

2
3
.
0

1
2
.
0

1
1
.
0

2
7
9
.
0

1
5
3
.
3

1
0
2
.
8

2
3
.
0

1
5
3
.
3

1
0
.
5

1
0
0
.
8

2
6
.
5

1
5
.
3

1
0
.
3

4
.
8

0
.
0

1
5
9
.
8

4
1
.
0

1
1
.
3

4
0
.
8

1
0
2
.
8

3
1
0
4

3
3
4

6
3
4

3
3

3
6

4
1
.
3

7

1
0

9
1
2
6

ア フ リ カ

北 ア メ リ カ

2
3

南 ア メ リ カ

計

1
2 8

1
1
9

1
0

1
9
7

2
4

5

1
2

1
9
7

4
5

4
7

2
3

オ セ ア ニ ア

4
5

ヨ ー ロ ッ パ

1
6

項
目

ａ 　 「 世 界 と 日 本 の 地 域 構 成 」

ｂ 　 「 世 界 の 様 々 な 地 域 」

ｃ 　 「 日 本 の 様 々 な 地 域 」

計

1
6

ア ジ ア

ａ
　
「
世
界
と
日
本
の
地
域
構

　
成
」
内
容
ご
と
の
ペ
ー
ジ
数
と

　
割
合
(
上
段
：
ペ
ー
ジ
数
、

　
下
段
：
％
)

ｃ
　
「
日
本
の
様
々
な
地
域
」
内
容
ご
と
の
ペ
ー
ジ
数
と

　
割
合

ｂ
　
「
世
界
の
様
々
な
地
域
」
内

容
ご
と
の
ペ
ー
ジ
数
と
割
合

8
6

1
0
3

ｅ 　 「 ｃ ― エ  地 域 の 在 り 方 」 に お

 い て 取 り 上 げ て い る 地 域 の 数

ｆ 　 東 京 に 関 す る 地 理 的 事 象 を 取 り

 上 げ て い る 箇 所 数

1
1
8

3
3
9

ｇ 　 発 展 的 な 内 容 を 取 り 上 げ て い る

 箇 所 数

0 0 0 0

ｄ
　
「
ｂ
－
イ
　
世
界
の
諸
地
域
」
各
州
に
お
い
て
取
り
上
げ

　
て
い
る
州
内
の
国
の
数

5
4

5
4

4
7
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発
行

者
ア

ジ
ア

オ
セ

ア
ニ

ア
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

ア
フ

リ
カ

北
ア

メ
リ

カ
南

ア
メ

リ
カ

東
　

書

急
速

な
都

市
の

成
長

と
変

化 （
人

口
・

居
住

・
都

市
の

問
題

）

強
ま

る
ア

ジ
ア

と
の

結
び

付
き

（
多

文
化

社
会

の
形

成
の

問
題

）

国
ど

う
し

の
統

合
に

よ
る

変
化

（
国

家
間

の
統

合
の

問
題

）

国
際

的
な

支
援

か
ら

の
自

立
に

向
け

て
（

食
料

生
産

や
経

済
発

展
で

の
支

援
の

問
題

）

多
く

の
人

々
を

引
き

つ
け

る
地

域
（

地
域

格
差

の
問

題
）

開
発

の
進

展
と

環
境

問
題

（
環

境
保

全
と

開
発

の
問

題
）

教
　

出
多

様
な

ア
ジ

ア
の

経
済

発
展 （

人
口

問
題

）

オ
セ

ア
ニ

ア
と

他
地

域
と

の
関

係
に

つ
い

て
、

歴
史

的
な

背
景

（
多

民
族

の
共

存
の

問
題

）

強
ま

る
結

び
つ

き
（

環
境

問
題

）

ア
フ

リ
カ

の
現

状
と

課
題

の
解

決
に

向
け

た
動

き
（

人
口

・
食

料
問

題
）

さ
ま

ざ
ま

な
産

業
が

盛
ん

な
理

由
（

多
民

族
の

共
存

の
問

題
）

開
発

や
そ

れ
に

と
も

な
う

生
活

の
変

化
（

環
境

問
題

、
都

市
問

題
）

帝
　

国
急

速
な

経
済

成
長

（
都

市
・

居
住

問
題

）
他

地
域

と
の

関
係

（
多

文
化

の
共

生
）

国
ど

う
し

の
結

び
付

き
の

強
ま

り
（

経
済

格
差

）

特
定

の
産

物
に

頼
る

経
済

（
食

料
問

題
）

巨
大

な
産

業
（

生
産

と
消

費
の

問
題

）
農

地
や

鉱
山

の
開

発
（

熱
帯

林
の

破
壊

）

日
　

文
人

口
や

経
済

発
展

（
経

済
発

展
の

地
域

格
差

や
都

市
問

題
）

多
文

化
が

共
生

す
る

社
会

（
多

様
な

民
族

の
共

生
）

国
境

を
こ

え
た

統
合

（
統

合
の

か
げ

で
進

む
分

離
の

動
き

）

自
立

の
た

め
の

開
発

と
国

際
協

力
（

モ
ノ

カ
ル

チ
ャ

ー
経

済
か

ら
の

自
立

）

世
界

に
影

響
を

あ
た

え
る

産
業

（
大

量
生

産
・

大
量

消
費

の
生

活
ス

タ
イ

ル
）

開
発

と
環

境
保

全
（

熱
帯

雨
林

の
伐

採
に

よ
る

環
境

破
壊

）

「
別

紙
２

－
１

」
　

【
 
（

１
）

　
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｂ
　

 
「

ｂ
　

世
界

の
様

々
な

地
域

」
に

お
け

る
「

イ
　

世
界

の
諸

地
域

」
で

扱
っ

て
い

る
主

題
　

】
　

　
　

　
　

　
　

　
（

中
学

校
　

社
会

　
地

理
的

分
野

）
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発
行

者
ア

　
北

海
道

地
方

イ
　

東
北

地
方

ウ
　

関
東

地
方

エ
　

中
部

地
方

オ
　

近
畿

地
方

カ
　

中
国

・
四

国
地

方
キ

　
九

州
地

方

東
　

書
自

然
環

境
そ

の
他

の
事

象
(
生

活
・

文
化

)
交

通
や

通
信

産
業

人
口

や
都

市
・

村
落

交
通

や
通

信
自

然
環

境

教
　

出
自

然
環

境
産

業

そ
の

他
の

事
象

（
伝

統
文

化
と

地
域

の
変

化
）

交
通

や
通

信
産

業
そ

の
他

の
事

象
（

地
域

の
歴

史
的

な
背

景
や

移
り

変
わ

り
）

人
口

や
都

市
・

村
落

自
然

環
境

帝
　

国
自

然
環

境
そ

の
他

の
事

象
（

生
活

・
文

化
）

人
口

や
都

市
・

村
落

産
業

そ
の

他
の

事
象

（
環

境
保

全
）

交
通

や
通

信
自

然
環

境

日
　

文
自

然
環

境
そ

の
他

の
事

象
（

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

）
交

通
や

通
信

産
業

そ
の

他
の

事
象

（
歴

史
的

背
景

）
人

口
や

都
市

・
村

落
自

然
環

境

考
察

の
仕

方
を

記
述

　
（

自
然

環
境

、
人

口
や

都
市

・
村

落
、

産
業

、
交

通
や

通
信

、
そ

の
他

の
事

象
）

「
別

紙
２

－
２

」
【

 
（

１
）

　
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｃ
「

ｃ
　

日
本

の
様

々
な

地
域

」
に

お
け

る
　

「
ウ

　
日

本
の

諸
地

域
」

で
扱

っ
て

い
る

考
察

の
仕

方
　

】
　

　
　

　
　

　
　

（
中

学
校

　
社

会
　

地
理

的
分

野
）
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発
行

者
オ

セ
ア

ニ
ア

北
ア

メ
リ

カ
南

ア
メ

リ
カ

ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ

ン
タ

ジ
キ

ス
タ

ン
オ

ー
ス

ト
ラ
リ
ア

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

バ
チ
カ
ン
市
国

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

赤
道

ギ
ニ

ア
リ

ビ
ア

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン

ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン

中
華

人
民

共
和

国
キ

リ
バ
ス

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ハ
ン
ガ
リ
ー

ア
ン
ゴ
ラ

セ
ー

シ
ェ

ル
リ

ベ
リ

ア
ア

ン
テ

ィ
グ

ア
・

バ
ー

ブ
ー

ダ
ウ

ル
グ

ア
イ

ア
ラ
ブ
首
長

国
連

邦
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

ク
ッ

ク
諸
島

ア
ル
バ
ニ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ウ
ガ
ン
ダ

セ
ネ

ガ
ル

ル
ワ

ン
ダ

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
エ

ク
ア

ド
ル

ア
ル
メ
ニ
ア

ト
ル

ク
メ

ニ
ス

タ
ン

サ
モ

ア
ア
ン
ド
ラ

フ
ラ
ン
ス

エ
ジ
プ
ト

ソ
マ

リ
ア

レ
ソ

ト
カ

ナ
ダ

ガ
イ

ア
ナ

イ
エ
メ
ン

ト
ル

コ
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

イ
ギ
リ
ス

ブ
ル
ガ
リ
ア

エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ

タ
ン

ザ
ニ

ア
キ

ュ
ー

バ
コ

ロ
ン

ビ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

日
本

ツ
バ

ル
イ
タ
リ
ア

ベ
ラ
ル
ー
シ
 

エ
チ
オ
ピ
ア

チ
ャ

ド
グ

ア
テ

マ
ラ

ス
リ

ナ
ム

イ
ラ
ク

ネ
パ

ー
ル

ト
ン

ガ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ベ
ル
ギ
ー

エ
リ
ト
リ
ア

中
央

ア
フ

リ
カ

グ
レ

ナ
ダ

チ
リ

イ
ラ
ン

バ
ー

レ
ー

ン
ナ

ウ
ル

エ
ス
ト
ニ
ア

ポ
ー
ラ
ン
ド

ガ
ー
ナ

チ
ュ

ニ
ジ

ア
コ

ス
タ

リ
カ

パ
ラ

グ
ア

イ

イ
ン
ド

パ
キ

ス
タ

ン
ニ

ウ
エ

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

カ
ー
ボ
ベ
ル
デ

ト
ー

ゴ
ジ

ャ
マ

イ
カ

ブ
ラ

ジ
ル

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ラ
ン
ダ

ポ
ル
ト
ガ
ル

ガ
ボ
ン

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

セ
ン

ト
ク

リ
ス

ト
フ

ァ
ー

・
ネ

ー
ビ

ス
ベ

ネ
ズ

エ
ラ

ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン

東
テ

ィ
モ

ー
ル

バ
ヌ

ア
ツ

北
マ
ケ
ド
ニ
ア

マ
ル
タ

カ
メ
ル
ー
ン

ナ
ミ

ビ
ア

セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
及
び
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
諸
島

ペ
ル

ー

オ
マ
ー
ン

フ
ィ

リ
ピ

ン
パ

プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

ギ
リ
シ
ャ

モ
ナ
コ

ガ
ン
ビ
ア

ニ
ジ

ェ
ー

ル
セ

ン
ト

ル
シ

ア
ボ

リ
ビ

ア

カ
ザ
フ
ス
タ

ン
ブ

ー
タ

ン
パ

ラ
オ

ク
ロ
ア
チ
ア

モ
ル
ド
バ

ギ
ニ
ア

ブ
ル

キ
ナ

フ
ァ

ソ
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

カ
タ
ー
ル

ブ
ル

ネ
イ

フ
ィ

ジ
ー

コ
ソ
ボ

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ

ブ
ル

ン
ジ

ド
ミ

ニ
カ

国

カ
ン
ボ
ジ
ア

ベ
ト

ナ
ム

マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島

サ
ン
マ
リ
ノ

ラ
ト
ビ
ア

ケ
ニ
ア

ベ
ナ

ン
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

キ
プ
ロ
ス

マ
レ

ー
シ

ア
ミ

ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦

ス
イ
ス

リ
ト
ア
ニ
ア

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

ボ
ツ

ワ
ナ

ニ
カ

ラ
グ

ア

キ
ル
ギ
ス

ミ
ャ

ン
マ

ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

コ
モ
ロ

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

ハ
イ

チ

ク
ウ
ェ
ー
ト

モ
ル

デ
ィ

ブ
ス
ペ
イ
ン

ル
ー
マ
ニ
ア

コ
ン
ゴ
共
和
国

マ
ラ

ウ
イ

パ
ナ

マ

サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア

 
モ

ン
ゴ

ル
ス
ロ
バ
キ
ア

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

マ
リ

バ
ハ

マ

ジ
ョ
ー
ジ
ア

ヨ
ル

ダ
ン

ス
ロ
ベ
ニ
ア

ロ
シ
ア
連
邦

サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ

南
ア

フ
リ

カ
共

和
国

バ
ル

バ
ド

ス

シ
リ
ア
 

ラ
オ

ス
セ
ル
ビ
ア

ザ
ン
ビ
ア

南
ス

ー
ダ

ン
ベ

リ
ー

ズ

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
レ

バ
ノ

ン
チ
ェ
コ

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

モ
ー

リ
シ

ャ
ス

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

ス
リ
ラ
ン
カ

デ
ン
マ
ー
ク

ジ
ブ
チ

モ
ー

リ
タ

ニ
ア

メ
キ

シ
コ

タ
イ

ド
イ
ツ

ジ
ン
バ
ブ
エ

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

大
韓
民
国

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ス
ー
ダ
ン

モ
ロ

ッ
コ

ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ

ン
タ

ジ
キ

ス
タ

ン
オ

ー
ス

ト
ラ
リ
ア

ア
イ
ス
ラ
ン
ド

バ
チ
カ
ン
市
国

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

赤
道

ギ
ニ

ア
リ

ビ
ア

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン

ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン

中
華

人
民

共
和

国
キ

リ
バ
ス

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ハ
ン
ガ
リ
ー

ア
ン
ゴ
ラ

セ
ー

シ
ェ

ル
リ

ベ
リ

ア
ア

ン
テ

ィ
グ

ア
・

バ
ー

ブ
ー

ダ
ウ

ル
グ

ア
イ

ア
ラ
ブ
首
長

国
連

邦
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

ク
ッ

ク
諸
島

ア
ル
バ
ニ
ア

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ウ
ガ
ン
ダ

セ
ネ

ガ
ル

ル
ワ

ン
ダ

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
エ

ク
ア

ド
ル

ア
ル
メ
ニ
ア

ト
ル

ク
メ

ニ
ス

タ
ン

サ
モ

ア
ア
ン
ド
ラ

フ
ラ
ン
ス

エ
ジ
プ
ト

ソ
マ

リ
ア

レ
ソ

ト
カ

ナ
ダ

ガ
イ

ア
ナ

イ
エ
メ
ン

ト
ル

コ
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

イ
ギ
リ
ス

ブ
ル
ガ
リ
ア

エ
ス
ワ
テ
ィ
ニ

タ
ン

ザ
ニ

ア
キ

ュ
ー

バ
コ

ロ
ン

ビ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

日
本

ツ
バ

ル
イ
タ
リ
ア

ベ
ラ
ル
ー
シ

エ
チ
オ
ピ
ア

チ
ャ

ド
グ

ア
テ

マ
ラ

ス
リ

ナ
ム

イ
ラ
ク

ネ
パ

ー
ル

ト
ン

ガ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

ベ
ル
ギ
ー

エ
リ
ト
リ
ア

中
央

ア
フ

リ
カ

グ
レ

ナ
ダ

チ
リ

イ
ラ
ン

バ
ー

レ
ー

ン
ナ

ウ
ル

エ
ス
ト
ニ
ア

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ

ガ
ー
ナ

チ
ュ

ニ
ジ

ア
コ

ス
タ

リ
カ

パ
ラ

グ
ア

イ

イ
ン
ド

パ
キ

ス
タ

ン
ニ

ウ
エ

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ポ
ー
ラ
ン
ド

カ
ー
ボ
ベ
ル
デ

ト
ー

ゴ
ジ

ャ
マ

イ
カ

ブ
ラ

ジ
ル

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

オ
ラ
ン
ダ

ポ
ル
ト
ガ
ル

ガ
ボ
ン

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

セ
ン

ト
ク

リ
ス

ト
フ

ァ
ー

・
ネ

ー
ビ

ス
ベ

ネ
ズ

エ
ラ

ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン

東
テ

ィ
モ

ー
ル

バ
ヌ

ア
ツ

北
マ
ケ
ド
ニ
ア

マ
ル
タ

カ
メ
ル
ー
ン

ナ
ミ

ビ
ア

セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
及
び
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
諸
島

ペ
ル

ー

オ
マ
ー
ン

フ
ィ

リ
ピ

ン
パ

プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

ギ
リ
シ
ャ

モ
ナ
コ

ガ
ン
ビ
ア

ニ
ジ

ェ
ー

ル
セ

ン
ト

ル
シ

ア
ボ

リ
ビ

ア

カ
ザ
フ
ス
タ

ン
ブ

ー
タ

ン
パ

ラ
オ

ク
ロ
ア
チ
ア

モ
ル
ド
バ

ギ
ニ
ア

ブ
ル

キ
ナ

フ
ァ

ソ
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

カ
タ
ー
ル

ブ
ル

ネ
イ

フ
ィ

ジ
―
共
和
国

コ
ソ
ボ

モ
ン
テ
ネ
グ
ロ

ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ

ブ
ル

ン
ジ

ド
ミ

ニ
カ

国

カ
ン
ボ
ジ
ア

ベ
ト

ナ
ム

マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島

サ
ン
マ
リ
ノ

ラ
ト
ビ
ア

ケ
ニ
ア

ベ
ナ

ン
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

キ
プ
ロ
ス

マ
レ

ー
シ

ア
ミ

ク
ロ

ネ
シ
ア
連
邦

ス
イ
ス

リ
ト
ア
ニ
ア

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

ボ
ツ

ワ
ナ

ニ
カ

ラ
グ

ア

キ
ル
ギ
ス

ミ
ャ

ン
マ

ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

コ
モ
ロ

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

ハ
イ

チ

ク
ウ
ェ
ー
ト

モ
ル

デ
ィ

ブ
ス
ペ
イ
ン

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

コ
ン
ゴ
共
和
国

マ
ラ

ウ
イ

パ
ナ

マ

サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア

モ
ン

ゴ
ル

ス
ロ
バ
キ
ア

ル
ー
マ
ニ
ア

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

マ
リ

バ
ハ

マ

ジ
ョ
ー
ジ
ア

ヨ
ル

ダ
ン

ス
ロ
ベ
ニ
ア

ロ
シ
ア
連
邦

サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ

南
ア

フ
リ

カ
共

和
国

バ
ル

バ
ド

ス

シ
リ
ア

ラ
オ

ス
セ
ル
ビ
ア

ザ
ン
ビ
ア

南
ス

ー
ダ

ン
共

和
国

ベ
リ

ー
ズ

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
レ

バ
ノ

ン
チ
ェ
コ

シ
エ
ラ
レ
オ
ネ

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

ス
リ
ラ
ン
カ

デ
ン
マ
ー
ク

ジ
ブ
チ

モ
ー

リ
シ

ャ
ス

メ
キ

シ
コ

タ
イ

ド
イ
ツ

ジ
ン
バ
ブ
エ

モ
ー

リ
タ

ニ
ア

大
韓
民
国

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ス
ー
ダ
ン

モ
ロ

ッ
コ

東
　

書

「
別

紙
２

－
３

」
　

【
 
（

１
）

　
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｄ
　

「
ｂ

－
イ

　
世

界
の

諸
地

域
」

で
取

り
上

げ
て

い
る

州
別

国
名

　
】

　
　

　
　

　
　

　
（

中
学

校
　

社
会

　
地

理
的

分
野

）

ア
ジ

ア
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

ア
フ

リ
カ

教
　

出
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発
行

者
オ

セ
ア

ニ
ア

北
ア

メ
リ

カ
南

ア
メ

リ
カ

ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン

パ
キ

ス
タ

ン
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

ベ
ル
ギ
ー

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

マ
ダ

ガ
ス

カ
ル

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン

ア
ラ
ブ
首
長

国
連

邦
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ポ
ー
ラ
ン
ド

ア
ン
ゴ
ラ

マ
ラ
ウ

イ
カ

ナ
ダ

エ
ク

ア
ド

ル

イ
エ
メ
ン

フ
ィ

リ
ピ

ン
イ
ギ
リ
ス

ポ
ル
ト
ガ
ル

ウ
ガ
ン
ダ

マ
リ

キ
ュ

ー
バ

コ
ロ

ン
ビ

ア

イ
ラ
ク

ブ
ー

タ
ン

イ
タ
リ
ア

マ
ル
タ

エ
ジ
プ
ト

南
ア
フ

リ
カ

共
和

国
グ

ア
テ

マ
ラ

チ
リ

イ
ラ
ン

ベ
ト

ナ
ム

ウ
ク
ラ
イ
ナ

ラ
ト
ビ
ア

エ
チ
オ
ピ
ア

南
ス
ー

ダ
ン

コ
ス

タ
リ

カ
パ

ラ
グ

ア
イ

イ
ン
ド

マ
レ

ー
シ

ア
エ
ス
ト
ニ
ア

リ
ト
ア
ニ
ア

ガ
ー
ナ

モ
ー
リ

タ
ニ

ア
ジ

ャ
マ

イ
カ

ブ
ラ

ジ
ル

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
ミ

ャ
ン

マ
ー

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ル
ー
マ
ニ
ア

ガ
ボ
ン

モ
ロ
ッ

コ
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

ベ
ネ

ズ
エ

ラ

ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン

モ
ン

ゴ
ル

オ
ラ
ン
ダ

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

カ
メ
ル
ー
ン

リ
ビ
ア

ハ
イ

チ
ペ

ル
ー

オ
マ
ー
ン

ラ
オ

ス
キ
プ
ロ
ス

ロ
シ
ア
連
邦

ギ
ニ
ア

パ
ナ

マ
ボ

リ
ビ

ア

カ
ザ
フ
ス
タ

ン
ギ
リ
シ
ャ

ケ
ニ
ア

メ
キ

シ
コ

カ
タ
ー
ル

ク
ロ
ア
チ
ア

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

カ
ン
ボ
ジ
ア

ス
イ
ス

コ
ン
ゴ
共
和
国

ク
ウ
ェ
ー
ト

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア

ス
ペ
イ
ン

ザ
ン
ビ
ア

シ
リ
ア

ス
ロ
バ
キ
ア

ジ
ン
バ
ブ
エ

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
ス
ロ
ベ
ニ
ア

ス
ー
ダ
ン

ス
リ
ラ
ン
カ

セ
ル
ビ
ア

セ
ネ
ガ
ル

タ
イ

チ
ェ
コ

タ
ン
ザ
ニ
ア

大
韓
民
国

デ
ン
マ
ー
ク

チ
ャ
ド

中
国

ド
イ
ツ

チ
ュ
ニ
ジ
ア

朝
鮮

民
主

主
義
人
民
共
和
国

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ

ン
ハ
ン
ガ
リ
ー

ナ
ミ
ビ
ア

ト
ル
コ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ニ
ジ
ェ
ー
ル

日
本

フ
ラ
ン
ス

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ

ネ
パ
ー
ル

ブ
ル
ガ
リ
ア

ボ
ツ
ワ
ナ

ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン

日
本

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

ア
メ

リ
カ

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

ア
ラ
ブ
首
長

国
連

邦
ネ

パ
ー

ル
ソ

ロ
モ

ン
諸
島

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

フ
ラ
ン
ス

ア
ン
ゴ
ラ

カ
ナ

ダ
エ

ク
ア

ド
ル

イ
エ
メ
ン

バ
ー

レ
ー

ン
ツ

バ
ル

ア
ル
メ
ニ
ア

ブ
ル
ガ
リ
ア

エ
ジ
プ
ト

キ
ュ

ー
バ

コ
ロ

ン
ビ

ア

イ
ス
ラ
エ
ル

パ
キ

ス
タ

ン
ト

ン
ガ

イ
ギ
リ
ス

ベ
ラ
ル
ー
シ

エ
チ
オ
ピ
ア

パ
ナ

マ
チ

リ

イ
ラ
ク

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
ニ

ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド

イ
タ
リ
ア

ベ
ル
ギ
ー

ガ
ー
ナ

メ
キ

シ
コ

ブ
ラ

ジ
ル

イ
ラ
ン

フ
ィ

リ
ピ

ン
パ

プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

ウ
ク
ラ
イ
ナ

ポ
ー
ラ
ン
ド

カ
メ
ル
ー
ン

ベ
ネ

ズ
エ

ラ

イ
ン
ド

ベ
ト

ナ
ム

フ
ィ

ジ
ー

エ
ス
ト
ニ
ア

ポ
ル
ト
ガ
ル

ケ
ニ
ア

ペ
ル

ー

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
マ

レ
ー

シ
ア

オ
ー
ス
ト
リ
ア

マ
ル
タ

コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

ボ
リ

ビ
ア

ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン

ミ
ャ

ン
マ

ー
オ
ラ
ン
ダ

モ
ル
ド
バ

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

オ
マ
ー
ン

モ
ン

ゴ
ル

キ
プ
ロ
ス

ラ
ト
ビ
ア

ザ
ン
ビ
ア

カ
ザ
フ
ス
タ

ン
ヨ

ル
ダ

ン
ギ
リ
シ
ャ

リ
ト
ア
ニ
ア

ジ
ン
バ
ブ
エ

カ
タ
ー
ル

ク
ロ
ア
チ
ア

ル
ー
マ
ニ
ア

タ
ン
ザ
ニ
ア

韓
国

ジ
ョ
ー
ジ
ア

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

カ
ン
ボ
ジ
ア

ス
イ
ス

ロ
シ
ア

ナ
ミ
ビ
ア

北
朝
鮮

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ベ
ナ
ン

キ
ル
ギ
ス

ス
ペ
イ
ン

ボ
ツ
ワ
ナ

ク
ウ
ェ
ー
ト

ス
ロ
バ
キ
ア

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア

ス
ロ
ベ
ニ
ア

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国

シ
リ
ア

タ
ジ
キ
ス
タ
ン

南
ス
ー
ダ
ン

シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
チ
ェ
コ

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

ス
リ
ラ
ン
カ

デ
ン
マ
ー
ク

モ
ロ
ッ
コ

タ
イ

ド
イ
ツ

リ
ビ
ア

中
国

ノ
ル
ウ
ェ
ー

リ
ベ
リ
ア

ト
ル
ク
メ
ニ

ス
タ

ン
バ
チ
カ
ン
市
国

ル
ワ
ン
ダ

ト
ル
コ

ハ
ン
ガ
リ
ー

ア
ジ

ア
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

ア
フ

リ
カ

「
別

紙
２

－
３

」
　

【
 
（

１
）

　
内

容
　

イ
　

調
査

項
目

の
具

体
的

な
内

容
　

ｄ
　

「
ｂ

－
イ

　
世

界
の

諸
地

域
」

で
取

り
上

げ
て

い
る

州
別

国
名

　
】

（
中

学
校

　
社

会
　

地
理

的
分

野
）

帝
　

国

日
　
文

オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア

ク
ッ

ク
諸

島

ツ
バ

ル

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ
ン
ド

パ
プ

ア
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア

フ
ィ

ジ
ー
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発
行
者

具
体
的
な
地
域
名

具
体
的
な
学
習
の
内
容

１
　

身
近

な
地

域
の

課
題

を
見

つ
け

る

　
・

地
球

規
模

の
課

題
と

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

　
・

日
本

の
地

域
的

な
課

題
　

・
宮

崎
市

の
課

題
を

見
つ

け
る

２
　

課
題

を
調

査
す

る

　
・

ど
こ

で
起

こ
っ

て
い

る
か

　
・

ど
の

よ
う

に
起

こ
っ

た
か

　
・

中
心

市
街

地
の

課
題

　
・

郊
外

の
課

題

３
　

要
因

を
考

察
す

る

　
・

課
題

の
要

因
を

考
察

す
る

　
・

課
題

の
影

響
を

考
察

す
る

　
・

中
心

市
街

地
の

課
題

の
要

因
と

影
響

　
・

高
齢

化
の

要
因

と
影

響

４
　

解
決

策
を

構
想

す
る

　
・

他
地

域
の

取
り

組
み

を
調

べ
る

　
・

地
域

の
課

題
に

合
わ

せ
て

考
え

る
　

・
金

沢
市

の
中

心
市

街
地

活
性

化
　

・
高

齢
化

へ
の

対
応

策

５
　

地
域

の
将

来
像

を
提

案
す

る

　
・

解
決

策
を

提
案

す
る

方
法

　
・

根
拠

や
立

場
を

明
確

に
す

る
　

・
解

決
策

の
内

容
を

し
ぼ

り
こ

む
　

・
解

決
策

を
提

案
す

る

１
　

地
域

の
課

題
を

と
ら

え
る

(
1
)

　
・

地
域

の
変

化
を

知
る

こ
と

か
ら

　
・

人
口

減
少

の
国

　
・

人
口

流
出

に
よ

る
農

村
の

衰
退

　
・

農
村

の
課

題
と

対
策

２
　

地
域

の
課

題
を

と
ら

え
る

(
2
)

　
・

都
市

の
社

会
基

盤
　

・
人

口
減

少
と

公
共

施
設

　
・

都
市

の
課

題
　

・
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く

り

３
　

地
域

の
課

題
を

調
べ

る

　
・

「
高

齢
化

」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

　
・

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

開
発

の
歴

史
　

・
住

民
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

　
・

商
店

街
で

の
聞

き
取

り
か

ら

４
　

地
域

に
向

け
て

発
信

す
る

　
・

調
べ

た
こ

と
を

ま
と

め
る

　
・

地
域

の
課

題
が

見
え

る
よ

う
に

す
る

１
　

課
題

を
把

握
し

よ
う

　
・

各
地

域
で

み
ら

れ
た

課
題

を
振

り
返

ろ
う

　
・

追
究

す
る

テ
ー

マ
を

決
め

よ
う

２
　

地
域

を
と

ら
え

よ
う

　
・

地
域

の
実

態
を

知
ろ

う

３
　

課
題

の
要

因
を

考
察

し
よ

う

　
・

類
似

し
た

地
域

と
比

べ
よ

う
　

・
課

題
の

要
因

を
探

ろ
う

４
　

課
題

の
解

決
に

向
け

て
構

想
し

よ
う

　
・

課
題

の
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
を

調
べ

よ
う

　
・

課
題

の
解

決
に

向
け

て
構

想
し

よ
う

　
・

構
想

し
た

こ
と

を
議

論
し

よ
う

５
　

構
想

の
成

果
を

発
信

し
よ

う

　
・

構
想

し
た

こ
と

を
ま

と
め

よ
う

　
・

社
会

に
向

け
て

発
信

し
よ

う
　

・
持

続
可

能
な

社
会

を
目

指
す

一
員

と
し

て
１

　
地

域
の

課
題

と
特

色
を

つ
か

も
う

　
・

日
本

全
体

の
課

題
を

ふ
り

か
え

る
　

・
調

査
テ

ー
マ

と
調

査
す

る
地

域
を

決
定

す
る

２
、

３
　

地
域

の
課

題
の

要
因

を
考

察
し

よ
う

ー
自

然
と

防
災

班
ー

　
・

課
題

に
対

す
る

取
り

組
み

を
調

査
し

考
察

す
る

２
、

３
　

地
域

の
課

題
の

要
因

を
考

察
し

よ
う

ー
交

通
と

観
光

班
ー

　
・

課
題

を
多

面
的

に
と

ら
え

て
考

察
す

る

４
　

課
題

の
解

決
に

向
け

て
構

想
し

よ
う

　
・

よ
り

よ
い

ま
ち

づ
く

り
プ

ラ
ン

を
考

え
る

５
　

ま
ち

づ
く

り
会

議
を

開
こ

う

　
・

会
議

を
開

く
に

あ
た

っ
て

　
・

会
議

を
終

え
て

「
別
紙
２
－
４
」

　
【
 
（
１
）
　
内
容
　
イ
　

調
査
項
目
の
具
体
的
な
内
容
　
 
ｅ
　
「
ｃ
－
エ
　
地
域
の
在
り

方
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
地
域
名
と
内
容
　
】

　
　
　
　
　
　
　

　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的

分
野
）

日
　
文

教
　
出

鳥
取

県
八

頭
町

　
　

徳
島

県
上

勝
町

徳
島

県
神

山
町

　
　

高
知

県
高

知
市

大
阪

府
堺

市
　

　
　

兵
庫

県
神

戸
市

　
東

京
都

八
王

子
市

　
東

京
都

多
摩

市
東

京
都

稲
城

市
　

　
東

京
都

町
田

市

東
　
書

宮
崎

県
宮

崎
市

石
川

県
金

沢
市

東
京

都

帝
　
国

京
都

府
京

都
市

東
京

都
練

馬
区

神
奈

川
県

鎌
倉

市

京
都

府
京

都
市

京
都

府
久

御
山

町
長

崎
県

長
崎

市
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発
行

者
・
小
笠

原
諸

島
(
巻

頭
２

)
・
冷
帯
(
亜
寒
帯
)
の
分
布
(
P
3
9
)

・
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
が

見
ら

れ
る

東
京

(
P
1
7
4
)

・
東

京
2
3
区

の
昼

夜
間

人
口

(
P
2
3
8
)

・
国
土

の
広

が
り

と
周

り
の

国
々

(
P
６

)
・
ロ
ー
マ
(
イ
タ
リ
ア
)
と
東
京
の
雨
温
図
(
P
4
0
)

・
移
動
に
お
け
る
J
R
線
と

航
空

機
の

利
用

の
割

合
(
P
1
7
4
)

・
東

京
大

都
市

圏
の

拡
大

(
P
2
3
8
)

・
面
積

が
小

さ
い

国
と

バ
チ

カ
ン

市
国

(
P
1
3
)

・
温
帯
の
分
布
(
P
4
1
)

・
日
本
の
高
速
交
通
網
（
P
1
7
5
）

・
通

勤
・

通
学

圏
の

広
が

り
と

課
題

(
P
2
3
8
-
2
3
9
)

・
緯
度

と
経

度
(
P
1
4
-
1
5
)

・
ニ
ア
メ
(
ニ
ジ
ェ
ー
ル
)
と
東
京
の
雨
温
図
(
P
4
2
)

・
東
京
・
大
阪
間
の
移
動
時

間
の

変
化

(
P
1
7
5
)

・
職

場
ま

で
の

遠
い

道
の

り
(
P
2
3
8
)

・
方
位

の
示

し
方

(
P
1
6
)

・
乾
燥
帯
の
分
布
(
P
4
3
)

・
交
通
・
通
信
に
着
目
し
て

地
域

区
分

し
よ

う
(
P
1
7
7
)

・
東

京
周

辺
の

地
価

と
鉄

道
網

(
P
2
3
9
)

・
緯
線

と
経

線
が

直
角

に
交

わ
っ

た
地

図
(
P
1
7
)

・
ア
ピ
ア
(
サ
モ
ア
)
と
東
京
の
雨
温
図
(
P
4
4
)

・
東
京
と
の
鉄
道
で
の
移
動

時
間

(
P
1
7
7
)

・
東

京
2
3
区

へ
の

通
勤

・
通

学
者

(
P
2
3
9
)

・
中
心

か
ら

の
距

離
と

方
位

が
正

し
い

地
図

(
P
1
7
)

・
熱
帯
の
分
布
(
P
4
5
)

・
東
京
都
へ
の
移
動
手
段
(
P
1
7
7
)

・
充

実
し

た
観

光
産

業
(
P
2
3
9
)

・
面
積

が
正

し
い

地
図

(
P
1
7
)

・
ク
ス
コ
(
ペ
ル
ー
)
と
東
京
の
雨
温
図
(
P
4
6
)

・
日
本
の
地
域
的
特
色
を
伝

え
よ

う
（

P
1
7
8
-
1
7
9
）

・
多

く
の

外
国

人
観

光
客

が
訪

れ
る

浅
草

(
P
2
3
9
)

・
日
本

と
同

緯
度

、
同

経
度

の
範

囲
(
P
2
0
)

・
高
山
気
候
の
分
布
(
P
4
7
)

・
中
小
企
業
の
工
場
が
多
く

集
ま

る
東

大
阪

市
(
P
2
1
3
)

・
東

京
を

訪
れ

る
外

国
人

観
光

客
数

の
移

り
変

わ
り

(
P
2
3
9
)

・
東
京
か
ら
の
距
離
と
方
位
が
正
し
く
表
さ
れ
て
い
る
世
界
地
図

(
P
2
1
)

・
世
界
の
気
候
区
(
P
4
8
)

・
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
に

入
荷

す
る

レ
タ

ス
の

量
(
P
2
2
6
)

・
関

東
地

方
の

工
業

地
域

の
広

が
り

(
P
2
4
0
)

・
ロ

ン
ド

ン
(
イ

ギ
リ

ス
)
か

ら
の

距
離

と
方

位
が

正
し

く
表

さ
れ

て
い

る
世

界
地

図
(
P
2
1
)
・
ア
ジ
ア
州
の
自
然
(
P
5
7
)

・
東
京
駅
か
ら
富
山
駅
、
金
沢
駅
ま
で
の
所
要
時
間
の
変
化
(
P
2
2
9
)

・
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
に
入
荷
す
る
野
菜
の
県
別
割
合
(
P
2
4
1
)

・
1
月
1
日

、
午
前
9
時
の
東
京
と
そ
の
と
き
の
ロ
ン
ド
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
(
P
2
2
)

・
ア
ジ
ア
N
I
E
S
の
主
な
都
市
に
あ
る
高
層
ビ
ル
の
数
(
P
6
1
)

・
関

東
地

方
－

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
と

結
び

付
く

人
々

の
暮

ら
し

－
(
P
2
3
3
)

・
多
数
の
「
帰
宅
難
民
」
が
生
ま
れ
た
理
由
を
考
え
よ
う
(
P
2
4
2
)

・
1
2
月
の

午
後

5
時

ご
ろ

の
様

子
(
P
2
2
)

・
イ
ス
ラ
ム
教
と
人
々
の
暮
ら
し
(
P
7
0
)

・
交
通
網
や
通
信
施
設
が
集

中
す

る
東

京
(
P
2
3
3
)

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

東
京

(
P
2
4
4
)

・
時
差

の
調

べ
方

(
P
2
3
)

・
丘
の
斜
面
に
広
が
る
町
(
P
1
5
6
)

・
通
勤
・
通
学
時
間
帯
の
新

宿
駅

(
P
2
3
3
)

・
「
T
O
K
Y
O
2
0
2
0
」
に
向
け
て
建
設
が
進
む
新
国
立
競
技
場
(
P
2
4
4
)

・
工
事

前
と

工
事

後
の

沖
ノ

鳥
島

(
P
2
4
)

・
日
本
が
ど
の
よ
う
な
国
か
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
(
P
1
5
6
-
1
5
7
)

・
関
東
地
方
の
自
然
環
境
(
P
2
3
4
)

・
開

発
が

進
む

東
京

の
臨

海
部

(
P
2
4
4
)

・
海
洋

国
・

日
本

(
P
2
4
)

・
ふ
だ
ん
の
多
摩
川
河
川
敷
と
大
雨
の
と
き
の
様
子
(
P
1
5
9
)

・
各
地
の
雨
温
図
(
P
2
3
4
)

・
1
9
6
4
年
の
大
会
に
合
わ
せ
て
開
業
し
た
モ
ノ
レ
ー
ル
(
P
2
4
4
)

・
日
本

の
領

域
と

排
他

的
経

済
水

域
(
P
2
4
-
2
5
)

・
日
本
の
主
な
川
と
平
野
、
盆
地
(
P
1
6
0
)

・
関
東
地
方
の
地
形
と
気
候

(
P
2
3
4
-
2
3
5
)

・
N
P
O
を
設
立
し
て
、
東
北
地
方
を
活
性
化
す
る
「
イ
ベ
ン
ト
」
を
企
画
し
よ
う
(
P
2
5
4
)

・
日
本

の
南

端
（

P
2
5
）

・
海
洋
国
・
日
本
(
P
1
6
1
)

・
関
東
地
方
の
人
口
と
産
業

(
P
2
3
5
)

・
大

規
模

化
す

る
畑

作
や

酪
農

(
P
2
6
2
-
2
6
3
)

・
日
本

の
東

端
（

P
2
5
）

・
ア
テ
ネ
、
ロ
ン
ド
ン
、
東
京
の
雨
温
図
(
P
1
6
2
)

・
日
本
の
交
通
と
通
信
の
中

心
・

東
京

(
P
2
3
5
)

・
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

配
達

の
様

子
（

P
2
7
7
）

・
日
本

の
領

域
と

排
他

的
経

済
水

域
（

地
図

）
(
P
2
5
)

・
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
日
本
の
気
候
(
P
1
6
3
)

・
関
東
地
方
の
人
口
(
P
2
3
5
)

・
東

京
都

と
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
と

の
協

定
（

P
2
7
7
）

・
新
し

く
広

が
っ

た
国

土
(
P
2
5
)

・
建
て
か
え
の
進
む
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
(
P
1
6
8
)

・
旅
客
数
が
多
い
国
内
の
航

空
路

線
(
P
2
3
5
)

・
竹
島

、
尖

閣
諸

島
、

北
方

領
土

の
位

置
(
P
2
6
)

・
日
本
の
人
口
密
度
(
P
1
6
8
)

・
日
本
の
中
心
都
市
・
東
京

(
P
2
3
6
)

・
三
つ

の
国

が
合

わ
さ

っ
て

で
き

た
静

岡
県

(
P
2
8
)

・
人
口
構
成
や
分
布
の
変
化
(
P
1
6
8
-
1
6
9
)

・
世
界
都
市
・
東
京
(
P
2
3
6
-
2
3
7
)

・
日
本

の
都

道
府

県
と

地
方

(
P
2
8
)

・
三
大
都
市
圏
へ
の
人
口
集
中
(
P
1
6
8
)

・
東
京
都
へ
の
集
中
(
P
2
3
6
)

・
イ
カ

ル
イ

ト
(
カ

ナ
ダ

)
と

東
京

の
雨

温
図

(
P
3
6
)

・
東
京
圏
・
大
阪
圏
へ
の
人
口
の
移
動
(
P
1
6
9
)

・
世
界
へ
の
玄
関
口
の
関
東

地
方

(
P
2
3
7
)

・
寒
帯

の
分

布
(
P
3
7
)

・
電
気
自
動
車
の
充
電
ス
タ
ン
ド
(
P
1
7
1
)

・
官
庁
街
と
国
会
議
事
堂
(
P
2
3
7
)

・
雨
温

図
の

読
み

取
り

方
(
P
3
7
)

・
大
都
市
圏
に
集
中
す
る
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
(
P
1
7
3
)

・
東
京
都
港
区
に
お
け
る

外
国

大
使

館
の

分
布

(
P
2
3
7
)

・
イ
ル

ク
ー

ツ
ク

(
ロ

シ
ア

)
と

東
京

の
雨

温
図

(
P
3
8
)

・
第
三
次
産
業
就
業
者
数
の
県
別
割
合
(
P
1
7
3
)

・
都
道
府
県
別
の
在
留
外
国

人
数

の
割

合
(
P
2
3
7
)

・
地
理
に
ア
プ
ロ
ー
チ
-
地
図
や
グ
ラ
フ
を
使
い
こ
な
そ
う
（
P
６

-
７
）

・
日
本
の
工
業
地
帯
・
工
業
地
域
と
出
荷
額
の
割
合
(
P
1
6
9
)

・
東
京
都
と
関
東
地
方
へ
の

集
中

(
P
2
3
4
)

・
「

風
の

道
」

に
配

慮
し

た
開

発
(
P
2
4
2
)

・
地
球

番
地

、
3
3
番

地
(
P
1
3
)

・
第
三
次
産
業
と
そ
の
立
地
(
P
1
6
9
)

・
都
心
の
人
口
の
変
化
(
P
2
3
5
)

・
東

京
メ

ト
ロ

南
砂

町
駅

入
口

(
P
2
4
2
)

・
地
球

儀
と

世
界

地
図

の
違

い
(
P
1
4
)

・
国
境
を
越
え
て
行
き
来
す
る
人
や
も
の
(
P
1
7
0
)

・
東
京
の
中
心
部
に
集
中
す

る
施

設
(
P
2
3
5
)

・
ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
さ
れ
た
日
本
の
無
形
文
化
遺
産
の
分
布
(
P
2
5
1
)

・
面
積

が
正

し
い

地
図

(
P
1
5
)

・
日
本
の
高
速
交
通
網
の
移
り
変
わ
り
(
P
1
7
1
)

・
日
本
国
内
の
主
な
航
空
路

線
と

旅
客

数
(
P
2
3
5
)

・
や

ま
せ

を
利

用
す

る
(
P
2
5
4
)

・
図
の

中
心

か
ら

の
距

離
と

方
位

が
正

し
い

地
図

(
P
1
5
)

・
九
州
地
方
の
位
置
(
P
1
7
6
)

・
東
京
周
辺
の
昼
間
と
夜
間

の
人

口
(
P
2
3
5
)

・
地

域
の

課
題

を
み

る
(
P
2
7
4
)

・
角
度

が
正

し
い

地
図

(
P
1
5
)

・
気
候
を
農
業
に
生
か
す
工
夫
(
P
1
8
0
)

・
東
京
湾
の
臨
海
部
の
再
開

発
(
P
2
3
5
)

・
人

口
流

出
に

よ
る

農
村

の
衰

退
(
P
2
7
5
)

・
日
本

と
世

界
で

異
な

る
時

刻
(
P
2
0
)

・
軍
都
と
原
爆
、
そ
し
て
復
興
(
P
1
9
2
-
1
9
3
)

・
郊
外
に
広
が
る
市
街
地
(
P
2
3
6
)

・
都

市
の

課
題

(
P
2
7
6
-
2
7
7
)

・
ロ
ン
ド
ン

と
東

京
・

ニ
ュ

ー
ヨ

ー
ク

の
時

刻
と

位
置

の
関

係
(
P
2
0
)

・
交
通
手
段
の
多
様
化
(
P
1
9
9
)

・
市
街
地
拡
大
に
と
も
な
う

問
題

(
P
2
3
6
-
2
3
7
)

・
多

摩
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
の

公
園

(
P
2
7
8
)

・
イ

ギ
リ

ス
を

基
準

と
し

た
世

界
の

等
時

帯
を

表
し

た
図
(
P
2
1
)

・
碁
盤
の
目
の
よ
う
な
街
並
み
(
P
2
0
6
)

・
東
京
大
都
市
圏
に
み
る
地

価
の

比
較

(
P
2
3
6
)

・
建

て
替

え
ら

れ
た

高
層

マ
ン

シ
ョ

ン
(
P
2
7
8
)

・
日
本

の
領

土
・

領
海

と
排

他
的

経
済

水
域

(
P
2
2
)

・
日
本
の
工
業
地
帯
・
地
域
の
生
産
割
合
の
変
化
(
P
2
0
8
)

・
新
都
心
の
開
発
(
P
2
3
7
)

・
「

高
齢

化
」

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
(
P
2
7
8
)

・
面
積

が
拡

大
し

た
西

之
島

(
P
2
2
)

・
卸
売
業
の
年
間
商
品
販
売
額
に
占
め
る
東
京
都
・
大
阪
府
・
愛
知
県
の
割
合
の
変
化
(
P
2
1
0
)

・
鉄

道
に

沿
っ

て
拡

大
す

る
東
京
大
都
市
圏
の
市
街
地
(
P
2
3
7
)

・
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
開

発
の

歴
史

(
P
2
7
8
)

・
日
本

の
最

南
端

を
め

ぐ
る

問
題

(
P
2
3
)

・
琵
琶
湖
の
水
の
利
用
(
P
2
1
2
)

・
東
京
2
3
区
へ
の
通
勤
・

通
学

者
の

分
布

(
P
2
3
7
)

・
多

摩
市

の
人

口
の

変
化

(
P
2
7
8
)

・
日
本

の
都

道
府

県
と

七
地

方
区

分
(
P
2
6
)

・
特
徴
あ
る
三
つ
の
地
域
の
産
業
(
P
2
1
9
)

・
災
害
に
強
い
都
市
を
目
ざ

し
て

(
P
2
3
7
)

・
住

民
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

(
P
2
7
9
)

・
明
治

時
代

の
初

め
（

1
8
7
1
年

）
(
P
2
6
)

・
主
な
工
業
地
帯
・
工
業
地
域
の
生
産
額
の
割
合
(
P
2
2
0
)

・
長

距
離

通
勤

を
す

る
、

横
須
賀
市
に
住
む
中
野
さ
ん
(
P
2
3
7
)

・
移

動
販

売
車

を
利

用
す

る
(
P
2
7
9
)

・
都
道

府
県

庁
所

在
地

と
成

り
立

ち
(
P
2
7
)

・
日
本
の
主
な
地
場
産
業
の
分
布
(
P
2
2
7
)

・
沿
岸
部
の
工
業
地
域
(
P
2
3
8
)

・
住

宅
団

地
の

室
内

(
P
2
7
9
)

・
世
界

の
気

候
帯

の
分

布
(
P
3
0
)

・
関
東
地
方
(
P
2
3
0
-
2
3
1
)

・
高
い
技
術
で
精
巧
な
金
属

加
工

を
行

う
工

場
(
P
2
3
8
)

・
住

宅
団

地
の

解
体

作
業

(
P
2
7
9
)

・
気
温

と
降

水
量

の
グ

ラ
フ

(
P
3
1
)

・
ま
ぐ
ろ
の
競
り
を
見
学
す
る
(
P
2
3
1
)

・
大
都
市
と
結
び
つ
い
た
農

業
(
P
2
3
9
)

・
自

動
運

転
バ

ス
の

走
行

実
験

(
P
2
7
9
)

・
温
帯

の
自

然
環

境
(
P
3
7
)

・
東
京
駅
と
通
勤
す
る
人
々
(
P
2
3
1
)

・
関
東
地
方
に
お
け
る
工
業

都
市

の
分

布
(
P
2
3
9
)

・
身
近
な
地
域
の
様
子
を
ま
と
め
た
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
(
P
2
8
0
)

・
ア
ジ

ア
州

の
地

勢
と

国
々

(
P
5
0
)

・
東
京
の
市
街
地
か
ら
広
が
る
関
東
平
野
(
P
2
3
2
)

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
を
楽

し
む

観
光

客
(
P
2
3
9
)

・
さ

く
ら

さ
ん

が
ま

と
め

た
ポ

ス
タ

ー
(
P
2
8
1
)

・
シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

は
い

ま
－

熱
帯

に
あ

る
都

市
国

家
(
P
6
4
)

・
日
本
の
首
都
　
東
京
(
P
2
3
2
)

・
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
エ

ス
ニ

ッ
ク

タ
ウ

ン
(
P
2
4
0
)

・
夏
季

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
国

・
都

市
の

分
布

(
P
1
2
9
)

・
日
本
最
大
の
平
野
(
P
2
3
2
-
2
3
3
)

・
世
界
の
中
の
東
京
(
P
2
4
0
)

・
日
本

の
世

界
遺

産
の

分
布

(
P
1
3
2
)

・
関
東
ロ
ー
ム
(
P
2
3
2
)

・
国
際
的
な
交
通
の
拠
点
(
P
2
4
0
-
2
4
1
)

・
地
域

区
分

を
し

て
み

よ
う

(
P
1
4
8
)

・
関
東
地
方
の
地
勢
と
各
都
県
(
P
2
3
3
)

・
日
本
の
主
な
港
の
貿
易
額

(
P
2
4
0
)

・
地
域

の
結

び
つ

き
に

よ
る

区
分

(
P
1
4
9
)

・
内
陸
と
海
沿
い
で
異
な
る
気
候
(
P
2
3
3
)

・
増
加
す
る
外
国
人
(
P
2
4
1
)

・
日
本

の
人

口
密

度
の

分
布

(
P
1
6
4
)

・
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し
む
観
光
客
(
P
2
3
3
)

・
関
東
地
方
の
主
な
港
の

貿
易

品
目

(
P
2
4
1
)

・
三
大

都
市

圏
へ

の
人

口
集

中
（

P
1
6
4
）

・
国

の
省

庁
な

ど
の

機
関

の
多

く
が

集
ま

っ
て

い
る

都
心

(
P
2
3
4
)

・
関
東
地
方
・
東
京
都
に
暮

ら
す

外
国

人
の

割
合

(
P
2
4
1
)

・
東
京

圏
・

大
阪

圏
へ

の
人

口
移

動
(
P
1
6
4
)

・
首
都
と
し
て
の
役
割
(
P
2
3
4
)

・
情
報
を
生
か
し
た
産
業
(
P
2
4
1
)

・
都
市

へ
の

人
口

移
動

(
P
1
6
4
)

・
副
都
心
の
発
達
(
P
2
3
4
-
2
3
5
)

・
都
市
特
有
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
－
東
京
都
を
例
に
（
P
2
4
2
）

東
京

に
関

す
る

地
理

的
事

象
を

取
り

上
げ

て
い

る
項

目

「
別

紙
２

－
５

」
　

【
 
（

１
）

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
 
ｆ

　
東

京
に

関
し

て
取

り
上

げ
て

い
る

地
理

的
事

象
　

】
（

中
学

校
　

社
会

　
地

理
的

分
野

）

東
　

書

教
　

出

− 55 −



発
行

者
・

地
理

的
な

見
方

・
考

え
方

に
つ

い
て

（
巻

頭
７

）
・

高
地

の
分

布
（

P
3
8
）

・
地

域
区

分
か

ら
日

本
の

特
色

を
つ

か
む

（
P
1
6
6
）

・
タ

ー
ミ

ナ
ル

駅
と

な
っ

て
い

る
新

宿
駅

（
P
2
4
1
）

・
球

体
の

地
球

儀
と

そ
の

表
面

を
切

り
開

い
て

平
面

に
し

た
地

図
（

P
1
0
）

・
ク

ス
コ

と
東

京
の

雨
温

図
（

P
3
8
）

・
「

航
空

路
」

に
注

目
し

た
日

本
地

図
（

P
1
6
7
）

・
通

勤
・

通
学

時
間

帯
に

混
雑

す
る

新
宿

駅
（

P
2
4
1
）

・
緯

線
と

経
線

が
直

角
に

交
わ

る
地

図
（

P
1
1
）

・
東

京
の

卸
売

市
場

で
取

り
扱

わ
れ

る
か

ぼ
ち

ゃ
の

産
地

（
P
1
2
6
）

・
ゆ

い
さ

ん
が

考
え

た
地

域
区

分
の

例
（

P
1
6
7
）

・
東

京
都

へ
の

集
中

（
P
2
4
1
）

・
面

積
が

正
し

い
地

図
（

P
1
1
）

・
空

か
ら

見
た

学
校

の
周

り
の

様
子

（
P
1
3
0
）

・
日

本
の

「
主

な
港

」
に

注
目

し
た

日
本

地
図

（
P
1
6
9
）

・
都

心
と

副
都

心
（

P
2
4
1
）

・
中

心
か

ら
の

距
離

と
方

位
が

正
し

い
地

図
（

P
1
1
）

・
東

京
都

練
馬

区
大

泉
地

域
の

位
置

（
P
1
3
0
）

・
九

州
の

中
心

都
市

と
し

て
の

役
割

（
P
1
8
0
）

・
東

京
大

都
市

圏
内

の
地

価
の

比
較

（
P
2
4
2
）

・
日

本
と

同
じ

緯
度

、
同

じ
経

度
の

範
囲

（
P
1
4
）

・
身

近
な

地
域

を
調

査
す

る
際

の
視

点
と

気
付

き
・

疑
問

の
例

（
P
1
3
1
）

・
九

州
地

方
の

位
置

と
大

陸
と

の
結

び
付

き
（

P
1
8
0
）

・
東

京
大

都
市

圏
の

拡
大

と
東

京
2
3
区

へ
の

通
勤

・
通

学
者

数
（

P
2
4
2
）

・
初

詣
で

混
雑

す
る

神
社

（
P
1
6
）

・
調

査
計

画
書

の
例

（
P
1
3
2
）

・
自

然
を

生
か

し
た

産
業

（
P
1
8
2
）

・
東

京
大

都
市

圏
の

拡
大

（
P
2
4
2
）

・
東

京
が

１
月

１
日

午
前

９
時

の
と

き
に

北
極

の
真

上
か

ら
見

た
地

球
（

P
1
6
）

・
「

地
理

院
地

図
」

を
使

っ
て

ル
ー

ト
マ

ッ
プ

を
作

成
し

た
例

（
P
1
3
3
）

・
日

本
の

公
害

（
P
1
8
6
）

・
東

京
大

都
市

圏
の

過
密

問
題

と
そ

の
対

策
（

P
2
4
2
-
2
4
3
）

・
時

差
の

調
べ

方
（

P
1
7
）

・
練

馬
区

大
泉

地
域

の
変

化
（

P
1
3
6
）

・
高

知
県

の
農

業
産

出
額

と
野

菜
の

輸
送

形
態

、
主

な
出

荷
先

へ
の

輸
送

手
段

（
P
1
9
7
）

・
東

京
大

都
市

圏
（

P
2
4
2
）

・
日

本
の

東
端

（
P
1
8
）

・
野

外
調

査
で

分
か

っ
た

こ
と

の
例

（
P
1
3
8
）

・
東

京
へ

出
荷

さ
れ

る
な

す
の

量
と

価
格

（
P
1
9
7
）

・
筑

波
研

究
学

園
都

市
（

P
2
4
2
）

・
日

本
の

南
端

（
P
1
8
）

・
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

た
統

計
資

料
（

P
1
4
0
）

・
交

通
網

の
発

達
に

よ
る

市
場

の
拡

大
（

P
1
9
7
）

・
全

国
第

２
位

の
大

都
市

、
横

浜
（

P
2
4
3
）

・
海

の
資

源
の

利
用

と
排

他
的

経
済

水
域

（
P
1
9
）

・
人

口
密

度
の

統
計

資
料

か
ら

作
成

し
た

地
図

（
P
1
4
0
）

・
通

信
網

を
生

か
し

た
地

域
お

こ
し

の
取

り
組

み
（

P
2
0
2
）

・
東

京
都

多
摩

市
の

人
口

ピ
ラ

ミ
ッ

ド
の

推
移

（
P
2
4
3
）

・
護

岸
工

事
に

よ
っ

て
守

ら
れ

た
沖

ノ
鳥

島
（

P
1
9
）

・
調

査
結

果
を

グ
ラ

フ
や

地
図

に
ま

と
め

よ
う

（
P
1
4
0
〜

1
4
1
）

・
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
（

P
2
0
8
）

・
ゲ

ー
ム

の
制

作
会

社
の

様
子

（
P
2
4
4
）

・
活

発
な

噴
火

を
続

け
る

西
之

島
（

P
1
9
）

・
さ

ま
ざ

ま
な

ま
と

め
方

と
そ

こ
か

ら
分

析
・

考
察

し
た

例
（

P
1
4
1
）

・
結

び
つ

き
を

強
め

る
名

古
屋

大
都

市
圏

（
P
2
2
5
）

・
情

報
と

娯
楽

を
扱

う
産

業
の

発
達

（
P
2
4
4
）

・
都

道
府

県
の

成
り

立
ち

（
P
2
2
）

・
南

海
ト

ラ
フ

の
巨

大
地

震
が

起
き

た
際

に
発

生
す

る
と

想
定

さ
れ

て
い

る
津

波
の

高
さ

（
P
1
5
0
）

・
東

京
へ

出
荷

さ
れ

る
レ

タ
ス

の
量

（
P
2
2
9
）

・
活

発
な

消
費

活
動

を
支

え
る

産
業

（
P
2
4
4
-
2
4
5
）

・
島

根
県

の
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
（

P
2
2
）

・
災

害
時

の
帰

宅
困

難
者

対
策

（
P
1
5
1
）

・
関

東
地

方
（

P
2
3
5
）

・
サ

ー
ビ

ス
業

の
年

間
売

上
額

（
P
2
4
4
）

・
東

京
都

の
都

庁
所

在
地

は
「

東
京

」
？

（
P
2
3
）

・
東

京
都

港
区

が
提

供
し

て
い

る
水

位
・

雨
量

情
報

（
P
1
5
3
）

・
関

東
平

野
に

広
が

る
市

街
地

と
東

京
ス

カ
イ

ツ
リ

ー
（

P
2
3
6
）

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
や

ス
イ

ー
ツ

な
ど

の
流

行
の

発
信

地
、

原
宿

（
P
2
4
4
）

・
世

界
の

気
候

帯
（

P
2
9
）

・
三

大
都

市
圏

の
面

積
と

人
口

が
全

国
に

占
め

る
割

合
（

P
1
5
4
）

・
東

京
駅

を
利

用
し

て
勤

務
先

に
向

か
う

人
々

（
P
2
3
6
）

・
変

化
し

続
け

る
湾

岸
地

域
（

P
2
4
5
）

・
さ

ま
ざ

ま
な

気
候

帯
の

雨
温

図
（

P
2
9
）

・
日

本
の

人
口

分
布

（
P
1
5
4
）

・
関

東
地

方
の

自
然

（
P
2
3
8
）

・
関

東
地

方
の

高
速

道
路

網
と

大
型

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
分

布
（

P
2
4
5
）

・
東

京
の

雨
温

図
（

P
2
9
）

・
大

都
市

に
集

中
す

る
人

口
（

P
1
5
4
）

・
世

界
遺

産
に

登
録

さ
れ

て
い

る
小

笠
原

諸
島

の
父

島
（

P
2
3
8
）

・
卸

売
業

と
小

売
業

に
お

け
る

年
間

商
品

販
売

額
（

P
2
4
5
）

・
熱

帯
の

分
布

（
P
3
0
）

・
再

利
用

可
能

な
資

源
が

眠
る

都
市

鉱
山

（
P
1
5
7
）

・
内

陸
と

海
沿

い
で

異
な

る
気

候
（

P
2
3
9
）

・
印

刷
工

場
で

の
製

本
作

業
の

様
子

（
P
2
4
6
）

・
ジ

ャ
カ

ル
タ

と
東

京
の

雨
温

図
（

P
3
0
）

・
日

本
の

主
な

工
業

地
域

（
P
1
6
0
）

・
関

東
地

方
の

主
な

都
市

の
雨

温
図

（
P
2
3
9
）

・
印

刷
業

の
出

荷
額

（
P
2
4
6
）

・
乾

燥
帯

の
分

布
（

P
3
2
）

・
日

本
の

工
業

の
特

色
と

工
業

地
域

（
P
1
6
0
）

・
霞

が
関

に
あ

る
官

庁
街

と
そ

の
周

辺
（

P
2
4
0
）

・
臨

海
部

か
ら

発
達

し
た

京
浜

工
業

地
帯

（
P
2
4
6
-
2
4
7
）

・
サ

ラ
ー

ラ
と

東
京

の
雨

温
図

（
P
3
2
）

・
多

く
の

商
業

施
設

が
集

ま
る

渋
谷

（
P
1
6
2
）

・
東

京
の

中
心

部
に

集
中

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
機

関
（

P
2
4
0
）

・
京

浜
工

業
地

帯
と

京
葉

・
北

関
東

工
業

地
域

の
工

業
出

荷
額

の
内

訳
（

P
2
4
6
）

・
温

帯
の

分
布

（
P
3
4
）

・
コ

ン
テ

ナ
の

積
み

降
ろ

し
（

P
1
6
4
）

・
東

京
都

の
主

な
区

に
お

け
る

昼
間

人
口

と
夜

間
人

口
の

違
い

（
P
2
4
0
）

・
北

関
東

へ
の

工
場

進
出

と
流

通
の

変
化

（
P
2
4
7
）

・
バ

ル
セ

ロ
ナ

と
東

京
の

雨
温

図
（

P
3
4
）

・
外

国
人

旅
行

者
向

け
の

観
光

案
内

所
（

P
1
6
4
）

・
日

本
の

首
都

、
東

京
（

P
2
4
0
）

・
関

東
地

方
の

主
な

工
業

と
出

荷
額

（
P
2
4
7
）

・
寒

帯
の

分
布

（
P
3
6
）

・
鉄

道
を

利
用

し
た

東
京

〜
大

阪
間

の
移

動
時

間
の

変
化

（
P
1
6
5
）

・
世

界
都

市
、

T
o
k
y
o
（

P
2
4
0
〜

2
4
1
）

・
大

田
市

場
に

集
め

ら
れ

た
茨

城
県

産
の

は
く

さ
い

（
P
2
4
8
）

・
ヤ

ク
ー

ツ
ク

と
東

京
の

雨
温

図
（

P
3
6
）

・
新

幹
線

と
主

な
航

空
路

（
P
1
6
5
）

・
交

通
網

の
中

心
と

な
る

東
京

（
P
2
4
1
）

・
食

料
の

大
消

費
地

を
支

え
る

農
業

（
P
2
4
8
-
2
4
9
）

・
旧

グ
リ

ニ
ッ

ジ
天

文
台

の
地

面
に

書
か

れ
た

各
国

の
都

市
名

と
数

字
（

P
８

）
・

日
本

の
人

口
密

度
と

主
な

都
市

の
分

布
（

P
1
5
3
）

・
日

本
や

世
界

と
の

交
通

・
通

信
の

結
び

つ
き

（
P
2
2
5
）

・
主

な
野

菜
な

ど
の

栽
培

地
と

各
県

の
農

業
産

出
額

の
内

訳
（

P
2
4
9
）

・
緯

度
・

経
度

の
し

く
み

（
P
８

）
・

人
口

分
布

の
か

た
よ

り
と

課
題

（
P
1
5
3
）

・
旅

客
数

の
多

い
日

本
の

航
空

路
線

（
国

内
線

）
（

P
2
2
5
）

・
山

間
部

の
役

割
と

地
域

の
再

生
（

P
2
4
9
）

・
地

球
儀

を
使

っ
た

距
離

と
方

位
の

は
か

り
方

（
P
1
1
）

・
日

本
の

主
な

工
業

地
域

（
P
1
5
8
）

・
情

報
通

信
業

の
従

業
者

数
の

多
い

県
（

P
2
2
5
）

・
都

市
と

農
村

の
交

流
の

取
り

組
み

（
P
2
5
2
）

・
メ

ル
カ

ト
ル

図
法

（
P
1
1
）

・
高

速
道

路
網

の
整

備
（

P
1
6
1
）

・
東

京
2
3
区

へ
の

通
勤

・
通

学
者

数
（

P
2
2
6
）

・
世

田
谷

区
内

の
商

店
街

で
行

わ
れ

た
川

場
村

の
農

産
物

の
販

売
（

P
2
5
2
）

・
モ

ル
ワ

イ
デ

図
法

（
P
1
1
）

・
都

心
の

オ
フ

ィ
ス

街
（

P
1
6
3
）

・
主

な
都

市
の

昼
間

の
人

口
と

夜
間

の
人

口
の

ち
が

い
（

P
2
2
6
）

・
北

海
道

産
の

銘
柄

米
が

売
ら

れ
て

い
る

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
（

P
2
7
7
）

・
正

距
方

位
図

法
（

P
1
1
）

・
農

産
物

を
活

用
し

た
地

域
活

性
化

（
P
1
8
6
）

・
混

雑
す

る
朝

の
新

宿
駅

（
P
2
2
6
）

・
鉄

道
と

道
路

の
立

体
交

差
（

P
2
9
0
）

・
日

本
の

領
域

と
排

他
的

経
済

水
域

（
P
1
6
）

・
農

村
と

都
市

の
交

流
に

よ
る

地
域

活
性

化
（

P
1
8
8
-
1
8
9
）

・
東

京
の

都
心

と
副

都
心

（
P
2
2
6
）

・
人

口
に

占
め

る
外

国
人

の
割

合
が

高
い

市
区

町
村

（
P
2
5
6
）

・
国

土
の

東
端

（
P
1
6
）

・
工

業
か

ら
み

た
東

海
の

特
色

（
P
2
1
1
）

・
三

大
都

市
圏

の
人

口
の

比
率

（
P
2
2
6
）

・
北

海
道

の
観

光
の

課
題

（
P
2
5
7
）

・
国

土
の

南
端

（
P
1
6
）

・
東

京
中

央
卸

売
市

場
で

の
レ

タ
ス

の
県

別
入

荷
量

（
P
2
1
2
）

・
東

京
の

都
心

３
区

の
昼

間
の

人
口

と
夜

間
の

人
口

の
ち

が
い

（
P
2
2
6
）

・
日

本
の

領
域

を
と

ら
え

る
（

P
1
7
）

・
中

央
高

地
の

工
業

の
変

化
（

P
2
1
2
-
2
1
3
）

・
郊

外
の

住
宅

地
の

広
が

り
（

P
2
2
6
-
2
2
7
）

・
沖

ノ
鳥

島
を

守
る

た
め

に
（

P
1
7
）

・
軽

井
沢

町
へ

の
県

別
転

入
者

数
（

P
2
1
3
）

・
人

口
が

急
増

し
て

い
る

東
京

湾
の

臨
海

部
（

P
2
2
7
）

・
世

界
の

気
候

区
分

（
P
2
6
）

・
農

業
か

ら
み

た
東

海
の

特
色

（
P
2
1
7
）

・
都

心
の

オ
フ

ィ
ス

街
（

P
2
2
7
）

・
東

京
の

雨
温

図
（

P
2
6
）

・
東

京
中

央
卸

売
市

場
（

豊
洲

市
場

）
で

の
ま

ぐ
ろ

の
競

り
（

P
2
1
7
）

・
過

密
化

を
解

消
す

る
た

め
の

取
り

組
み

（
P
2
2
7
）

・
ク

ア
ラ

ル
ン

プ
ー

ル
（

マ
レ

ー
シ

ア
）

・
東

京
の

雨
温

図
（

P
2
8
）

・
「

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
」

の
開

会
式

・
閉

会
式

が
行

わ
れ

る
予

定
の

新
国

立
競

技
場

（
P
2
2
0
）

・
臨

海
部

と
内

陸
部

の
工

業
地

域
（

P
2
2
8
-
2
2
9
）

・
ウ

ラ
ン

バ
ー

ト
ル

（
モ

ン
ゴ

ル
）

・
東

京
の

雨
温

図
（

P
3
0
）

・
関

東
地

方
の

交
通

網
（

P
2
2
1
）

・
輸

出
入

額
の

多
い

貿
易

港
（

P
2
2
8
）

・
イ

タ
リ

ア
の

気
候

と
農

業
（

P
3
2
）

・
関

東
平

野
に

広
が

る
東

京
大

都
市

圏
（

P
2
2
1
）

・
は

く
さ

い
の

収
穫

（
P
2
2
9
）

・
ロ

ー
マ

（
イ

タ
リ

ア
）

・
東

京
の

雨
温

図
（

P
3
2
）

・
関

東
地

方
の

地
形

（
P
2
2
2
）

・
大

消
費

地
を

支
え

る
関

東
地

方
の

農
業

（
P
2
2
9
）

・
バ

ロ
ー

（
ア

メ
リ

カ
／

ア
ラ

ス
カ

州
）

・
東

京
の

雨
温

図
（

P
3
4
）

・
関

東
地

方
の

人
口

密
度

（
P
2
2
2
）

・
住

宅
が

密
集

す
る

地
区

（
P
2
3
0
）

・
ラ

パ
ス

（
ボ

リ
ビ

ア
）

・
東

京
の

雨
温

図
（

P
3
6
）

・
低

地
と

台
地

か
ら

な
る

関
東

平
野

（
P
2
2
2
-
2
2
3
）

・
荒

川
周

辺
の

再
開

発
地

区
と

ス
ー

パ
ー

堤
防

・
排

水
機

場
（

P
2
3
0
-
2
3
1
）

・
多

く
の

言
語

が
書

か
れ

た
案

内
表

示
（

P
3
8
）

・
関

東
地

方
各

地
の

雨
温

図
（

P
2
2
2
）

・
強

ま
る

一
極

集
中

で
高

ま
る

リ
ス

ク
（

P
2
3
0
）

・
ア

ジ
ア

の
国

々
と

地
形

（
P
4
6
）

・
東

京
都

の
島

々
（

P
2
2
3
）

・
東

京
ス

カ
イ

ツ
リ

ー
（

P
2
3
0
）

・
ア

ジ
ア

各
地

の
雨

温
図

（
P
4
6
）

・
伊

豆
諸

島
・

小
笠

原
諸

島
の

位
置

と
小

笠
原

諸
島

の
父

島
（

P
2
2
3
）

・
防

災
を

考
え

た
都

市
の

再
開

発
（

P
2
3
0
-
2
3
1
）

・
日

本
と

ア
ジ

ア
の

国
々

と
の

か
か

わ
り

（
P
5
6
）

・
乾

燥
し

た
冬

と
暑

い
夏

（
P
2
2
3
）

・
荒

川
の

現
在

の
水

位
の

表
示

（
P
2
3
1
）

・
「

東
ア

ジ
ア

文
化

都
市

2
0
1
9
豊

島
」

の
開

幕
式

典
（

P
5
6
）

・
東

京
の

都
心

に
集

ま
る

さ
ま

ざ
ま

な
国

の
機

関
（

P
2
2
4
）

・
地

下
調

整
池

（
P
2
3
1
）

・
「

東
ア

ジ
ア

文
化

都
市

2
0
1
9
豊

島
」

の
ポ

ス
タ

ー
（

P
5
6
）

・
東

京
の

地
位

（
P
2
2
4
）

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
か

ら
み

る
東

京
の

変
化

（
P
2
3
2
）

・
島

国
、

日
本

を
囲

む
海

（
P
1
4
1
）

・
日

本
の

首
都

・
東

京
（

P
2
2
4
）

・
2
0
2
0
年

に
合

わ
せ

て
導

入
・

開
業

予
定

の
東

京
Ｂ

Ｒ
Ｔ

と
山

手
線

の
新

駅
（

P
2
3
2
）

・
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
と

局
地

的
な

集
中

豪
雨

（
P
1
4
7
）

・
世

界
都

市
・

東
京

（
P
2
2
4
-
2
2
5
）

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

再
開

発
（

P
2
3
2
）

・
東

京
の

年
間

の
熱

帯
夜

日
数

の
変

化
（

P
1
4
7
）

・
世

界
が

注
目

！
日

本
の

都
市

文
化

（
P
2
2
5
）

・
東

京
都

の
ホ

テ
ル

の
客

室
数

（
P
2
3
2
）

帝
　

国

日
　

文

「
別

紙
２

－
５

」
　

【
 
（

１
）

内
容

　
イ

　
調

査
項

目
の

具
体

的
な

内
容

　
 
ｆ

　
東

京
に

関
し

て
取

り
上

げ
て

い
る

地
理

的
事

象
　

】
（

中
学

校
　

社
会

　
地

理
的

分
野

）

東
京

に
関

す
る

地
理

的
事

象
を

取
り

上
げ

て
い

る
項

目
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「
別

紙
２
－
６
」
　
【
　
我
が
国
の
位
置
と
領
土
を

め
ぐ
る
問
題
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野

）

発
行
者

北
方
領
土
に
関
す
る

記
述
の
概
要

竹
島
に
関
す
る

記
述
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る

記
述
の
概
要

そ
の
他

※
　

我
が

国
の

位
置

と
領

土
を

め
ぐ

る
問

題
と

し
て

、
こ

こ
で

は
「

北
方

領
土

」
、

「
竹

島
」

及
び

「
尖

閣
諸

島
」

に
か

か
わ

る
記

述
の

概
要

に
つ

い
て

調
査

す
る

。
　

　
「

そ
の

他
」

に
つ

い
て

は
、

「
北

方
領

土
」

、
「

竹
島

」
及

び
「

尖
閣

諸
島

」
以

外
で

、
我

が
国

の
位

置
と

領
土

を
め

ぐ
る

問
題

の
扱

い
に

つ
い

て
、

特
記

す
べ

き
事

項
が

あ
れ

ば
記

載
す

る
。

東
　
書

【
本

文
】

貴
重

な
自

然
が

残
る

北
方

領
土

　
北

海
道

東
方

の
歯

舞
群

島
、

色
丹

島
、

国
後

島
、

択
捉

島
は

北
方

領
土

と
よ

ば
れ

、
根

室
市

な
ど

に
属

す
る

日
本

固
有

の
領

土
で

す
。

し
か

し
、

現
在

は
ロ

シ
ア

が
不

法
に

占
拠

し
て

お
り

、
日

本
は

抗
議

を
続

け
て

い
ま

す
。

　
北

方
領

土
は

、
カ

ム
チ

ャ
ツ

カ
半

島
か

ら
北

海
道

ま
で

連
な

る
島

々
の

南
に

位
置

し
て

お
り

、
北

海
道

東
部

の
納

沙
布

岬
と

、
歯

舞
群

島
の

西
端

の
貝

殻
島

と
は

、
約

４
㎞

し
か

は
な

れ
て

い
ま

せ
ん

。
　

歯
舞

群
島

は
平

た
ん

な
島

々
が

多
く

、
そ

の
北

東
に

あ
る

色
丹

島
も

標
高

が
低

い
一

方
、

国
後

島
や

択
捉

島
は

大
き

な
島

で
す

。
な

か
で

も
択

捉
島

は
、

日
本

の
領

土
の

中
で

、
本

州
な

ど
の

主
要

四
島

以
外

で
は

最
大

の
島

で
す

。
こ

れ
ら

の
島

々
に

は
、

草
原

や
冷

帯
特

有
の

植
物

が
広

が
っ

て
い

ま
す

。
一

年
を

通
し

て
気

温
が

低
い

た
め

、
標

高
が

低
い

場
所

に
も

高
山

植
物

が
見

ら
れ

、
こ

う
し

た
貴

重
な

自
然

環
境

の
保

護
が

必
要

で
す

。
　

ま
た

、
北

方
領

土
に

は
活

火
山

も
あ

り
、

国
後

島
北

部
の

爺
爺

岳
は

、
標

高
1
7
7
2
m
の

北
方

領
土

の
最

高
峰

で
、

1
9
7
3
(
昭

和
4
8
)
年

の
噴

火
で

は
、

北
海

道
の

東
部

に
も

火
山

灰
が

降
り

ま
し

た
。

　
一

方
、

歯
舞

群
島

や
色

丹
島

、
国

後
島

は
、

広
い

大
陸

棚
に

囲
ま

れ
て

お
り

、
か

ら
ふ

と
ま

す
や

さ
け

な
ど

の
、

豊
富

な
漁

業
資

源
に

も
め

ぐ
ま

れ
て

い
ま

す
。

(
P
2
7
)

【
本

文
】

豊
か

な
海

の
め

ぐ
み

　
根

室
や

釧
路

は
、

ベ
ー

リ
ン

グ
海

や
オ

ホ
ー

ツ
ク

海
で

行
わ

れ
る

北
洋

漁
業

の
拠

点
に

な
り

ま
し

た
。

現
在

で
は

ロ
シ

ア
の

漁
船

も
こ

れ
ら

の
港

に
立

ち
寄

り
、

取
り

引
き

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

。
一

方
、

ロ
シ

ア
と

の
間

で
は

、
北

方
領

土
を

め
ぐ

る
領

土
問

題
が

解
決

し
て

い
な

い
た

め
、

漁
場

や
操

業
権

を
め

ぐ
る

緊
張

関
係

も
続

い
て

い
ま

す
。

(
P
2
6
1
)

【
写

真
】

竹
島

・
尖

閣
諸

島
・

根
室

か
ら

見
え

る
歯

舞
群

島
(
P
６

)
日

本
の

北
端

(
P
2
5
)

北
海

道
の

根
室

半
島

上
空

か
ら

見
た

歯
舞

群
島

(
P
2
7
)

自
然

環
境

に
め

ぐ
ま

れ
た

択
捉

島
(
P
2
7
)

【
地

図
】

国
土

の
広

が
り

と
周

り
の

国
々

(
P
６

)
竹

島
、

尖
閣

諸
島

、
北

方
領

土
の

位
置

(
P
2
6
)

北
方

領
土

周
辺

の
地

形
(
P
2
7
)

歯
舞

群
島

が
の

る
2
0
万

分
の

１
地

勢
図

(
P
2
7
)

【
本

文
】

漁
業

資
源

に
め

ぐ
ま

れ
た

竹
島

　
竹

島
は

、
島

根
県

隠
岐

の
島

町
に

属
し

、
隠

岐
諸

島
の

北
西

、
約

1
5
0
k
m
に

位
置

す
る

日
本

固
有

の
領

土
で

す
。

し
か

し
、

韓
国

が
不

法
に

占
拠

し
て

い
る

た
め

、
日

本
は

抗
議

を
続

け
て

い
ま

す
。

　
竹

島
は

、
日

本
海

の
中

央
に

あ
る

海
中

の
巨

大
な

台
地

の
ふ

ち
に

位
置

し
、

標
高

1
6
8
m
の

男
島

(
西

島
)
と

、
標

高
9
7
m
の

女
島

(
東

島
)
を

中
心

に
、

い
く

つ
か

の
島

で
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

も
と

も
と

古
い

海
底

火
山

の
噴

火
で

で
き

た
島

で
し

た
が

、
周

囲
が

波
に

侵
食

さ
れ

、
現

在
の

よ
う

な
断

崖
に

囲
ま

れ
た

地
形

に
な

り
ま

し
た

。
　

竹
島

周
辺

の
海

は
、

東
シ

ナ
海

か
ら

流
れ

て
く

る
暖

流
の

対
馬

海
流

と
、

樺
太

(
サ

ハ
リ

ン
)
か

ら
流

れ
て

く
る

寒
流

の
リ

マ
ン

海
流

と
が

ぶ
つ

か
る

潮
境

に
近

い
た

め
、

か
に

や
い

か
、

あ
じ

な
ど

の
回

遊
魚

と
い

っ
た

、
豊

富
な

漁
業

資
源

に
め

ぐ
ま

れ
て

い
ま

す
。

(
P
2
6
)

【
写

真
】

竹
島

・
尖

閣
諸

島
・

根
室

か
ら

見
え

る
歯

舞
群

島
(
P
６

)
竹

島
(
P
2
6
)

断
崖

に
囲

ま
れ

た
竹

島
(
P
2
6
)

【
地

図
】

国
土

の
広

が
り

と
周

り
の

国
々

(
P
６

)
竹

島
、

尖
閣

諸
島

、
北

方
領

土
の

位
置

(
P
2
6
)

竹
島

の
2
万

5
0
0
0
分

の
1
地

形
図

（
P
2
6
）

【
本

文
】

資
源

が
期

待
さ

れ
る

尖
閣

諸
島

　
尖

閣
諸

島
は

、
沖

縄
県

石
垣

市
に

属
す

る
日

本
固

有
の

領
土

で
、

中
心

で
あ

る
魚

釣
島

は
、

石
垣

島
の

北
、

約
1
7
0
k
m
に

位
置

し
ま

す
。

日
本

が
実

効
支

配
を

し
て

い
る

た
め

、
領

土
問

題
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
中

国
や

台
湾

が
領

有
権

を
主

張
し

て
い

ま
す

。
　

尖
閣

諸
島

は
、

東
シ

ナ
海

の
大

陸
棚

の
南

東
の

ふ
ち

に
位

置
し

、
魚

釣
島

、
久

場
島

、
南

小
島

、
北

小
島

な
ど

、
大

小
八

つ
の

主
な

島
で

構
成

さ
れ

ま
す

。
最

大
の

魚
釣

島
は

東
西

が
約

４
k
m
、

南
北

が
約

1
.
5
k
m
で

、
最

高
地

点
が

標
高

3
6
2
m
あ

り
ま

す
。

　
魚

釣
島

は
、

も
と

も
と

楕
円

形
の

島
だ

っ
た

も
の

が
、

波
に

よ
っ

て
南

側
が

大
き

く
侵

食
さ

れ
、

現
在

の
形

に
な

っ
た

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

久
場

島
は

円
形

で
、

中
心

に
丸

い
形

の
小

さ
な

く
ぼ

み
が

あ
る

た
め

、
火

山
だ

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
噴

火
の

記
録

は
残

っ
て

い
ま

せ
ん

。
　

尖
閣

諸
島

は
気

候
が

温
暖

で
、

亜
熱

帯
特

有
の

植
物

が
広

が
り

、
魚

釣
島

な
ど

は
、

隆
起

し
て

海
面

上
に

現
れ

た
さ

ん
ご

礁
に

囲
ま

れ
て

い
ま

す
。

　
一

方
、

国
際

連
合

(
国

連
)
の

関
係

機
関

の
調

査
で

は
、

周
辺

の
大

陸
棚

で
は

石
油

が
採

れ
る

可
能

性
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

尖
閣

諸
島

の
南

の
海

底
に

は
、

地
中

の
マ

グ
マ

が
海

水
に

冷
や

さ
れ

、
資

源
に

な
る

鉱
物

が
固

ま
っ

た
熱

水
鉱

床
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

(
P
2
7
)

【
写

真
】

竹
島

・
尖

閣
諸

島
・

根
室

か
ら

見
え

る
歯

舞
群

島
(
P
６

)
尖

閣
諸

島
の

南
小

島
、

北
小

島
、

魚
釣

島
(
P
2
6
)

尖
閣

諸
島

の
久

場
島

(
P
2
7
)

【
地

図
】

国
土

の
広

が
り

と
周

り
の

国
々

(
P
６

)
竹

島
、

尖
閣

諸
島

、
北

方
領

土
の

位
置

(
P
2
6
)

久
場

島
の

５
万

分
の

１
地

形
図

(
P
2
7
)

【
本

文
】

地
理

的
に

見
る

島
々

の
特

色
　

海
洋

国
の

日
本

は
大

小
さ

ま
ざ

ま
な

島
で

構
成

さ
れ

ま
す

が
、

と
な

り
合

う
国

と
の

間
で

、
領

土
を

め
ぐ

る
問

題
を

か
か

え
る

島
々

も
あ

り
ま

す
。

こ
こ

で
は

、
自

然
環

境
や

、
問

題
の

背
景

の
一

つ
で

あ
る

資
源

に
着

目
し

て
、

こ
う

し
た

島
々

の
地

理
的

な
特

色
を

、
さ

ま
ざ

ま
な

角
度

か
ら

見
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
(
P
2
6
)
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「
別
紙
２
－
６
」
　
【
　
我
が
国
の
位
置
と
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

発
行
者

北
方
領
土
に
関
す
る

記
述
の
概
要

竹
島
に
関
す
る

記
述
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る

記
述
の
概
要

そ
の
他

※
　
我
が
国
の
位
置
と
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
北
方
領
土
」
、
「
竹
島
」
及
び
「
尖
閣
諸
島
」
に
か
か
わ
る
記
述
の
概
要
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

　
　
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
「
北
方
領
土
」
、
「
竹
島
」
及
び
「
尖
閣
諸
島
」
以
外
で
、
我
が
国
の
位
置
と
領
土
を
め
ぐ
る
問
題
の
扱
い
に
つ
い
て
、
特
記
す
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
記
載
す
る
。

教
　
出

【
本
文
】
北
方
領
土
を
め
ぐ
る
問
題

　
資
料
１
の
地
図
中
の
千
島
列
島
を
見
る
と
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
と

シ
ュ
ム
シ
ュ
島
の
間
と
、
ウ
ル
ッ
プ
島
と
択
捉
島
の
間
の
国
境
線
に
気

づ
き
ま
す
。
２
本
の
国
境
線
に
挟
ま
れ
た
シ
ュ
ム
シ
ュ
島
か
ら
ウ
ル
ッ

プ
島
ま
で
の
島
々
は
白
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
ま
で
は
ロ
シ
ア
連
邦
の
領
土
、
択
捉
島
の
東
に

あ
る
国
境
線
か
ら
北
海
道
ま
で
は
日
本
の
領
土
で
す
が
、
２
本
の
国
境

線
の
間
に
あ
る
白
で
示
さ
れ
た
島
々
は
帰
属
が
未
定
の
地
域
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
北
海
道
の
東
に
位
置
す
る
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島

を
北
方
領
土
と
よ
び
ま
す
。
北
方
領
土
は
、
1
9
4
5
年
の
第
二
次
世
界
大

戦
の
終
結
後
に
ソ
連
に
占
領
さ
れ
ま
し
た
。
終
戦
時
に
は
北
方
領
土
に

は
約
1
7
0
0
0
人
の
日
本
人
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
強
制
退
去
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
北
方
領
土
は
ソ
連
の
解
体
後
も
現
在
に
至
る
ま
で
ロ
シ
ア

連
邦
に
よ
っ
て
不
法
に
占
拠
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
、
ロ
シ
ア

連
邦
政
府
に
対
し
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
北
方
領
土
の
返
還
を
求

め
続
け
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

1
9
9
2
年
に
始
ま
っ
た
北
方
領
土
へ
の
ビ
ザ
な
し
交
流
な
ど
民
間
で
の
友

好
的
な
結
び
つ
き
は
続
い
て
い
ま
す
。
（
P
2
4
-
P
2
5
）

【
本
文
】
Ｅ
Ｕ
や
日
本
と
の
つ
な
が
り

　
日
本
海
を
は
さ
ん
で
対
岸
に
あ
る
日
本
と
の
関
係
も
深
ま
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
ロ
シ
ア
は
石
油
・
天
然
ガ
ス
な
ど
の
鉱
産
資
源
だ
け
で
な

く
、
魚
介
類
(
さ
け
・
か
に
な
ど
)
や
、
木
材
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
か
ら
は
自
動
車
な
ど
を
ロ
シ
ア
に
輸
出
し
て
お
り
、
両
国
の

経
済
的
な
結
び
つ
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
北
方
領
土

な
ど
を
め
ぐ
る
問
題
は
い
ま
だ
に
解
決
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
P
7
9
）

【
地
図
】

日
本
の
領
土
・
領
海
と
排
他
的
経
済
水
域
(
P
2
2
)

北
方
領
土
と
そ
の
周
辺
（
P
2
4
）

南
東
を
上
に
し
て
、
日
本
海
周
辺
を
描
い
た
地
図
（
P
2
5
）

【
写
真
】

ビ
ザ
な
し
交
流
で
根
室
港
に
到
着
し
た
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
訪
問
団

（
P
2
4
）

墓
地
で
手
を
合
わ
せ
る
元
島
民
（
P
2
5
9
）

【
年
表
】
北
方
領
土
に
関
す
る
主
な
で
き
ご
と
（
P
2
4
）

【
本
文
】
竹
島
と
尖
閣
諸
島

　
竹
島
周
辺
で
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
日
本

人
が
漁
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
1
9
0
5
年
に
政
府

は
、
竹
島
を
国
際
法
に
基
づ
き
島
根
県
に
編
入

し
、
日
本
固
有
の
領
土
と
し
ま
し
た
。
1
9
5
2
年
以

降
、
韓
国
が
竹
島
を
自
国
の
領
土
と
し
て
主
張

し
、
現
在
ま
で
不
当
に
占
拠
し
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
は
こ
れ
に
抗
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
の
場
で
の
話
し
合
い
を
提
案
し
て
い
ま
す

が
、
韓
国
は
受
け
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
(
P
2
5
)

【
地
図
】

日
本
の
領
土
・
領
海
と
排
他
的
経
済
水
域
(
P
2
2
)

南
東
を
上
に
し
て
、
日
本
海
周
辺
を
描
い
た
地
図

（
P
2
5
）

【
写
真
】

竹
島
(
P
2
5
)

【
本
文
】
竹
島
と
尖
閣
諸
島

　
尖
閣
諸
島
は
、
1
8
9
5
年
に
沖
縄
県
に
編
入
さ

れ
た
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
施
政
の
下
に

置
か
れ
ま
し
た
が
、
1
9
7
1
年
に
沖
縄
返
還
協
定

が
結
ば
れ
、
翌
年
日
本
に
復
帰
し
ま
し
た
。
尖

閣
諸
島
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
施
政
の
下
に

あ
っ
た
期
間
を
除
い
て
日
本
が
領
有
し
、
有
効

に
支
配
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
1
9
7
0

年
代
か
ら
、
周
辺
海
域
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
資
源
を
め
ぐ
り
、
中
国
が
領
有
を
主
張

し
始
め
ま
し
た
。
近
年
、
中
国
船
が
尖
閣
諸
島

周
辺
の
日
本
の
領
海
や
接
続
水
域
に
た
び
た
び

侵
入
す
る
事
態
が
生
じ
、
2
0
1
2
年
、
日
本
は

島
々
の
大
半
を
国
有
化
し
ま
し
た
。
（
P
2
5
)

【
地
図
】

日
本
の
領
土
・
領
海
と
排
他
的
経
済
水
域

(P
22
)

南
東
を
上
に
し
て
、
日
本
海
周
辺
を
描
い
た
地

図
（
P
2
5
）

【
写
真
】

尖
閣
諸
島
(
P
2
5
)

【
本
文
】
竹
島
と
尖
閣

諸
島

　
領
土
を
め
ぐ
る
対
立

に
つ
い
て
は
、
武
力
衝

突
や
戦
争
の
原
因
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

各
国
が
冷
静
に
問
題
に

向
き
合
い
、
対
立
を
乗

り
越
え
て
平
和
的
な
解

決
を
目
ざ
す
こ
と
が
重

要
で
す
。
（
P
2
5
）
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「
別

紙
２
－
６
」
　
【
　
我
が
国
の
位
置
と
領
土
を

め
ぐ
る
問
題
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野

）

発
行
者

北
方
領
土
に
関
す
る

記
述
の
概
要

竹
島
に
関
す
る

記
述
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る

記
述
の
概
要

そ
の
他

※
　

我
が

国
の

位
置

と
領

土
を

め
ぐ

る
問

題
と

し
て

、
こ

こ
で

は
「

北
方

領
土

」
、

「
竹

島
」

及
び

「
尖

閣
諸

島
」

に
か

か
わ

る
記

述
の

概
要

に
つ

い
て

調
査

す
る

。
　

　
「

そ
の

他
」

に
つ

い
て

は
、

「
北

方
領

土
」

、
「

竹
島

」
及

び
「

尖
閣

諸
島

」
以

外
で

、
我

が
国

の
位

置
と

領
土

を
め

ぐ
る

問
題

の
扱

い
に

つ
い

て
、

特
記

す
べ

き
事

項
が

あ
れ

ば
記

載
す

る
。

帝
　
国

【
本

文
】

北
方

領
土

　
北

海
道

の
北

東
部

に
あ

る
歯

舞
群

島
・

色
丹

島
・

国
後

島
・

択
捉

島
は

、
北

方
領

土
と

よ
ば

れ
、

北
海

道
根

室
市

な
ど

に
属

す
る

日
本

固
有

の
領

土
で

す
。

1
8
5
5
年

に
、

日
本

と
ロ

シ
ア

の
国

境
を

択
捉

島
と

得
撫

島
の

間
で

確
認

し
て

か
ら

、
北

方
領

土
を

ほ
か

の
国

の
領

土
と

す
る

条
約

が
結

ば
れ

た
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

北
方

領
土

の
近

海
は

水
産

資
源

が
豊

か
で

、
か

つ
て

多
く

の
日

本
人

が
こ

れ
ら

の
島

に
住

ん
で

い
ま

し
た

。
　

し
か

し
、

北
方

領
土

は
1
9
4
5
年

に
、

日
本

と
の

条
約

を
無

視
し

て
一

方
的

に
侵

攻
し

て
き

た
ソ

ビ
エ

ト
連

邦
に

占
領

さ
れ

、
日

本
人

は
立

ち
の

か
さ

れ
ま

し
た

。
ソ

ビ
エ

ト
連

邦
は

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

平
和

条
約

に
署

名
せ

ず
、

現
在

ま
で

ロ
シ

ア
が

不
法

に
占

拠
し

た
状

態
と

な
っ

て
い

ま
す

。
日

本
は

、
北

方
領

土
の

返
還

に
向

け
て

ロ
シ

ア
と

平
和

条
約

を
結

ぶ
た

め
、

交
渉

を
続

け
て

い
ま

す
。

（
P
2
0
）

【
写

真
】

日
本

の
北

端
（

P
1
8
）

納
沙

布
岬

か
ら

見
え

る
北

方
領

土
の

島
々

（
P
2
0
）

日
本

国
民

と
北

方
領

土
に

住
む

ロ
シ

ア
人

と
の

交
流

（
P
2
0
）

【
地

図
】

北
方

領
土

周
辺

の
国

境
の

移
り

変
わ

り
（

P
2
0
）

【
本

文
】

竹
島

　
日

本
海

に
あ

る
竹

島
は

、
島

根
県

隠
岐

の
島

町
に

属
す

る
日

本
固

有
の

領
土

で
す

。
1
7
世

紀
に

は
現

在
の

鳥
取

県
の

人
々

が
漁

を
行

っ
て

お
り

、
1
9
0
5
年

に
明

治
政

府
が

島
根

県
へ

の
編

入
を

内
閣

で
定

め
て

、
自

国
の

領
土

と
す

る
考

え
を

公
式

に
示

し
ま

し
た

。
　

し
か

し
、

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

平
和

条
約

で
竹

島
に

対
す

る
主

張
を

退
け

ら
れ

た
韓

国
は

、
1
9
5
2

年
に

海
洋

へ
の

権
利

を
唱

え
て

一
方

的
に

公
海

の
上

に
国

境
線

を
引

き
、

竹
島

に
海

洋
警

察
隊

や
灯

台
を

置
い

て
、

不
法

に
占

拠
し

て
い

ま
す

。
日

本
は

こ
れ

に
抗

議
し

、
国

際
司

法
裁

判
所

で
の

話
し

合
い

を
た

び
た

び
呼

び
か

け
て

い
ま

す
が

、
韓

国
が

応
じ

て
い

ま
せ

ん
。

（
P
2
0
～

2
1
）

【
コ

ラ
ム

】
漁

業
が

盛
ん

だ
っ

た
昔

の
竹

島
　

竹
島

は
、

暖
流

の
対

馬
海

流
と

寒
流

の
リ

マ
ン

海
流

が
ぶ

つ
か

る
海

域
に

位
置

し
て

い
る

た
め

、
周

辺
の

海
は

昔
か

ら
さ

ま
ざ

ま
な

魚
介

類
が

と
れ

る
豊

か
な

漁
場

で
し

た
。

江
戸

時
代

の
初

め
に

は
、

米
子

（
鳥

取
県

）
の

人
々

が
、

1
9
0
0
年

代
か

ら
は

隠
岐

（
島

根
県

）
の

人
々

が
、

あ
し

か
猟

や
あ

わ
び

漁
を

行
っ

て
い

ま
し

た
。

　
1
9
0
5
年

、
隠

岐
の

島
民

の
願

い
出

を
受

け
た

明
治

政
府

は
、

竹
島

の
島

根
県

へ
の

編
入

を
定

め
ま

し
た

。
そ

れ
を

告
示

し
た

２
月

2
2
日

は
、

2
0
0
5
年

に
島

根
県

議
会

に
よ

り
「

竹
島

の
日

」
と

定
め

ら
れ

ま
し

た
。

（
P
2
1
）

【
写

真
】

竹
島

（
P
2
1
）

隠
岐

の
人

々
が

行
っ

て
い

た
竹

島
で

の
漁

の
様

子
（

P
2
1
）

【
地

図
】

日
本

の
東

西
南

北
の

端
と

排
他

的
経

済
水

域
の

範
囲

（
P
1
8
）

竹
島

の
位

置
（

P
2
1
）

【
本

文
】

尖
閣

諸
島

　
東

シ
ナ

海
に

あ
る

尖
閣

諸
島

は
、

沖
縄

県
石

垣
市

に
属

す
る

日
本

固
有

の
領

土
で

す
。

明
治

政
府

が
、

ほ
か

の
国

の
支

配
が

及
ん

で
い

な
い

こ
と

を
慎

重
に

確
認

し
た

う
え

で
、

1
8
9
5
年

に
沖

縄
県

へ
の

編
入

を
内

閣
で

定
め

て
、

自
国

の
領

土
と

す
る

考
え

を
公

式
に

示
し

ま
し

た
。

そ
の

後
、

一
時

は
島

で
2
0
0
人

以
上

が
暮

ら
し

、
か

つ
お

ぶ
し

工
場

も
造

ら
れ

ま
し

た
。

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

平
和

条
約

で
も

、
南

西
諸

島
の

一
部

と
し

て
日

本
の

領
土

と
さ

れ
ま

し
た

。
尖

閣
諸

島
を

ほ
か

の
国

の
領

土
と

す
る

条
約

が
結

ば
れ

た
こ

と
は

な
く

、
日

本
政

府
に

よ
る

管
理

も
及

ん
で

い
る

た
め

、
ほ

か
の

国
と

の
間

で
解

決
す

べ
き

領
有

を
め

ぐ
る

問
題

は
あ

り
ま

せ
ん

。
　

尖
閣

諸
島

で
は

、
1
9
6
0
年

代
に

は
、

石
油

な
ど

の
資

源
が

周
辺

の
海

底
に

あ
る

可
能

性
が

注
目

さ
れ

、
1
9
7
0
年

代
に

入
る

と
、

中
国

な
ど

が
領

有
権

を
主

張
す

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

そ
の

後
、

日
本

は
2
0
1
2
年

に
、

尖
閣

諸
島

を
平

穏
に

維
持

し
、

管
理

す
る

た
め

に
、

そ
の

大
半

を
国

有
化

し
ま

し
た

。
（

P
2
1
）

【
写

真
】

尖
閣

諸
島

（
P
2
1
）

【
地

図
】

日
本

の
東

西
南

北
の

端
と

排
他

的
経

済
水

域
の

範
囲

（
P
1
8
）

尖
閣

諸
島

の
位

置
（

P
2
1
）

【
本

文
】

国
際

法
に

基
づ

い
た

日
本

の
領

土
　

日
本

の
領

域
は

、
歴

史
的

な
い

き
さ

つ
も

踏
ま

え
て

、
国

際
法

に
基

づ
い

て
定

め
ら

れ
て

き
ま

し
た

。
現

在
の

日
本

の
領

土
は

、
第

二
次

世
界

大
戦

後
の

1
9
5
1
年

に
結

ば
れ

た
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
平

和
条

約
に

よ
っ

て
定

め
ら

れ
ま

し
た

。
し

か
し

、
日

本
の

領
域

に
は

、
領

有
を

め
ぐ

っ
て

隣
国

と
の

間
で

課
題

が
あ

る
地

域
も

あ
り

ま
す

。
（

P
2
0
）
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「
別

紙
２
－
６
」
　
【
　
我
が
国
の
位
置
と
領
土
を

め
ぐ
る
問
題
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野

）

発
行
者

北
方
領
土
に
関
す
る

記
述
の
概
要

竹
島
に
関
す
る

記
述
の
概
要

尖
閣
諸
島
に
関
す
る

記
述
の
概
要

そ
の
他

※
　

我
が

国
の

位
置

と
領

土
を

め
ぐ

る
問

題
と

し
て

、
こ

こ
で

は
「

北
方

領
土

」
、

「
竹

島
」

及
び

「
尖

閣
諸

島
」

に
か

か
わ

る
記

述
の

概
要

に
つ

い
て

調
査

す
る

。
　

　
「

そ
の

他
」

に
つ

い
て

は
、

「
北

方
領

土
」

、
「

竹
島

」
及

び
「

尖
閣

諸
島

」
以

外
で

、
我

が
国

の
位

置
と

領
土

を
め

ぐ
る

問
題

の
扱

い
に

つ
い

て
、

特
記

す
べ

き
事

項
が

あ
れ

ば
記

載
す

る
。

日
　
文

【
本

文
】

北
方

領
土

　
北

方
領

土
は

、
歯

舞
群

島
・

色
丹

島
・

国
後

島
・

択
捉

島
か

ら
な

る
日

本
固

有
の

領
土

で
す

。
面

積
は

合
計

約
5
0
0
0
㎢

も
あ

り
、

福
岡

県
や

千
葉

県
と

ほ
ぼ

同
じ

広
さ

で
す

。
日

本
は

1
8
世

紀
ご

ろ
か

ら
本

格
的

な
開

発
を

始
め

、
1
8
5
5
年

の
日

露
通

好
条

約
で

、
日

本
の

領
土

で
あ

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

ま
し

た
。

周
辺

の
海

域
は

、
こ

ん
ぶ

や
か

に
な

ど
の

水
産

資
源

が
豊

富
で

、
か

つ
て

は
多

く
の

日
本

人
が

漁
業

を
し

な
が

ら
生

活
し

て
い

ま
し

た
。

し
か

し
、

1
9
4
5
年

の
第

二
次

世
界

大
戦

後
に

ソ
連

に
占

領
さ

れ
、

ソ
連

解
体

後
も

ロ
シ

ア
が

不
法

に
占

拠
し

て
い

ま
す

。
ソ

連
に

占
領

さ
れ

る
と

き
に

、
当

時
住

ん
で

い
た

日
本

人
は

ふ
る

さ
と

を
追

わ
れ

、
現

在
、

北
方

領
土

に
日

本
人

は
住

ん
で

い
ま

せ
ん

。
日

本
は

、
北

方
領

土
の

返
還

を
ロ

シ
ア

に
強

く
要

求
し

て
い

ま
す

が
、

い
ま

だ
に

実
現

し
て

い
ま

せ
ん

。
（

P
1
8
）

【
本

文
】

領
土

問
題

の
解

決
に

向
け

て
　

第
二

次
世

界
大

戦
後

の
1
9
5
1
年

の
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
平

和
条

約
の

内
容

か
ら

も
、

北
方

領
土

と
竹

島
が

日
本

固
有

の
領

土
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
ま

す
。

日
本

は
、

こ
の

条
約

の
内

容
な

ど
に

基
づ

い
て

、
北

方
領

土
と

竹
島

の
領

土
問

題
を

国
際

社
会

に
訴

え
、

平
和

的
な

解
決

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
　

現
在

、
北

方
領

土
で

は
、

領
土

問
題

の
解

決
に

向
け

て
、

元
島

民
を

含
む

日
本

人
と

北
方

領
土

に
住

む
ロ

シ
ア

人
が

相
互

訪
問

す
る

な
ど

、
交

流
を

深
め

て
い

ま
す

。
竹

島
に

つ
い

て
は

、
こ

の
問

題
を

国
際

司
法

裁
判

所
で

取
り

上
げ

る
よ

う
に

韓
国

に
提

案
し

て
い

ま
す

が
、

韓
国

は
拒

否
し

て
い

ま
す

。
（

P
1
9
）

【
地

図
】

北
方

領
土

・
竹

島
・

尖
閣

諸
島

の
位

置
（

P
1
8
）

北
方

領
土

付
近

の
国

境
の

変
化

（
P
1
8
）

【
写

真
】

国
土

の
北

端
（

P
1
6
）

羅
臼

町
か

ら
見

た
国

後
島

（
P
1
9
）

「
ビ

ザ
な

し
交

流
」

で
色

丹
島

の
一

般
家

庭
を

お
と

ず
れ

、
ロ

シ
ア

人
と

交
流

す
る

訪
問

団
（

P
1
9
）

【
本

文
】

竹
島

　
竹

島
は

、
本

州
か

ら
約

2
0
0
㎞

は
な

れ
た

日
本

海
に

あ
る

日
本

固
有

の
領

土
で

す
。

竹
島

周
辺

は
豊

か
な

漁
場

で
、

1
7
世

紀
初

め
に

は
日

本
人

が
漁

業
な

ど
に

利
用

し
て

い
ま

し
た

。
1
9
0
5
年

に
は

国
際

法
に

従
っ

て
島

根
県

に
編

入
さ

れ
ま

し
た

。
と

こ
ろ

が
1
9
5
2
年

か
ら

、
韓

国
が

、
一

方
的

に
自

国
の

領
土

で
あ

る
と

主
張

し
て

竹
島

を
取

り
こ

み
、

警
備

隊
員

を
常

駐
さ

せ
た

り
、

施
設

を
作

っ
た

り
し

て
、

不
法

に
占

拠
し

て
い

ま
す

。
日

本
は

、
韓

国
に

対
し

て
何

度
も

厳
重

に
抗

議
し

て
い

ま
す

。
（

P
1
8
）

【
本

文
】

領
土

問
題

の
解

決
に

向
け

て
　

第
二

次
世

界
大

戦
後

の
1
9
5
1
年

の
サ

ン
フ

ラ
ン

シ
ス

コ
平

和
条

約
の

内
容

か
ら

も
、

北
方

領
土

と
竹

島
が

日
本

固
有

の
領

土
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
ま

す
。

日
本

は
、

こ
の

条
約

の
内

容
な

ど
に

基
づ

い
て

、
北

方
領

土
と

竹
島

の
領

土
問

題
を

国
際

社
会

に
訴

え
、

平
和

的
な

解
決

を
め

ざ
し

て
い

ま
す

。
　

現
在

、
北

方
領

土
で

は
、

領
土

問
題

の
解

決
に

向
け

て
、

元
島

民
を

含
む

日
本

人
と

北
方

領
土

に
住

む
ロ

シ
ア

人
が

相
互

訪
問

す
る

な
ど

、
交

流
を

深
め

て
い

ま
す

。
竹

島
に

つ
い

て
は

、
こ

の
問

題
を

国
際

司
法

裁
判

所
で

取
り

上
げ

る
よ

う
に

韓
国

に
提

案
し

て
い

ま
す

が
、

韓
国

は
拒

否
し

て
い

ま
す

。
（

P
1
9
）

【
地

図
】

日
本

の
領

域
と

排
他

的
経

済
水

域
（

P
1
6
）

北
方

領
土

・
竹

島
・

尖
閣

諸
島

の
位

置
（

P
1
8
）

【
写

真
】

竹
島

（
P
1
9
）

竹
島

に
関

す
る

資
料

を
展

示
す

る
「

出
張

竹
島

展
」

（
P
1
9
）

【
本

文
】

尖
閣

諸
島

を
と

り
ま

く
情

勢
　

尖
閣

諸
島

は
、

石
垣

島
か

ら
約

1
7
0
㎞

は
な

れ
た

東
シ

ナ
海

に
あ

り
ま

す
。

1
8
9
5
年

に
日

本
が

自
国

の
領

土
で

あ
る

こ
と

を
宣

言
し

て
、

沖
縄

県
に

編
入

し
ま

し
た

。
ま

た
、

サ
ン

フ
ラ

ン
シ

ス
コ

平
和

条
約

で
も

日
本

の
領

土
と

さ
れ

、
こ

の
こ

と
に

周
辺

の
国

々
か

ら
反

対
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
そ

の
後

も
、

日
本

固
有

の
領

土
と

し
て

管
理

さ
れ

て
き

て
お

り
、

尖
閣

諸
島

に
は

領
土

問
題

は
存

在
し

て
い

ま
せ

ん
。

　
と

こ
ろ

が
、

東
シ

ナ
海

に
石

油
が

埋
蔵

さ
れ

て
い

る
可

能
性

が
指

摘
さ

れ
、

1
9
7
0
年

代
に

な
っ

て
、

中
国

が
尖

閣
諸

島
の

領
有

権
を

主
張

す
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
最

近
で

は
、

中
国

の
船

が
日

本
の

領
海

に
た

び
た

び
侵

入
し

て
く

る
た

め
、

日
本

は
、

中
国

に
厳

重
に

抗
議

し
、

領
土

の
保

全
に

取
り

組
ん

で
い

ま
す

。
（

P
1
9
）

【
地

図
】

北
方

領
土

・
竹

島
・

尖
閣

諸
島

の
位

置
（

P
1
8
）

【
写

真
】

日
本

の
領

域
と

排
他

的
経

済
水

域
（

P
1
6
）

尖
閣

諸
島

（
P
1
9
）

尖
閣

諸
島

の
日

本
の

領
海

に
侵

入
す

る
中

国
の

船
（

P
1
9
）

記
載

な
し
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「
別

紙
２

－
７

」
　

【
　

国
旗

・
国

歌
の

扱
い

　
】

　
（

中
学

校
　

社
会

　
地

理
的

分
野

）

発
行

者
国

旗
･国

歌
に
関

す
る
記

述
外

国
の

国
旗

に
関

す
る
記

述

東
　
書

【
本
文

】
国

旗
に

表
れ

た
国

の
特

色
　
世
界

の
国

々
に

は
、

国
の

歴
史

や
人

々
の

願
い

を
表

し
た
国
旗
が
あ
り
ま
す
。
地
域

や
歴
史

に
共

通
点

が
あ

る
国

々
の

国
旗

に
は

、
デ

ザ
イ

ン
や
色
に
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
（

P
1
1
）

【
図
】
世
界
の
国
・
日
本
の
都
道
府
県
ク
イ
ズ
を
作
ろ
う
(
P
７
)

【
写
真
】
国
際
連
合
本
部
に
か
か
げ
ら
れ
た
国
旗
(
P
1
0
)

【
本
文
】
国
旗
に
表
れ
た
国
の
特
色

　
例
え
ば
、
オ
セ
ア
ニ
ア
州
の
国
々
の
国
旗
に
は
、
南
十
字
星
が

え
が

か
れ

た
国

旗
や

、
イ

ギ
リ

ス
の

国
旗

で
あ

る
ユ

ニ
オ

ン
ジ

ャ
ッ

ク
の

入
っ

た
国

旗
が

多
く

見
ら

れ
ま

す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
州
や
ア
フ
リ
カ
州
の
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多

い
国

々
の

国
旗

に
は

、
三

日
月

と
星

が
え

が
か

れ
た

も
の

が
見

ら
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

は
、

そ
の

国
々

が
南

半
球
に
あ
る
こ
と
や
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
、
信
仰
す
る
宗
教
の

象
徴

を
示

し
て

い
ま

す
。

（
P
1
1
）

【
コ
ラ
ム
】
イ
ギ
リ
ス
の
国
旗
「
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
」
の
由
来

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
正
式
名
称
を
「
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
北

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

連
合

王
国

」
と

い
い

、
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
、

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド
、

ウ
ェ

ー
ル

ズ
、

北
ア

イ
ル

ラ
ン
ド
の
四
つ
の
国
が
連
合
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
国
で
す
。
こ

の
こ

と
は

、
ユ

ニ
オ

ン
ジ

ャ
ッ

ク
と

よ
ば

れ
る

イ
ギ

リ
ス

の
国

旗
の

成
り

立
ち

を
見

て
も

分
か

り
ま

す
。

か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
だ
っ
た
国
々
の
中
に
は
、
３
⃣の
よ
う

に
ユ

ニ
オ

ン
ジ

ャ
ッ

ク
を

自
国

の
国

旗
の

一
部

に
し

て
い

る
国

が
あ

り
ま

す
。

(
P
1
1
)

【
図
】
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
成
り
立
ち
(
P
1
1
)

【
図
】
オ
セ
ア
ニ
ア
州
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
旗
(
P
1
1
)

【
図
】
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
多
い
国
々
の
国
旗
(
P
1
1
)

【
本
文
】
植
民
地
化
に
よ
る
影
響

　
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド

、
サ

モ
ア

や
フ

ィ
ジ

ー
な

ど
は

、
現

在
も

イ
ギ

リ
ス

と
の

結
び

付
き

が
強

く
、

国
旗

に
イ

ギ
リ

ス
の

国
旗
が
入
っ
て
い
た
り
、
英
語
が
公
用
語
に
な
っ
て
い
た
り
し
ま

す
。

（
P
1
3
2
）

教
　
出

【
本
文

】
国

旗
は

語
る

　
国
旗

に
は

各
国

の
文

化
や

歴
史

が
織

り
込

ま
れ

て
い

ま
す
。
（
P
1
9
）

【
図
】
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
旗
（
P
1
8
)

【
本
文
】
国
旗
は
語
る

　
イ
ギ
リ
ス
の
国
旗
は
「
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
」
と
よ
ば
れ
、
資

料
１

の
よ

う
に

、
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
、

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド
、

か
つ

て
の

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

の
旗

を
組

み
合

わ
せ

た
も
の
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
正
式
な
国
名
は
、
「
グ
レ
ー
ト
ブ
リ

テ
ン

及
び

北
ア

イ
ル

ラ
ン

ド
連

合
王

国
」

と
い

い
ま

す
。

現
在

の
イ

ギ
リ

ス
は

、
イ

ン
グ

ラ
ン

ド
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
各
地
域
か

ら
構

成
さ

れ
、

例
え

ば
サ

ッ
カ

ー
の

世
界

大
会

で
は

各
地

域
か

ら
代

表
が

参
加

し
ま

す
。

オ
セ

ア
ニ

ア
州

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
の

国
旗

の
中

に
も

「
ユ

ニ
オ

ン
ジ

ャ
ッ

ク
」

が
み

ら
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

の
国

々
は

か
つ

て
イ

ギ
リ

ス
の

植
民

地
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
歴
史
的
、
文
化
的
な
関
係
が
深
い
こ

と
が

わ
か

り
ま

す
。

　
カ
ナ
ダ
の
国
旗
に
は
か
つ
て
「
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
」
が
含
ま

れ
て

い
ま

し
た

が
、

1
9
6
5
年

に
か

え
で

の
葉

が
中

央
に

描
か

れ
た

現
在

の
国

旗
に

変
わ

り
ま

し
た

。
南

ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人
々
の
支
配
が
終
わ
り

、
新

し
い

国
づ

く
り

に
合

わ
せ

て
1
9
9
4
年

に
現

在
の

国
旗

に
変

わ
り

ま
し

た
。

こ
う

し
た

さ
ま

ざ
ま

な
理

由
か
ら
、
国
旗
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

、
イ

ス
ラ

ム
教

徒
の

多
い

国
で

は
、

イ
ス

ラ
ム

教
を

象
徴

す
る

緑
色

を
使

い
、

三
日

月
と

星
の

あ
る

国
旗

が
み
ら
れ
ま
す
。
（
P
1
8
）

【
写
真
】
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
旗
を
掲
げ
る
体
操
の
選
手
と
、
ス
コ

ッ
ト

ラ
ン

ド
代

表
の

サ
ッ

カ
ー

チ
ー

ム
を

応
援

す
る

人
（

P
1
8
)

【
写
真
】
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
の
検
問
所
で
行
わ
れ
る
両

国
の

国
旗

を
降

ろ
す

儀
式

（
P
1
9
）

帝
　
国

【
本
文

】
国

旗
に

注
目

し
て

見
た

国
々

　
世
界

の
国

々
に

は
、

さ
ま

ざ
ま

な
形

や
色

の
国

旗
が

あ
り
ま
す
。
国
旗
の
デ
ザ
イ
ン

に
は
、

そ
の

国
の

自
然

や
歴

史
、

宗
教

な
ど

と
関

係
す

る
絵
柄
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

た
り
、

自
由

や
平

和
と

い
っ

た
人

々
の

思
い

が
込

め
ら

れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
（
P
７
）

【
図
】
オ
セ
ア
ニ
ア
州
の
国
々
の
国
旗
の
例
（
P
７
）

【
本
文
】
国
旗
に
注
目
し
て
見
た
国
々

　
オ
セ
ア
ニ
ア
州
で
は
、
南
半
球
の
夜
空
に
輝
く
南
十
字
星
が
描

か
れ

て
い

た
り

、
太

平
洋

を
象

徴
す

る
青

色
が

地
色

と
な

っ
て

い
た

り
す

る
国

旗
が

多
く

見
ら

れ
ま

す
。

ま
た
、
「
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
」
と
よ
ば
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
国
旗

が
、

デ
ザ

イ
ン

の
一

部
に

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

る
国

々
も

あ
り

ま
す

。
オ

セ
ア

ニ
ア

の
国

々
を

、
国

旗
に

注
目
し
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
P
７
）
　

【
本
文
】
移
民
の
歴
史

　
オ
セ
ア
ニ
ア
州
に
は
、
国
旗
の
中
に
イ
ギ
リ
ス
の
国
旗
が
描
か

れ
て

い
る

国
や

、
現

在
で

も
フ

ラ
ン

ス
領

に
な

っ
て

い
る

地
域

が
あ

り
ま

す
。

（
P
1
2
4
）

【
図
】
オ
セ
ア
ニ
ア
の
国
々
の
国
旗
（
P
1
2
4
）

日
　
文

【
本
文

】
国

旗
か

ら
み

る
世

界
　
世
界

の
国

々
は

、
そ

れ
ぞ

れ
国

旗
を

定
め

て
い

ま
す

。
国
旗
の
色
、
形
、
図
柄
（
シ

ン
ボ
ル

や
デ

ザ
イ

ン
）

に
は

、
国

の
歴

史
や

人
々

の
思

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
て
、
国
の

象
徴
と

し
て

大
切

に
さ

れ
て

い
ま

す
。

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
表
彰
式
や
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ

ッ
プ

の
試

合
前

な
ど

に
は

国
旗

が
掲

げ
ら

れ
ま

す
。
世
界
に
は
似
た
図
柄
の
国

旗
が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

（
P
６

）
【
写
真

】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

掲
げ

ら
れ

る
日

本
の

国
旗

（
P
６
）

【
図
】
似
た
図
柄
の
国
旗

　
イ
ギ
リ
ス
の
国
旗
を
と
り
こ
ん
で
い
る
国
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
歴

史
的

に
深

い
つ

な
が

り
が

あ
り

ま
す

。
こ

れ
ら

の
国

旗
は

、
現

在
で

も
イ

ギ
リ

ス
連

邦
の

一
員

で
あ

る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
（
P
６
）

【
図
】
世
界
の
国
旗

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
に
は
、
十
字
を
か
た
ど
っ
た
国
旗
の
国
が
い

く
つ

か
あ

り
ま

す
。

　
世
界
の
国
旗
で
最
も
多
い
の
は
、
横
か
縦
に
２
色
ま
た
は
３
色

な
ら

ん
で

い
る

も
の

で
す

。
　
（
ア
メ
リ
カ
の
国
旗
に
つ
い
て
）
1
3
本
の
帯
は
独
立
し
た
と
き
の

州
の

数
、

5
0
個

の
星

は
現

在
の

州
の

数
で

す
。

州
の

数
が

増
え

る
た

び
に

、
星

の
数

が
増

や
さ

れ
ま

し
た
。

　
国
旗
は
長
方
形
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
国
旗
に
は
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
（
P
７

）
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発
行

者
防

災
や

、
自

然
災

害
時

に
お

け
る

関
係

機
関

（
国

・
地

方
公

共
団

体
・
自

衛
隊

）
の

役
割

等
の

扱
い

東
日

本
大

震
災

の
扱

い
そ

の
他

の
自

然
災

害
の

扱
い

【
写

真
】
津

波
避

難
タ

ワ
ー

(P
１

)
【
そ

の
他

】
日

本
が

ど
の

よ
う

な
国

か
イ

メ
ー

ジ
し

よ
う

(P
1
5
6
-
1
5
7
)

【
本

文
】
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
環

境
問

題
（
P

8
0
）

【
そ

の
他

】
ハ

リ
ケ

ー
ン

か
ら

人
々

を
守

る
(P

1
1
0
)

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

津
波

に
よ

る
仙

台
空

港
の

被
害

(P
1
6
4
)

【
本

文
】
多

様
な

自
然

環
境

（
P

1
0
2
）

【
写

真
】
気

象
観

測
用

の
航

空
機

「
ハ

リ
ケ

ー
ン

ハ
ン

タ
ー

」
（
P

1
1
0
）

【
本

文
】
さ

ま
ざ

ま
な

自
然

災
害

(P
1
6
4
)

【
写

真
】
気

象
衛

星
か

ら
見

た
ハ

リ
ケ

ー
ン

「
フ

ロ
ー

レ
ン

ス
」
（
P

1
1
0
）

【
そ

の
他

】
文

献
資

料
を

使
っ

て
調

査
す

る
（
P

1
4
1
）

【
本

文
】
被

災
地

へ
の

さ
ま

ざ
ま

な
支

援
（
P

1
6
4
-
1
6
5
）

【
写

真
】
ハ

リ
ケ

ー
ン

「
マ

シ
ュ

ー
」
に

よ
る

被
害

（
P

1
1
0
）

【
そ

の
他

】
調

査
テ

ー
マ

を
決

め
る

ヒ
ン

ト
（
P

1
4
2
）

【
地

図
】
岩

手
県

宮
古

市
田

老
地

区
の

津
波

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
（
P

1
6
5
）

【
写

真
】
ふ

だ
ん

の
多

摩
川

河
川

敷
と

大
雨

の
と

き
の

様
子

(P
1
5
9
)

【
そ

の
他

】
調

査
の

準
備

を
す

る
（
P

1
4
3
）

【
そ

の
他

】
震

災
か

ら
命

を
守

る
 (
P

1
6
6
-
1
6
7
)

【
本

文
】
日

本
が

属
す

る
温

帯
（
P

1
6
2
）

【
そ

の
他

】
調

査
す

る
（
P

1
4
9
）

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

津
波

の
高

さ
を

示
す

表
示

（
P

1
6
6
）

【
写

真
】
台

風
の

強
風

で
た

お
れ

た
電

柱
(P

1
6
4
)

【
そ

の
他

】
調

査
に

役
立

つ
資

料
を

集
め

る
（
P

1
5
0
）

【
地

図
・
図

】
東

日
本

大
震

災
を

引
き

起
こ

し
た

地
震

の
震

源
と

地
震

・
津

波
発

生
の

模
式

図
（
P

1
6
7
）

【
写

真
】
大

雨
に

よ
り

堤
防

が
決

壊
し

た
鬼

怒
川

(P
1
6
4
)

【
そ

の
他

】
調

査
す

る
（
P

1
5
1
）

【
本

文
】
日

本
の

発
電

方
法

の
変

化
（
P

1
7
1
）

【
写

真
】
御

嶽
山

の
爆

発
(P

1
6
4
)

【
そ

の
他

】
考

察
し

ま
と

め
る

（
P

1
5
3
）

【
コ

ラ
ム

】
多

数
の

「
帰

宅
困

難
者

」
が

生
ま

れ
た

理
由

を
考

え
よ

う
(P

2
4
2
-
2
4
3
)

【
本

文
】
さ

ま
ざ

ま
な

自
然

災
害

(P
1
6
4
)

【
そ

の
他

】
発

表
す

る
（
P

1
5
5
）

【
そ

の
他

】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

と
東

京
（
P

2
4
4
）

【
コ

ラ
ム

】
人

間
の

活
動

と
災

害
 (
P

1
6
4
)

【
そ

の
他

】
日

本
が

ど
の

よ
う

な
国

か
イ

メ
ー

ジ
し

よ
う

(P
1
5
6
-
1
5
7
)

【
そ

の
他

】
東

北
地

方
－

伝
統

的
な

生
活

・
文

化
を

受
け

つ
ぐ

人
々

の
暮

ら
し

－
（
P

2
4
5
）

【
本

文
】
火

山
活

動
に

由
来

す
る

地
形

(P
1
8
6
) 

【
本

文
】
急

で
短

い
日

本
の

川
(P

1
5
9
)

【
地

図
】
三

陸
沖

で
発

生
し

た
主

な
地

震
（
P

2
5
2
）

【
写

真
】
農

作
物

へ
の

降
灰

(P
1
8
6
)

【
本

文
】
被

災
地

へ
の

さ
ま

ざ
ま

な
支

援
（
P

1
6
4
-
1
6
5
）

【
地

図
・
グ

ラ
フ

】
東

日
本

大
震

災
の

各
地

の
津

波
の

高
さ

（
P

2
5
2
）

【
本

文
】
風

雨
と

と
も

に
暮

ら
す

人
々

（
P

1
8
8
-
1
8
9
）

【
本

文
】
防

災
対

策
と

防
災

意
識

（
P

1
6
5
）

【
本

文
】
教

訓
を

伝
え

、
引

き
つ

ぐ
（
P

2
5
2
-
2
5
3
）

【
そ

の
他

】
桜

島
の

降
灰

の
範

囲
を

知
ら

せ
る

テ
レ

ビ
の

予
報

画
面

（
P

1
8
9
）

【
図

】
災

害
時

の
公

的
機

関
の

活
動

と
支

援
の

動
き

（
P

1
6
5
）

【
本

文
】
新

し
い

ま
ち

や
社

会
を

つ
く
る

（
P

2
5
3
）

【
写

真
】
沖

縄
県

の
竹

富
島

に
見

ら
れ

る
伝

統
的

な
家

屋
（
P

1
8
9
）

【
写

真
】
自

衛
隊

の
救

命
・
救

出
活

動
（
P

1
6
5
）

【
写

真
】
復

旧
し

た
三

陸
鉄

道
（
P

2
5
3
）

【
写

真
】
土

砂
の

流
出

を
防

ぐ
砂

防
ダ

ム
（
P

1
8
9
）

【
写

真
】
中

学
生

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

た
き

出
し

（
P

1
6
5
）

【
コ

ラ
ム

】
集

落
を

移
転

す
る

べ
き

か
（
P

2
5
3
）

【
本

文
】
南

北
で

大
き

く
異

な
る

気
候

(P
2
1
1
)

【
地

図
】
岩

手
県

宮
古

市
田

老
地

区
の

津
波

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
（
P

1
6
5
）

【
写

真
】
高

台
移

転
の

た
め

の
造

成
工

事
（
P

2
5
3
）

【
コ

ラ
ム

】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
教

訓
（
P

2
1
5
）

【
そ

の
他

】
震

災
か

ら
命

を
守

る
 (
P

1
6
6
-
1
6
7
)

【
地

図
】
宮

城
県

東
松

島
市

の
復

興
計

画
（
P

2
5
3
）

【
写

真
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
被

害
(P

2
1
5
)

【
本

文
】
火

山
と

と
も

に
暮

ら
す

人
々

（
P

1
8
8
）

【
コ

ラ
ム

】
N

P
O

を
設

立
し

て
、

東
北

地
方

を
活

性
化

す
る

「
イ

ベ
ン

ト
」
を

企
画

し
よ

う
(P

2
5
4
)

【
写

真
・
地

図
】
や

ま
せ

に
よ

る
霧

と
東

北
地

方
の

冷
害

（
P

2
4
6
）

【
コ

ラ
ム

】
火

山
防

災
の

取
り

組
み

を
世

界
に

発
信

（
P

1
8
9
）

【
写

真
】
1
9
3
3
年

の
地

震
の

後
に

建
て

ら
れ

た
石

碑
（
P

2
5
2
）

【
本

文
】
日

本
の

屋
根

（
P

2
2
2
）

【
地

図
】
三

陸
沖

で
発

生
し

た
主

な
地

震
（
P

2
5
2
）

【
写

真
】
濃

尾
平

野
の

輪
中

地
帯

（
P

2
2
2
）

【
本

文
】
く
り

返
す

地
震

や
津

波
の

被
害

（
P

2
5
2
）

【
図

】
輪

中
地

帯
の

町
の

様
子

(P
2
2
3
)

【
本

文
】
火

山
と

生
き

る
（
P

2
6
0
-
2
6
1
）

【
コ

ラ
ム

】
集

落
を

移
転

す
る

べ
き

か
（
P

2
5
3
）

【
写

真
】
噴

煙
を

あ
げ

る
有

珠
山

と
洞

爺
湖

温
泉

（
P

2
6
1
）

【
本

文
】
火

山
と

生
き

る
（
P

2
6
0
-
2
6
1
）

【
写

真
】
洞

爺
湖

有
珠

山
ジ

オ
パ

ー
ク

（
P

2
6
1
）

東 　 書

「
別

紙
２

－
８

」
　

【
　

防
災

や
、

自
然

災
害

時
に

お
け

る
関

係
機

関
の

役
割

等
の

扱
い

　
 】

　
（
中

学
校

　
社

会
　

地
理

的
分

野
）
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発
行

者
防

災
や

、
自

然
災

害
時

に
お

け
る

関
係

機
関

（
国

・
地

方
公

共
団

体
・
自

衛
隊

）
の

役
割

等
の

扱
い

東
日

本
大

震
災

の
扱

い
そ

の
他

の
自

然
災

害
の

扱
い

【
写

真
】
防

災
施

設
に

つ
い

て
調

べ
る

（
P

1
3
3
）

【
コ

ラ
ム

】
日

本
で

地
震

が
多

い
の

は
な

ぜ
か

（
P

1
5
1
）

【
本

文
】
多

様
な

自
然

環
境

（
P

9
5
）

【
写

真
】
防

災
施

設
の

場
所

の
様

子
を

確
か

め
る

（
P

1
3
3
）

【
本

文
】
地

震
と

火
山

（
P

1
5
8
-
1
5
9
）

【
コ

ラ
ム

】
ハ

リ
ケ

ー
ン

被
害

と
差

別
（
P

1
0
3
）

【
そ

の
他

】
地

域
調

査
の

手
引

き
（
P

1
3
6
）

【
写

真
】
地

震
に

と
も

な
う

津
波

（
P

1
5
8
）

【
写

真
】
2
0
1
8
年

の
ハ

リ
ケ

ー
ン

「
フ

ロ
ー

レ
ン

ス
」
で

も
浸

水
が

み
ら

れ
た

ニ
ュ

ー
オ

ー
リ

ン
ズ

の
市

街
地

（
P

1
0
3
）

【
そ

の
他

】
◆

私
た

ち
「
自

然
・
環

境
」
班

は
、

（
P

1
4
2
）

【
本

文
】
災

害
予

測
の

大
切

さ
（
P

1
6
0
）

【
写

真
】
東

海
豪

雨
水

害
の

様
子

（
P

1
3
6
）

【
地

図
】
地

域
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
（
P

1
4
3
）

【
本

文
】
簡

単
で

は
な

い
電

力
の

問
題

（
P

1
6
7
）

【
地

図
】
地

域
の

浸
水

状
況

図
（
P

1
3
7
）

【
写

真
】
堤

防
道

路
沿

い
に

あ
る

水
防

倉
庫

を
調

べ
る

（
P

1
4
3
）

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
旧

（
P

2
4
4
）

【
年

表
】
地

域
で

発
生

し
た

主
な

災
害

の
歴

史
（
P

1
3
7
）

【
コ

ラ
ム

】
災

害
図

上
訓

練
で

地
域

を
知

る
（
P

1
4
3
）

【
写

真
】
東

日
本

大
震

災
の

震
災

遺
構

（
P

2
4
5
）

【
そ

の
他

】
◆

私
た

ち
歴

史
・
文

化
班

は
、

（
P

1
3
7
）

【
写

真
】
学

校
で

の
災

害
図

上
訓

練
の

様
子

（
P

1
4
3
）

【
本

文
】
東

北
地

方
の

地
形

（
P

2
4
6
-
2
4
7
）

【
そ

の
他

】
自

然
・
環

境
班

の
ま

と
め

た
イ

ラ
ス

ト
マ

ッ
プ

（
P

1
4
5
）

【
本

文
】
地

域
の

特
色

に
応

じ
た

取
り

組
み

（
P

1
4
6
）

【
コ

ラ
ム

】
震

災
の

経
験

を
受

け
継

ぎ
、

未
来

に
生

か
す

（
P

2
5
6
）

【
そ

の
他

】
◆

私
た

ち
は

、
（
P

1
4
5
）

【
写

真
】
防

火
の

た
め

の
工

夫
（
P

1
4
6
）

【
写

真
】
震

災
遺

構
の

駅
の

ホ
ー

ム
で

開
催

さ
れ

た
、

震
災

体
験

を
伝

え
る

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

（
P

2
5
6
）

【
写

真
】
台

風
1
1
号

の
接

近
で

高
波

が
押

し
寄

せ
る

漁
港

（
P

1
4
7
）

【
そ

の
他

】
◆

こ
の

地
区

は
1
7
8
4
年

に
大

き
な

火
事

が
発

生
し

て
、

（
P

1
4
6
）

【
写

真
】
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

の
強

い
揺

れ
で

発
生

し
た

大
規

模
な

土
砂

崩
れ

（
P

1
4
7
）

【
写

真
】
完

成
し

た
津

波
避

難
タ

ワ
ー

（
P

1
5
8
）

【
地

図
】
世

界
で

起
こ

っ
た

主
な

地
震

の
震

源
と

火
山

の
分

布
（
P

1
5
1
）

【
地

図
】
南

海
ト

ラ
フ

地
震

の
震

源
を

予
測

し
た

地
図

（
P

1
5
9
）

【
コ

ラ
ム

】
日

本
で

地
震

が
多

い
の

は
な

ぜ
か

（
P

1
5
1
）

【
地

図
】
横

須
賀

市
で

作
成

し
た

津
波

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
（
P

1
6
0
）

【
本

文
】
日

本
の

川
（
P

1
5
4
）

【
本

文
】
災

害
予

測
の

大
切

さ
（
P

1
6
0
）

【
写

真
】
黒

部
ダ

ム
（
P

1
5
4
）

【
図

】
被

災
し

た
地

域
を

支
援

す
る

公
的

な
し

く
み

（
P

1
6
0
）

【
写

真
】
大

雨
で

氾
濫

し
た

高
梁

川
（
P

1
5
4
）

【
地

図
】
有

珠
山

火
山

防
災

マ
ッ

プ
（
P

1
6
1
）

【
本

文
】
梅

雨
前

線
と

台
風

（
P

1
5
7
）

【
本

文
】
災

害
へ

の
支

援
と

復
興

（
P

1
6
1
）

【
地

図
】
日

本
周

辺
で

発
生

し
た

主
な

地
震

と
活

断
層

の
分

布
図

（
P

1
5
8
）

【
写

真
】
熊

本
地

震
の

被
災

地
で

、
日

本
人

と
と

も
に

カ
レ

ー
を

ふ
る

ま
う

ネ
パ

ー
ル

人
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
P

1
6
1
）

【
本

文
】
地

震
と

火
山

（
P

1
5
8
-
1
5
9
）

【
写

真
】
西

日
本

豪
雨

の
被

災
地

で
、

浴
場

を
無

料
開

放
し

た
自

衛
隊

の
護

衛
艦

を
訪

れ
る

人
々

（
P

1
6
1
）

【
写

真
】
阪

神
・
淡

路
大

震
災

の
被

害
（
P

1
5
8
）

【
コ

ラ
ム

】
釜

石
の

津
波

防
災

教
育

の
取

り
組

み
に

学
ぼ

う
（
P

1
6
1
）

【
本

文
】
気

象
災

害
（
P

1
5
9
）

【
本

文
】
シ

ラ
ス

台
地

と
人

々
の

暮
ら

し
（
P

1
7
8
-
1
7
9
）

【
写

真
】
雲

仙
岳

（
平

成
新

山
）
の

火
砕

流
（
P

1
5
9
）

【
写

真
】
地

域
で

予
想

さ
れ

る
災

害
に

つ
い

て
学

ぶ
（
P

1
8
8
）

【
写

真
】
噴

煙
を

上
げ

る
御

嶽
山

（
P

2
1
6
）

【
写

真
】
土

砂
に

押
し

流
さ

れ
た

住
宅

（
P

1
5
9
）

【
写

真
】
寺

田
寅

彦
の

像
（
P

1
8
8
）

【
そ

の
他

】
都

市
特

有
の

課
題

に
つ

い
て

考
え

る
－

東
京

都
を

例
に

（
P

2
4
2
）

【
写

真
】
雪

お
ろ

し
作

業
の

様
子

（
P

1
5
9
）

【
コ

ラ
ム

】
震

災
の

教
訓

を
学

ぶ
（
P

2
0
9
）

【
本

文
】
東

西
で

異
な

る
気

候
（
P

2
4
6
）

【
コ

ラ
ム

】
川

の
地

形
と

液
状

化
現

象
（
P

1
5
9
）

【
写

真
】
津

波
に

よ
る

水
の

怖
さ

を
体

験
す

る
（
P

2
0
9
）

【
図

】
リ

ア
ス

海
岸

と
津

波
の

関
係

（
P

2
4
7
）

【
写

真
】
液

状
化

の
た

め
に

道
路

に
沈

み
込

む
自

動
車

（
P

1
5
9
）

【
コ

ラ
ム

】
災

害
に

強
い

都
市

を
目

ざ
し

て
（
P

2
3
7
）

【
本

文
】
東

北
の

祭
り

と
観

光
（
P

2
5
0
）

【
写

真
】
修

復
工

事
が

進
む

熊
本

城
（
P

1
7
4
）

【
写

真
】
複

合
施

設
「
オ

ー
テ

ピ
ア

」
（
P

2
7
6
）

【
本

文
】
冷

害
を

乗
り

越
え

る
た

め
に

（
P

2
5
4
）

【
本

文
】
温

暖
な

気
候

と
台

風
の

通
り

道
（
P

1
7
7
）

【
写

真
】
「
ま

ち
な

か
防

災
空

地
」
（
P

2
7
7
）

【
写

真
】
地

震
に

よ
る

停
電

と
復

旧
（
P

2
5
9
）

【
写

真
】
噴

煙
を

上
げ

る
桜

島
（
P

1
7
8
）

【
本

文
】
北

海
道

の
自

然
環

境
（
P

2
6
0
）

【
写

真
】
1
9
1
4
年

の
桜

島
の

噴
火

に
よ

っ
て

埋
も

れ
て

し
ま

っ
た

神
社

の
鳥

居
（
P

1
7
8
）

【
本

文
】
火

山
と

温
泉

（
P

2
6
8
-
2
6
9
）

【
本

文
】
火

山
が

集
中

す
る

九
州

地
方

（
P

1
7
8
）

【
本

文
】
災

害
に

強
い

ま
ち

づ
く
り

（
P

2
7
7
）

【
本

文
】
進

む
都

市
化

と
課

題
（
P

1
9
3
）

【
写

真
】
整

備
さ

れ
た

商
店

街
（
P

2
7
7
）

【
本

文
】
三

つ
の

中
心

都
市

（
P

2
1
0
）

【
写

真
】
神

戸
港

震
災

メ
モ

リ
ア

ル
パ

ー
ク

（
P

2
7
7
）

【
写

真
】
濃

尾
平

野
の

輪
中

（
P

2
1
6
）

「
別

紙
２

－
８

」
　

【
　

防
災

や
、

自
然

災
害

時
に

お
け

る
関

係
機

関
の

役
割

等
の

扱
い

　
 】

　
（
中

学
校

　
社

会
　

地
理

的
分

野
）

教 　 出
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「
別

紙
２

－
８

」
　

【
　

防
災

や
、

自
然

災
害

時
に

お
け

る
関

係
機

関
の

役
割

等
の

扱
い

　
 】

　
（
中

学
校

　
社

会
　

地
理

的
分

野
）

発
行

者
防

災
や

、
自

然
災

害
時

に
お

け
る

関
係

機
関

（
国

・
地

方
公

共
団

体
・
自

衛
隊

）
の

役
割

等
の

扱
い

東
日

本
大

震
災

の
扱

い
そ

の
他

の
自

然
災

害
の

扱
い

【
コ

ラ
ム

】
大

平
原

に
発

生
す

る
竜

巻
（
ト

ル
ネ

ー
ド

）
に

備
え

て
（
P

9
7
）

【
写

真
】
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
（
東

日
本

大
震

災
）
に

よ
っ

て
発

生
し

た
津

波
が

堤
防

を
越

え
る

様
子

（
P

1
4
8
）

【
本

文
】
寒

帯
か

ら
熱

帯
ま

で
の

多
様

な
気

候
（
P

9
7
）

【
写

真
】
防

災
訓

練
で

津
波

避
難

タ
ワ

ー
に

避
難

す
る

人
々

（
P

1
5
0
）

【
地

図
】
主

な
火

山
と

地
震

の
震

源
地

（
P

1
4
8
）

【
本

文
】
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

大
陸

と
太

平
洋

の
島

々
（
P

1
2
2
）

【
地

図
】
南

海
ト

ラ
フ

の
巨

大
地

震
が

起
き

た
際

に
発

生
す

る
と

想
定

さ
れ

て
い

る
津

波
の

高
さ

（
P

1
5
0
）

【
写

真
】
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
で

生
じ

た
液

状
化

（
P

1
4
8
）

【
写

真
】
熊

本
地

震
で

被
害

を
受

け
た

熊
本

城
の

石
垣

（
P

1
4
8
）

【
写

真
】
津

波
避

難
訓

練
で

高
台

へ
と

向
か

う
小

学
生

た
ち

（
P

1
5
0
）

【
本

文
】
地

震
と

火
山

災
害

が
多

い
日

本
（
P

1
4
8
-
1
4
9
）

【
図

】
日

本
列

島
周

辺
の

プ
レ

ー
ト

（
P

1
4
8
）

【
本

文
】
防

災
へ

の
工

夫
（
P

1
5
0
）

【
本

文
】
防

災
へ

の
工

夫
（
P

1
5
0
）

【
地

図
】
主

な
火

山
と

地
震

の
震

源
地

（
P

1
4
8
）

【
図

】
災

害
が

発
生

し
た

と
き

に
被

災
地

を
支

援
す

る
し

く
み

（
P

1
5
1
）

【
コ

ラ
ム

】
津

波
を

後
世

に
伝

え
る

桜
の

木
（
P

2
5
7
）

【
本

文
】
地

震
と

火
山

災
害

が
多

い
日

本
（
P

1
4
8
-
1
4
9
）

【
写

真
】
土

砂
崩

れ
の

災
害

が
発

生
し

た
場

所
で

協
力

し
て

救
助

活
動

を
行

う
消

防
隊

・
警

察
・
自

衛
隊

の
人

々
（
P

1
5
1
）

【
本

文
】
生

活
に

根
ざ

し
た

水
産

業
の

営
み

（
P

2
6
3
）

【
写

真
】
噴

火
す

る
霧

島
山

（
P

1
4
9
）

【
本

文
】
災

害
へ

の
対

応
（
P

1
5
1
）

【
本

文
】
新

た
な

工
業

の
発

展
と

環
境

に
配

慮
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
（
P

2
6
4
-
2
6
5
）

【
図

】
火

山
の

恵
み

と
火

山
災

害
（
P

1
4
9
）

【
コ

ラ
ム

】
災

害
時

の
帰

宅
困

難
者

対
策

（
P

1
5
1
）

【
コ

ラ
ム

】
炭

鉱
の

町
か

ら
温

泉
テ

ー
マ

パ
ー

ク
の

町
へ

（
P

2
6
5
）

【
図

】
さ

ま
ざ

ま
な

気
象

災
害

（
P

1
4
9
）

【
コ

ラ
ム

】
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
読

み
取

り
方

（
P

1
5
2
）

【
コ

ラ
ム

】
災

害
か

ら
の

復
興

と
生

活
の

場
の

再
生

〜
高

台
に

移
転

し
た

岩
手

県
宮

古
市

田
老

地
区

を
例

に
〜

（
P

2
6
8
）

【
写

真
】
豪

雨
に

よ
る

浸
水

被
害

（
P

1
4
9
）

【
コ

ラ
ム

】
防

災
情

報
の

入
手

の
し

か
た

（
P

1
5
3
）

【
写

真
】
大

雪
で

動
け

な
く
な

っ
た

自
動

車
（
P

1
4
9
）

【
コ

ラ
ム

】
南

西
諸

島
で

の
水

不
足

対
策

（
P

1
7
5
）

【
本

文
】
さ

ま
ざ

ま
な

気
象

災
害

（
P

1
4
9
）

【
本

文
】
火

山
の

噴
火

へ
の

備
え

（
P

1
7
6
-
1
7
7
）

【
本

文
】
温

暖
な

気
候

と
自

然
災

害
（
P

1
7
5
）

【
本

文
】
南

西
諸

島
の

自
然

と
生

活
（
P

1
8
2
）

【
写

真
】
噴

煙
を

上
げ

る
桜

島
と

鹿
児

島
の

市
街

地
（
P

1
7
6
）

【
コ

ラ
ム

】
土

砂
災

害
に

備
え

た
防

災
教

育
（
P

1
9
1
）

【
写

真
】
日

中
で

も
火

山
灰

で
暗

く
な

っ
た

街
な

か
を

走
る

車
（
P

1
7
6
）

【
本

文
】
三

つ
の

地
域

で
異

な
る

気
候

（
P

1
9
1
）

【
本

文
】
火

山
と

共
に

生
き

る
鹿

児
島

の
人

々
（
P

1
7
6
）

【
コ

ラ
ム

】
震

災
の

経
験

を
語

り
継

ぐ
神

戸
（
P

2
0
7
）

【
本

文
】
環

境
林

を
保

全
す

る
た

め
に

（
P

2
1
5
）

【
コ

ラ
ム

】
御

嶽
山

噴
火

の
教

訓
を

伝
え

る
火

山
マ

イ
ス

タ
ー

（
P

2
2
3
）

【
写

真
】
豪

雪
地

帯
の

商
店

街
（
P

2
2
3
）

【
コ

ラ
ム

】
都

市
型

の
水

害
に

備
え

る
取

り
組

み
（
P

2
3
9
）

【
本

文
】
三

つ
の

地
域

で
異

な
る

気
候

（
P

2
2
3
）

【
コ

ラ
ム

】
津

波
を

後
世

に
伝

え
る

桜
の

木
（
P

2
5
7
）

【
本

文
】
内

陸
と

海
沿

い
で

異
な

る
気

候
（
P

2
3
9
）

【
そ

の
他

】
災

害
か

ら
の

復
興

と
生

活
の

場
の

再
生

〜
高

台
に

移
転

し
た

岩
手

県
宮

古
市

田
老

地
区

を
例

に
〜

（
P

2
6
8
）

【
本

文
】
米

作
り

と
寒

い
夏

の
克

服
（
P

2
6
0
）

【
コ

ラ
ム

】
全

員
避

難
を

実
現

し
た

地
域

ぐ
る

み
の

防
災

教
育

（
P

2
7
3
）
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発
行
者

防
災
や
、
自
然

災
害

時
に
お
け
る
関

係
機

関
（
国
・
地
方
公
共

団
体
・
自
衛

隊
）
の

役
割

等
の

扱
い

東
日
本
大
震
災
の
扱
い

そ
の

他
の

自
然

災
害

の
扱

い

【
図
】
「
自
然
環

境
」

の
視

点
か

ら
の

調
査

テ
ー

マ
（

P
1
2
7
）

【
写
真
】
東
日
本
大
震
災
で
沿
岸
部
を
お
そ
っ
た
津
波
（
P
1
4
4
）

【
本

文
】

降
水

量
の

多
い

気
候

（
P
1
4
2
）

【
表
】
「
自
然
と

防
災

班
」

が
立

て
た

調
査

計
画

（
P
1
2
7
）

【
本
文
】
地
震
や
津
波
に
よ
る
災
害
（
P
1
4
4
）

【
写

真
】

阪
神

・
淡

路
大

震
災

で
倒

壊
し

た
高

速
道

路
（

P
1
4
4
）

【
そ
の
他
】
実
際

に
歩

い
て

野
外

を
観

察
す

る
（

P
1
2
9
）

【
地
図
】
日
本
周
辺
の
主
な
地
震
災
害
と
火
山
（
P
1
4
4
）

【
本

文
】

地
震

や
津

波
に

よ
る

災
害

（
P
1
4
4
）

【
そ
の
他
】
文
献

資
料

を
使

っ
て

調
査

す
る

（
P
1
3
1
）

【
コ
ラ
ム
】
地
震
・
津
波
が
起
き
る
し
く
み
（
P
1
4
5
）

【
地

図
】

日
本

周
辺

の
主

な
地

震
災

害
と

火
山

（
P
1
4
4
）

【
そ
の
他
】
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

使
い

方
①

（
P
1
3
2
）

【
そ
の
他
】
「
釜
石
の
奇
跡
」
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
（
P
1
5
0
）

【
本

文
】

火
山

の
噴

火
に

よ
る

災
害

（
P
1
4
5
）

【
そ
の
他
】
気
象

庁
が

発
表

す
る

防
災

情
報

の
例

（
P
1
4
8
）

【
写
真
】
避
難
の
よ
う
す
（
P
1
5
0
）

【
本

文
】

地
震

・
火

山
災

害
か

ら
み

た
日

本
の

地
域

区
分

（
P
1
4
5
）

【
そ
の
他
】
日
常

生
活

の
な

か
で

行
う

防
災

対
策

の
例

（
P
1
4
8
）

【
地
図
】
鵜
住
居
地
区
の
津
波
浸
水
域
（
P
1
5
0
）

【
写

真
】

雲
仙

岳
で

発
生

し
た

大
規

模
な

火
砕

流
（

P
1
4
5
）

【
写
真
】
１
週
間

ぶ
ん

の
備

蓄
食

料
（

１
人

ぶ
ん

）
の

例
（

P
1
4
8
）

【
写
真
】
鵜
住
居
地
区
の
よ
う
す
と
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
（
P
1
5
0
）

【
写

真
】

土
石

流
と

洪
水

（
P
1
4
6
）

【
本
文
】
防
災
・

減
災

へ
の

く
ふ

う
（

P
1
4
8
）

【
本
文
】
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
（
P
1
5
5
）

【
本

文
】

さ
ま

ざ
ま

な
気

象
災

害
（

P
1
4
6
）

【
本
文
】
ど
の
よ

う
に

災
害

と
向

き
合

う
か

（
P
1
4
8
～

1
4
9
）

【
本
文
】
日
本
の
電
力
を
支
え
て
き
た
中
部
地
方
（
P
2
1
5
）

【
本

文
】

自
然

災
害

と
人

災
（

P
1
4
6
～

1
4
7
）

【
そ
の
他
】
自
助

・
共

助
・

公
助

と
避

難
３

原
則

（
P
1
4
8
）

【
そ
の
他
】
東
北
絆
ま
つ
り
（
P
2
3
4
）

【
写

真
】

台
風

に
よ

る
関

西
国

際
空

港
の

浸
水

（
P
1
4
6
）

【
コ
ラ
ム
】
せ
ま

り
く

る
巨

大
地

震
に

備
え

て
（

P
1
4
9
）

【
写
真
】
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
む
市
街
地
（
P
2
3
4
）

【
コ

ラ
ム

】
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
と

局
地

的
な

集
中

豪
雨

（
P
1
4
7
）

【
地
図
】
南
海
ト

ラ
フ

で
起

こ
る

巨
大

地
震

の
想

定
震

源
域

（
P
1
4
9
）

【
本
文
】
南
北
に
の
び
る
山
地
と
平
地
（
P
2
3
6
～
2
3
7
）

【
グ

ラ
フ

】
東

京
の

年
間

の
熱

帯
夜

日
数

の
変

化
（

P
1
4
7
）

【
写
真
】
建
物
の

耐
震

化
（

P
1
4
9
）

【
地
図
】
東
北
地
方
の
市
町
村
別
人
口
増
加
率
（
P
2
4
2
）

【
写

真
】

集
中

豪
雨

に
よ

る
浸

水
被

害
（

P
1
4
7
）

【
写
真
】
津
波
避

難
タ

ワ
ー

（
P
1
4
9
）

【
グ
ラ
フ
】
被
災
し
た
主
な
市
町
の
人
口
の
変
化
（
P
2
4
2
）

【
本

文
】

気
象

災
害

か
ら

み
た

日
本

の
地

域
区

分
（

P
1
4
7
）

【
そ
の
他
】
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

よ
く

深
く

知
り

、
使

う
た

め
に
（
P
1
5
1
）

【
本
文
】
震
災
が
も
た
ら
し
た
急
激
な
人
口
の
変
化
（
P
2
4
2
）

【
写

真
】

大
雪

で
動

け
な

く
な

っ
た

自
動

車
（

P
1
4
7
）

【
そ
の
他
】
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

使
い

方
②

（
P
1
5
1
）

【
本
文
】
震
災
で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
農
業
・
漁
業
（
P
2
4
2
～
2
4
3
）

【
写

真
】

新
燃

岳
の

降
灰

（
P
1
6
8
）

【
写
真
】
一
時
的

に
雨

水
を

た
め

る
地

下
ト

ン
ネ

ル
（

P
1
6
9
）

【
グ
ラ
フ
】
被
災
し
た
３
県
の
水
産
物
の
水
あ
げ
量
（
P
2
4
2
）

【
本

文
】

火
山

と
人

々
の

生
活

（
P
1
6
8
）

【
写
真
】
沖
縄
の

伝
統

的
な

住
居

と
台

風
へ

の
そ

な
え

（
P
1
6
9
）

【
本
文
】
震
災
で
世
界
に
ま
で
影
響
が
お
よ
ん
だ
工
業
（
P
2
4
3
）

【
写

真
】

九
州

北
部

豪
雨

に
よ

る
被

害
（

P
1
6
9
）

【
本
文
】
気
候
と

人
々

の
生

活
（

P
1
6
9
）

【
写
真
】
宮
古
市
姉
吉
地
区
に
建
て
ら
れ
た
津
波
記
念
碑
（
P
2
4
4
）

【
本

文
】

瀬
戸

内
の

地
形

・
気

候
と

人
口

の
分

布
（

P
1
8
1
）

【
そ
の
他
】
巨
大

地
震

に
そ

な
え

る
過

疎
地

域
の

取
り

組
み

（
P
1
9
0
）

【
写
真
】
千
年
希
望
の
丘
に
建
て
ら
れ
た
慰
霊
碑
の
除
幕
式
（
P
2
4
4
）

【
本

文
】

三
つ

の
地

域
で

異
な

る
気

候
（

P
1
9
4
～

1
9
5
）

【
写
真
】
高
知
県

各
地

の
津

波
避

難
の

標
識

（
P
1
9
0
）

【
写
真
】
い
の
ち
の
石
碑
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
P
2
4
4
）

【
本

文
】

世
界

へ
の

窓
口

と
な

っ
た

神
戸

（
P
1
9
9
）

【
写
真
】
津
波
避

難
シ

ェ
ル

タ
ー

（
P
1
9
0
）

【
本
文
】
震
災
を
伝
承
し
て
い
く
取
り
組
み
（
P
2
4
4
～
2
4
5
）

【
コ

ラ
ム

】
水

と
つ

き
合

う
地

域
の

知
恵

（
P
2
0
9
）

【
写
真
】
高
台
に

移
転

し
た

中
学

校
と

保
育

園
（

P
1
9
0
）

【
写

真
】

震
災

の
遺

構
と

し
て

保
存

・
公

開
さ

れ
て

い
る

荒
浜

地
区

の
小

学
校

（
P
2
4
5
）

【
図

】
輪

中
の

断
面

図
（

P
2
0
9
）

【
写
真
】
路
面
電

車
が

被
災

し
た

想
定

の
避

難
訓

練
（

P
1
9
0
）

【
写

真
】

震
災

前
の

荒
浜

地
区

を
再

現
し

た
模

型
を

見
な

が
ら

説
明

す
る

元
住

民
（
P
2
4
5
）

【
写

真
】

濃
尾

平
野

の
西

部
（

P
2
0
9
）

【
写
真
】
避
難
の

あ
り

方
を

地
域

の
人

々
が

話
し

合
う

ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
P
1
9
0
）

【
写
真
】
陸
前
高
田
市
の
中
心
部
の
復
興
（
P
2
4
5
）

【
本

文
】

三
つ

の
地

域
の

気
候

の
特

色
（

P
2
0
9
）

【
写
真
】
黒
潮
町

の
企

業
が

作
っ

た
缶

詰
（

P
1
9
0
）

【
本
文
】
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
（
P
2
4
5
）

【
本

文
】

乾
燥

し
た

冬
と

暑
い

夏
（

P
2
2
3
）

【
写
真
】
荒
川
周

辺
の

再
開

発
地

区
と

ス
ー

パ
ー

堤
防

・
排

水
機
場
（
P
2
3
0
）

【
写

真
】

玉
浦

西
地

区
の

ま
ち

び
ら

き
を

祝
っ

て
み

こ
し

を
か

つ
ぐ

子
ど

も
た

ち
（
P
2
4
5
）

【
本

文
】

強
ま

る
一

極
集

中
で

高
ま

る
リ

ス
ク

（
P
2
3
0
）

【
本
文
】
防
災
を

考
え

た
都

市
の

再
開

発
（

P
2
3
0
～

2
3
1
）

【
そ
の
他
】
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
（
P
2
4
6
）

【
写

真
】

仙
台

七
夕

ま
つ

り
で

震
災

か
ら

の
復

興
を

願
う

折
り

鶴
の

前
で

合
唱

す
る

中
学

生
（

P
2
3
4
）

【
写
真
】
地
下
調

整
池

（
P
2
3
1
）

【
写
真
】
野
蒜
地
区
と
そ
の
周
辺
（
P
2
4
6
）

【
本

文
】

東
北

地
方

の
農

業
（

P
2
3
8
）

【
本
文
】
震
災
を

伝
承

し
て

い
く

取
り

組
み

（
P
2
4
4
～

2
4
5
）

【
写
真
】
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
さ
れ
る
旧
野
蒜
駅
の
ホ
ー
ム
（
P
2
4
6
）

【
コ

ラ
ム

】
火

山
と

地
域

と
の

共
生

（
P
2
5
9
）

【
本
文
】
災
害
に

強
い

地
域

づ
く

り
を

め
ざ

し
て

（
P
2
4
5
）

【
写
真
】
野
蒜
ヶ
丘
に
新
し
く
開
校
し
た
小
学
校
（
P
2
4
6
）

【
写

真
】

有
珠

山
と

洞
爺

湖
（

P
2
5
9
）

【
そ
の
他
】
新
し

い
ま

ち
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
（

P
2
4
6
）

【
写
真
】
野
蒜
ヶ
丘
で
開
催
さ
れ
た
夏
祭
り
（
P
2
4
6
）

【
写

真
】

2
0
0
0
年

の
噴

火
（

P
2
5
9
）

【
コ
ラ
ム
】
火
山

と
地

域
と

の
共

生
（

P
2
5
9
）

【
そ
の
他
】
野
蒜
ヶ
丘
で
自
治
会
活
動
を
し
て
い
る
佐
々
木
さ
ん
の
話
（
P
2
4
6
）

【
そ

の
他

】
「

自
然

と
防

災
班

」
が

つ
く

っ
た

京
都

府
の

主
な

災
害

の
表

（
P
2
6
6
）

【
地
図
】
有
珠
山

防
災

マ
ッ

プ
（

P
2
5
9
）

【
写

真
】

大
雨

に
よ

る
嵐

山
の

水
害

（
P
2
6
6
）

【
そ
の
他
】
自
然

環
境

の
視

点
か

ら
み

た
石

狩
平

野
の

発
展

（
P
2
6
0
）

【
写
真
】
江
別
河

川
防

災
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
（

P
2
6
0
）

【
写

真
】

「
自

然
と

防
災

班
」

が
集

め
た

防
災

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
資

料
（
P
2
6
6
）

【
そ
の
他
】
「
自

然
と

防
災

班
」

、
交

通
と

観
光

班
が

ま
と

め
た
表
（
P
2
6
4
～
2
6
5
）

【
本
文
】
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
調
査
し
考
察
す
る
（
P
2
6
6
）

【
そ
の
他
】
「
自

然
と

防
災

班
」

の
話

し
合

い
メ

モ
（

P
2
6
5
）

【
そ
の
他
】
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
調
査
し
考
察
す
る
（
P
2
6
7
）

【
そ
の
他
】
「
自

然
と

防
災

班
」

が
つ

く
っ

た
京

都
府

の
主

な
災
害
の
表
（
P
2
6
6
）

【
地

図
】

「
自

然
と

防
災

班
」

が
集

め
た

「
防

災
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
な

ど
の

資
料

」
に

入
っ

て
い

た
観

光
客

緊
急

避
難

広
場

の
マ

ー
ク

を
示

し
た
冊
子
（
P
2
6
7
）

【
写
真
】
文
化
財

を
火

災
か

ら
守

る
防

災
訓

練
（

P
2
6
6
）

【
そ
の
他
】
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
に
「
京
都
市
災
害
対
策
プ
ラ
ン
」
を
立
て
よ
う
！
（
P
2
7
0
）

【
そ
の
他
】
「
自

然
と

防
災

班
」

の
考

察
テ

ー
マ

（
P
2
6
6
）

【
そ
の
他
】
「
自
然
と
防
災
班
」
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
（
P
2
7
2
）

日 文

「
別

紙
２

－
８

」
　

【
　

防
災

や
、

自
然

災
害

時
に

お
け

る
関

係
機

関
の

役
割

等
の

扱
い

　
 】

　
（
中

学
校

　
社

会
　

地
理

的
分

野
）
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発
行
者

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
項
目

そ
の
う
ち
、
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
の
記
述
の
概
要

【
写
真
】
ア
フ
リ
カ
で
建
設
が
進
む
風
力
発
電
（
巻
頭
３
）

【
本
文
】
人
口
増
加
が
続
く
南
ア
ジ
ア
（
P
6
6
-
6
7
）

【
本
文
】
安
全
で
先
進
的
な
都
市
へ
の
課
題
（
P
6
9
）

【
写
真
】
ド
イ
ツ
の
風
力
発
電
（
P
8
0
）

【
本
文
】
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
（
P
8
0
-
8
1
）

【
グ
ラ
フ
】
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
量
（
P
8
1
）

【
本
文
】
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て
（
P
1
2
1
）

【
本
文
】
急
で
短
い
日
本
の
川
（
P
1
5
9
）

【
本
文
】
日
本
の
発
電
方
法
の
変
化
（
P
1
7
1
）

【
本
文
】
資
源
の
活
用
と
環
境
へ
の
配
慮
（
P
1
7
1
）

【
地
図
】
日
本
の
主
な
発
電
所
の
分
布
（
P
1
7
1
）

【
写
真
】
火
力
発
電
所
と
ガ
ス
タ
ン
カ
ー
（
P
1
7
1
）

【
グ
ラ
フ
】
世
界
の
主
な
国
の
発
電
量
の
内
訳
（
P
1
7
1
）

【
地
図
】
一
人
あ
た
り
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
量
（
P
1
7
7
）

【
そ
の
他
】
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ら
ま
し
（
P
1
8
0
-
1
8
1
）

【
写
真
】
矢
木
沢
ダ
ム
と
水
力
発
電
所
（
P
1
8
0
）

【
写
真
】
火
力
発
電
所
（
P
1
8
0
）

【
写
真
】
原
子
力
発
電
所
（
P
1
8
0
）

【
写
真
】
成
田
国
際
空
港
の
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
（
P
1
8
1
）

【
写
真
】
風
力
発
電
施
設
（
P
1
8
1
）

【
写
真
】
地
熱
発
電
所
（
P
1
8
1
）

【
写
真
】
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
（
P
1
8
1
）

【
本
文
】
火
山
の
め
ぐ
み
（
P
1
9
0
）

【
地
図
】
九
州
地
方
の
主
な
温
泉
地
と
地
熱
発
電
所
（
P
1
9
0
）

【
グ
ラ
フ
】
日
本
の
地
熱
発
電
の
地
方
別
割
合
（
P
1
9
0
）

【
写
真
】
世
界
最
大
級
の
地
熱
発
電
所
で
あ
る
八
丁
原
発
電
所
（
P
1
9
1
）

【
写
真
】
中
京
工
業
地
帯
（
P
2
2
5
）

【
本
文
】
豊
富
な
水
を
生
か
し
た
北
陸
の
産
業
（
P
2
2
8
）

【
本
文
】
東
京
湾
岸
と
北
関
東
の
工
業
地
域
（
P
2
4
0
）

「
別
紙
２
－
９
」
　
【
　
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

東 　 書

【
本
文
】
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
（
P
8
0
-
8
1
）

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
る
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
す
努
力
も
続
け
ら
れ
て
お

り
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
は
、
火
力
や
原
子
力
に
か
わ
る
、
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
発
電
も
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
P
8
0
）

【
本
文
】
日
本
の
発
電
方
法
の
変
化
（
P
1
7
1
）

　
原
子
力
発
電
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
、
効
率
良
く
安
定
し
て
電
力
が
得
ら
れ
ま

す
が
、
東
日
本
大
震
災
で
の
発
電
所
の
事
故
を
受
け
て
、
原
子
力
発
電
の
在
り
方
に
つ
い
て

の
議
論
が
続
い
て
い
ま
す
。
（
P
1
7
1
)

【
地
図
】
日
本
の
主
な
発
電
所
の
分
布
(
P
1
7
1
)

【
グ
ラ
フ
】
世
界
の
主
な
国
の
発
電
量
の
内
訳
(
P
1
7
1
)

【
本
文
】
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ら
ま
し

　
ウ
ラ
ン
を
燃
料
に
し
た
核
分
裂
反
応
で
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
発
生
さ
せ
た

水
蒸
気
で
、
タ
ー
ビ
ン
を
回
転
さ
せ
て
発
電
し
ま
す
。
海
水
を
冷
却
水
と
し
て
使
う
こ
と

や
、
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
、
都
市
部
か
ら
は
な
れ
た
海
岸
の

近
く
に
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
を
排
出
せ
ず
に
効
率
良
く
安
定
し
た

電
力
を
得
ら
れ
ま
す
が
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
の
大
き
さ
、
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
の
場
所
を
決
め
る
こ
と
が
難
し
い
点
な
ど
が
課
題
で
す
。
（
P
1
8
0
）

【
写
真
】
原
子
力
発
電
所
(
P
1
8
0
)
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発
行

者
一

次
エ
ネ
ル

ギ
ー
や

再
生

可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
項
目

そ
の

う
ち
、
原

子
力

発
電

に
つ
い
て
の

記
述

の
概

要

【
写

真
】

海
上

の
風

力
発

電
の

施
設

（
P
7
6
）

【
写

真
】

太
陽

光
発

電
の

施
設

（
P
7
6
）

【
本

文
】

発
電

方
式

の
見

直
し

（
P
7
6
～

7
7
）

【
本

文
】

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
へ

の
期

待
（

P
7
7
）

【
グ

ラ
フ

】
各

国
の

総
発

電
量

に
占

め
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

発
電

の
割

合
（

P
7
7
）

【
写

真
】

家
畜

の
糞

尿
を

利
用

し
た

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
（

P
7
7
）

【
図

】
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
各

国
間

の
電

力
の

や
り

取
り

（
P
7
7
）

【
コ

ラ
ム

】
原

子
力

発
電

を
め

ぐ
る

各
国

の
対

応
（

P
7
7
）

【
写

真
】

黒
部

ダ
ム

（
P
1
5
4
）

【
グ

ラ
フ

】
主

な
国

の
発

電
量

の
内

訳
（

P
1
6
7
）

【
地

図
】

日
本

の
主

な
発

電
所

の
分

布
（

P
1
6
7
）

【
本

文
】

簡
単

で
は

な
い

電
力

の
問

題
（

P
1
6
7
）

【
本

文
】

電
力

に
関

す
る

新
た

な
動

き
（

P
1
6
7
）

【
表

】
発

電
方

式
の

特
徴

（
P
1
6
7
）

【
本

文
】

火
山

が
集

中
す

る
九

州
地

方
（

P
1
7
8
）

【
写

真
】

八
丁

原
地

熱
発

電
所

（
P
1
7
8
）

【
写

真
】

「
清

川
だ

し
」

を
利

用
し

た
風

力
発

電
（

P
2
5
4
）

「
別
紙
２
－
９
」

　
【
　
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

【
本

文
】

発
電

方
式

の
見

直
し

　
Ｃ

Ｏ
₂
の

排
出

量
が

少
な

い
と

さ
れ

て
い

る
原

子
力

発
電

が
各

国
で

推
進

さ
れ

て
き

ま
し

た
。

し
か

し
、

1
9
8
6
年

に
ウ

ク
ラ

イ
ナ

（
当

時
は

ソ
連

）
の

チ
ェ

ル
ノ

ブ
イ

リ
原

子
力

発
電

所
の

爆
発

事
故

に
よ

り
、

放
射

性
物

質
が

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

広
い

範
囲

に
飛

び
散

り
、

原
子

力
発

電
の

安
全

性
に

つ
い

て
関

心
が

高
ま

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

（
P
7
6
～

7
7
）

【
コ

ラ
ム

】
原

子
力

発
電

を
め

ぐ
る

各
国

の
対

応
　

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に

は
、

フ
ラ

ン
ス

の
よ

う
に

原
子

力
発

電
が

電
力

供
給

量
の

約
8
0
％

を
占

め
る

国
が

あ
る

一
方

で
、

ド
イ

ツ
の

よ
う

に
原

子
力

発
電

の
段

階
的

な
廃

止
を

決
め

た
国

も
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

陸
続

き
の

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

は
各

国
が

電
線

で
つ

な
が

れ
て

お
り

、
原

子
力

発
電

の
廃

止
を

決
め

た
国

に
も

、
フ

ラ
ン

ス
な

ど
の

原
子

力
発

電
所

で
つ

く
ら

れ
た

電
力

が
や

り
取

り
さ

れ
て

い
る

の
が

現
実

で
す

。
（

P
7
7
）

【
グ

ラ
フ

】
主

な
国

の
発

電
量

の
内

訳
（

P
1
6
7
）

【
地

図
】

日
本

の
主

な
発

電
所

の
分

布
（

P
1
6
7
）

【
本

文
】

簡
単

で
は

な
い

電
力

の
問

題
　

1
9
7
0
年

代
の

石
油

危
機

を
き

っ
か

け
に

原
子

力
発

電
も

日
本

の
発

電
量

の
約

3
0
％

を
占

め
る

ま
で

に
増

え
ま

し
た

。
し

か
し

2
0
1
1
年

、
東

日
本

大
震

災
で

原
子

力
発

電
所

が
深

刻
な

事
故

を
起

こ
し

、
一

時
は

国
内

全
て

の
原

子
力

発
電

所
が

営
業

運
転

を
中

止
し

ま
し

た
。

事
故

を
受

け
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

は
原

子
力

発
電

の
廃

止
を

決
め

た
国

も
あ

り
ま

す
。

　
水

力
発

電
や

原
子

力
発

電
の

立
地

場
所

は
、

電
力

消
費

の
多

い
大

都
市

か
ら

離
れ

た
地

域
で

す
。

（
P
1
6
7
）

【
表

】
発

電
方

式
の

特
徴

（
P
1
6
7
）

（
し

く
み

）
　

ウ
ラ

ン
や

プ
ル

ト
ニ

ウ
ム

を
燃

料
と

し
、

核
分

裂
で

発
生

す
る

熱
を

利
用

し
て

蒸
気

を
発

生
さ

せ
、

蒸
気

で
タ

ー
ビ

ン
を

回
し

、
発

電
す

る
。

（
発

電
所

の
立

地
場

所
）

　
燃

料
を

受
け

入
れ

る
港

が
必

要
で

あ
る

こ
と

や
、

大
量

の
冷

却
水

を
必

要
と

す
る

た
め

、
水

を
得

や
す

い
海

岸
部

。
（

日
本

で
は

法
律

な
ど

に
よ

り
、

立
地

場
所

が
定

め
ら

れ
て

い
ま

す
）

教 　 出
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発
行

者
一

次
エ
ネ
ル

ギ
ー
や

再
生

可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
項
目

そ
の

う
ち
、
原

子
力

発
電

に
つ
い
て
の

記
述

の
概

要

【
本

文
】

伝
統

と
現

代
の

生
活

文
化

の
共

存
（

P
3
5
）

【
写

真
】

駐
車

場
の

屋
根

に
設

置
さ

れ
た

太
陽

光
発

電
の

パ
ネ

ル
（

P
3
5
）

【
本

文
】

都
市

の
発

展
と

残
さ

れ
た

課
題

（
P
5
5
）

【
写

真
】

中
国

各
地

で
建

設
が

進
む

大
規

模
な

太
陽

光
発

電
施

設
（

P
5
5
）

【
本

文
】

持
続

可
能

な
社

会
を

実
現

す
る

た
め

の
課

題
（

P
1
0
5
）

【
解

説
】

バ
イ

オ
燃

料
（

P
1
1
7
）

【
本

文
】

生
活

を
支

え
る

電
力

（
P
1
5
6
～

1
5
7
）

【
地

図
】

主
な

発
電

所
の

分
布

（
P
1
5
7
）

【
グ

ラ
フ

】
主

な
国

の
発

電
量

の
内

訳
（

P
1
5
7
）

【
写

真
】

住
宅

用
の

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
（

P
1
5
7
）

【
本

文
】

持
続

可
能

な
社

会
に

向
け

て
（

P
1
5
7
）

【
本

文
】

火
山

が
も

た
ら

し
た

豊
か

な
恵

み
（

P
1
7
7
）

【
写

真
】

八
丁

原
地

熱
発

電
所

（
P
1
7
7
）

【
写

真
】

大
阪

湾
岸

の
工

業
地

帯
の

移
り

変
わ

り
（

P
2
1
0
）

【
本

文
】

移
り

変
わ

る
阪

神
工

業
地

帯
（

P
2
1
0
～

2
1
1
）

【
そ

の
他

】
環

境
に

つ
ち

か
わ

れ
た

産
業

の
発

展
の

た
め

に
～

地
場

産
業

か
ら

先
端

技
術

を
生

み
出

し
て

き
た

京
都

の
企

業
を

例
に

～
（

P
2
1
8
）

【
写

真
】

京
都

の
企

業
の

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
が

使
わ

れ
て

い
る

メ
ガ

ソ
ー

ラ
ー

（
P
2
1
8
）

【
本

文
】

雪
ど

け
水

を
生

か
し

た
工

業
と

暮
ら

し
（

P
2
3
1
）

【
本

文
】

新
た

な
工

業
の

発
展

と
環

境
に

配
慮

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

（
P
2
6
4
～

2
6
5
）

【
写

真
】

風
力

発
電

所
の

風
車

群
（

P
2
6
4
）

【
本

文
】

雪
に

備
え

る
生

活
の

工
夫

（
P
2
7
5
）

「
別
紙
２
－
９
」

　
【
　
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

帝 　 国

【
本

文
】

生
活

を
支

え
る

電
力

　
水

資
源

に
恵

ま
れ

た
日

本
で

は
、

か
つ

て
は

山
地

に
建

設
さ

れ
た

ダ
ム

の
水

を
用

い
た

水
力

発
電

が
多

か
っ

た
の

で
す

が
、

電
力

消
費

量
の

増
加

に
伴

っ
て

、
原

油
や

石
炭

・
天

然
ガ

ス
を

燃
料

に
し

た
火

力
発

電
や

、
ウ

ラ
ン

を
燃

料
に

し
た

原
子

力
発

電
が

大
き

な
割

合
を

占
め

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

火
力

発
電

所
は

、
電

力
需

要
の

多
い

工
業

地
域

や
大

都
市

に
近

い
と

こ
ろ

に
、

原
子

力
発

電
は

冷
却

水
の

得
や

す
い

沿
岸

部
に

分
布

し
て

い
ま

す
。

　
火

力
発

電
は

地
球

温
暖

化
を

引
き

起
こ

す
問

題
な

ど
が

あ
る

と
し

て
、

原
子

力
発

電
が

推
進

さ
れ

て
き

ま
し

た
。

し
か

し
、

2
0
1
1
年

に
起

き
た

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
を

き
っ

か
け

に
、

原
子

力
発

電
の

利
用

が
見

直
さ

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
（

P
1
5
6
～

1
5
7
）

【
地

図
】

主
な

発
電

所
の

分
布

（
P
1
5
7
）

【
グ

ラ
フ

】
主

な
国

の
発

電
量

の
内

訳
（

P
1
5
7
）

【
本

文
】

新
た

な
工

業
の

発
展

と
環

境
に

配
慮

し
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

　
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

福
島

県
の

原
子

力
発

電
所

の
事

故
を

き
っ

か
け

に
、

東
北

地
方

で
は

原
子

力
発

電
に

代
わ

る
新

し
い

エ
ネ

ル
ギ

ー
源

と
し

て
、

風
力

や
地

熱
、

太
陽

光
、

バ
イ

オ
マ

ス
な

ど
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

導
入

す
る

動
き

が
活

発
に

な
っ

て
い

ま
す

。
（

P
2
6
5
）
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発
行

者
一

次
エ
ネ
ル

ギ
ー
や

再
生

可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
項
目

そ
の

う
ち
、
原

子
力

発
電

に
つ
い
て
の

記
述

の
概

要

【
本

文
】

環
境

に
配

慮
し

た
資

源
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
と

課
題

（
P
6
7
）

【
地

図
・

グ
ラ

フ
】

フ
ラ

ン
ス

の
電

力
の

輸
出

入
と

フ
ラ

ン
ス

・
ド

イ
ツ

の
発

電
方

法
別

発
電

量
（

P
6
7
）

【
本

文
】

大
規

模
で

急
速

な
開

発
に

よ
る

環
境

問
題

（
P
1
0
2
）

【
そ

の
他

】
地

球
温

暖
化

を
防

ぐ
た

め
に

（
P
1
0
4
）

【
写

真
】

南
ア

メ
リ

カ
最

大
の

太
陽

光
発

電
所

（
P
1
0
4
）

【
地

図
】

主
な

発
電

所
の

分
布

と
主

な
電

力
会

社
の

営
業

地
域

（
P
1
5
5
）

【
コ

ラ
ム

】
さ

ま
ざ

ま
な

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

P
1
5
5
）

【
写

真
】

水
力

発
電

（
P
1
5
5
）

【
写

真
】

太
陽

光
発

電
（

P
1
5
5
）

【
写

真
】

風
力

発
電

（
P
1
5
5
）

【
写

真
】

地
熱

発
電

（
P
1
5
5
）

【
本

文
】

環
境

問
題

へ
の

取
り

組
み

（
P
1
5
5
）

【
本

文
】

資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

か
ら

み
た

日
本

の
地

域
区

分
（

P
1
5
5
）

【
グ

ラ
フ

】
日

本
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
の

割
合

（
P
1
5
5
）

【
写

真
】

八
丁

原
地

熱
発

電
所

（
P
1
6
8
）

【
本

文
】

火
山

活
動

を
自

然
の

め
ぐ

み
と

し
て

生
か

す
（

P
1
6
8
～

1
6
9
）

【
地

図
】

九
州

地
方

の
主

な
温

泉
・

地
熱

発
電

所
と

火
山

・
シ

ラ
ス

台
地

の
分

布
（

P
1
6
9
）

【
本

文
】

気
候

と
人

々
の

生
活

（
P
1
6
9
）

【
写

真
】

大
規

模
な

太
陽

光
発

電
所

（
P
1
6
9
）

【
本

文
】

世
界

の
環

境
首

都
を

め
ざ

す
北

九
州

市
（

P
1
7
5
）

【
本

文
】

三
つ

の
地

域
の

気
候

の
特

色
（

P
2
0
9
）

【
本

文
】

日
本

の
電

力
を

支
え

て
き

た
中

部
地

方
（

P
2
1
5
）

【
写

真
】

多
く

の
観

光
客

が
お

と
ず

れ
る

黒
部

ダ
ム

（
P
2
1
5
）

【
写

真
】

日
本

海
沿

岸
の

風
力

発
電

所
（

P
2
3
7
）

【
コ

ラ
ム

】
風

力
発

電
の

盛
ん

な
東

北
地

方
（

P
2
3
7
）

【
本

文
】

震
災

が
も

た
ら

し
た

急
激

な
人

口
の

変
化

（
P
2
4
2
）

【
本

文
】

震
災

で
大

き
な

影
響

を
受

け
た

農
業

・
漁

業
（

P
2
4
2
～

2
4
3
）

「
別
紙
２
－
９
」

　
【
　
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

【
本

文
】

環
境

に
配

慮
し

た
資

源
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
と

課
題

　
現

在
で

は
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
は

、
フ

ラ
ン

ス
の

原
子

力
発

電
や

、
ロ

シ
ア

か
ら

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

で
送

ら
れ

る
石

油
・

天
然

ガ
ス

に
た

よ
っ

て
い

ま
す

。
　

ド
イ

ツ
で

は
、

1
9
8
6
年

の
チ

ェ
ル

ノ
ブ

イ
リ

原
子

力
発

電
所

の
事

故
の

あ
と

、
原

子
力

に
依

存
し

な
い

社
会

・
経

済
の

し
く

み
を

考
え

る
う

ご
き

が
始

ま
り

ま
し

た
。

（
P
6
7
）

　
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
値

段
が

高
く

、
現

在
で

も
ド

イ
ツ

は
、

フ
ラ

ン
ス

の
原

子
力

発
電

所
で

つ
く

ら
れ

た
電

力
を

大
量

に
輸

入
し

て
い

ま
す

。
（

P
6
7
）

【
地

図
・

グ
ラ

フ
】

フ
ラ

ン
ス

の
電

力
の

輸
出

入
と

フ
ラ

ン
ス

・
ド

イ
ツ

の
発

電
方

法
別

発
電

量
（

P
6
7
）

【
地

図
】

主
な

発
電

所
の

分
布

と
電

力
会

社
の

営
業

地
域

（
P
1
5
5
）

【
本

文
】

環
境

問
題

へ
の

取
り

組
み

　
日

本
で

は
、

東
日

本
大

震
災

で
発

生
し

た
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

事
故

に
よ

っ
て

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

に
対

す
る

人
々

の
意

識
が

大
き

く
変

わ
り

ま
し

た
。

（
P
1
5
5
）

【
本

文
】

資
源

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

か
ら

み
た

日
本

の
地

域
区

分
　

原
子

力
発

電
所

や
風

力
発

電
所

は
、

大
都

市
か

ら
は

な
れ

た
沿

岸
部

に
立

地
し

て
い

ま
す

。
（

P
1
5
5
）

【
グ

ラ
フ

】
日

本
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
の

割
合

（
P
1
5
5
）

【
本

文
】

日
本

の
電

力
を

支
え

て
き

た
中

部
地

方
　

新
潟

県
や

福
井

県
の

若
狭

湾
の

沿
岸

部
に

は
、

多
く

の
原

子
力

発
電

所
が

あ
り

ま
す

。
（

P
2
1
5
）

　
東

日
本

大
震

災
に

よ
る

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
の

あ
と

、
多

く
の

発
電

所
が

運
転

を
停

止
し

て
い

ま
す

。
（

P
2
1
5
）

【
本

文
】

震
災

が
も

た
ら

し
た

急
激

な
人

口
の

変
化

　
津

波
や

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

よ
る

被
災

地
か

ら
は

、
多

く
の

人
々

が
内

陸
部

や
仙

台
市

の
ほ

か
、

他
県

や
他

地
方

に
ま

で
避

難
し

た
り

、
移

り
住

ん
だ

り
し

て
い

ま
す

。
（

P
2
4
2
）

【
本

文
】

震
災

で
大

き
な

影
響

を
受

け
た

農
業

・
漁

業
　

原
子

力
発

電
所

の
事

故
に

よ
る

放
射

性
物

質
の

風
評

被
害

で
、

農
産

物
や

水
産

物
の

販
売

が
大

き
く

落
ち

込
み

ま
し

た
。

（
P
2
4
2
～

2
4
3
）

日 　 文
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発
行
者

【
そ
の
他
】
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
（
巻
頭
３
-P
１
）

【
本
文
】
伝
統
的
な
暮
ら
し
の
変
化
と
観
光
開
発
（
P4
5）

【
そ
の
他
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
「
地
球
的
課
題
」
を
考
え
よ
う
（
P5
5）

【
本
文
】
安
全
で
先
進
的
な
都
市
へ
の
課
題
（
P6
9）

【
本
文
】
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
（
P8
0-
81
）

【
本
文
】
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
（
P8
0-
81
）

【
本
文
】
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
た
観
光
や
農
業
（
P8
1）

【
本
文
】
持
続
可
能
な
開
発
に
向
け
て
（
P1
21
）

【
そ
の
他
】
「
地
球
的
課
題
」
を
ふ
り
返
ろ
う
（
P1
39
）

【
本
文
】
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
（
P1
92
-1
93
）

【
本
文
】
環
境
と
開
発
の
両
立
（
P1
93
）

【
本
文
】
観
光
業
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
（
P2
27
）

【
本
文
】
地
域
の
発
展
と
環
境
保
全
の
両
立
（
P2
65
）

【
本
文
】
地
球
規
模
の
課
題
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
P2
70
）

【
図
】
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
（
P2
70
）

【
本
文
】
日
本
の
地
域
的
な
課
題
（
P2
70
）

【
図
】
ゴ
ー
ル
11
（
P2
70
）

【
そ
の
他
】
地
球
的
課
題
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
巻
頭
Ⅳ
）

【
本
文
】
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
（
P7
6-
77
）

【
本
文
】
課
題
の
解
決
と
成
長
に
向
け
て
（
P8
9）

【
本
文
】
持
続
可
能
な
開
発
（
P1
13
）

【
本
文
】
限
り
あ
る
資
源
（
P1
66
）

【
解
説
】
上
勝
町
は
、
（
P1
97
）

【
そ
の
他
】
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
（
P2
00
）

【
そ
の
他
】
林
業
と
持
続
可
能
な
未
来
－
紀
伊
山
地
を
例
に
（
P2
14
）

【
そ
の
他
】
ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
に
学
ぶ
－
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
視
点
か
ら
（
P2
70
-2
71
）

【
本
文
】
地
域
の
課
題
が
見
え
る
よ
う
に
す
る
（
P2
80
）

「
別
紙
２
－
１
０
」
　
【
　
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

東 　 書 教 出

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
項
目
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発
行
者

【
そ

の
他

】
地

域
の

よ
り

よ
い

発
展

を
目

指
し

て
（

巻
頭

１
-
２

）
【

コ
ラ

ム
】

姫
路

城
と

そ
の

周
辺

の
景

観
を

守
る

取
り

組
み

（
P
2
1
3
）

【
そ

の
他

】
序

説
　

学
ぶ

に
あ

た
っ

て
（

P
4
7
）

【
そ
の
他
】
環
境
に
つ
ち
か
わ
れ

た
産
業
の
発
展
の
た
め
に
　
～
地
場
産
業
か
ら
先
端
技
術
を
生
み
出
し
て
き
た
京
都
の
企
業
を
例
に
～
（
P
2
1
8
）

【
コ

ラ
ム

】
平

和
へ

の
道

を
探

る
朝

鮮
半

島
（

P
5
7
）

【
コ

ラ
ム

】
御

嶽
山

噴
火

の
教

訓
を

伝
え

る
火

山
マ

イ
ス

タ
ー

（
P
2
2
3
）

【
コ

ラ
ム

】
「

水
の

都
」

ベ
ネ

ツ
ィ

ア
が

沈
む

？
（

P
6
9
）

【
コ

ラ
ム

】
公

害
の

教
訓

を
伝

え
る

三
重

県
四

日
市

市
（

P
2
2
5
）

【
コ

ラ
ム

】
和

解
と

協
調

を
進

め
る

南
ア

フ
リ

カ
共

和
国

（
P
8
7
）

【
そ

の
他

】
時

代
の

変
化

に
対

応
す

る
産

業
の

創
出

　
～

新
た

な
も

の
づ

く
り

に
挑

戦
を

続
け

る
静

岡
県

浜
松

市
を

例
に

～
（

P
2
3
4
）

【
コ

ラ
ム

】
フ

ェ
ア

ト
レ

ー
ド

の
取

り
組

み
（

P
8
9
）

【
コ

ラ
ム

】
都

市
型

の
水

害
に

備
え

る
取

り
組

み
（

P
2
3
9
）

【
コ

ラ
ム

】
持

続
可

能
な

発
展

へ
の

支
援

～
サ

ヘ
ル

の
緑

化
へ

の
挑

戦
（

P
9
1
）

【
コ

ラ
ム

】
多

文
化

の
共

生
を

目
指

す
大

泉
町

（
P
2
4
7
）

【
コ

ラ
ム

】
大

平
原

で
発

生
す

る
竜

巻
（

ト
ル

ネ
ー

ド
）

に
備

え
て

（
P
9
7
）

【
そ

の
他

】
都

市
と

農
村

の
交

流
の

取
り

組
み

　
～

東
京

都
世

田
谷

区
と

群
馬

県
川

場
村

の
「

縁
組

協
定

」
を

例
に

～
（

P
2
5
2
）

【
コ

ラ
ム

】
二

つ
の

公
用

語
が

あ
る

カ
ナ

ダ
（

P
9
9
）

【
コ

ラ
ム

】
津

波
を

後
世

に
伝

え
る

桜
の

木
（

P
2
5
7
）

【
本

文
】

持
続

可
能

な
社

会
を

実
現

す
る

た
め

の
課

題
（

P
1
0
5
）

【
そ

の
他

】
災

害
か

ら
の

復
興

と
生

活
の

場
の

再
生

　
～

高
台

に
移

転
し

た
岩

手
県

宮
古

市
田

老
地

区
を

例
に

～
（

P
2
6
8
）

【
コ

ラ
ム

】
ブ

ラ
ジ

ル
に

渡
っ

た
日

系
人

（
P
1
1
3
）

【
コ

ラ
ム

】
全

員
避

難
を

実
現

し
た

地
域

ぐ
る

み
の

防
災

教
育

（
P
2
7
3
）

【
コ

ラ
ム

】
地

球
温

暖
化

に
よ

る
影

響
と

危
機

（
P
1
2
3
）

【
コ

ラ
ム

】
持

続
可

能
な

漁
業

を
目

指
し

て
（

P
2
7
9
）

【
コ

ラ
ム

】
注

目
さ

れ
る

ア
ボ

リ
ジ

ナ
ル

ア
ー

ト
（

P
1
2
5
）

【
そ

の
他

】
地

域
の

多
様

な
文

化
を

大
切

に
す

る
取

り
組

み
　

～
自

然
と

共
に

生
き

る
ア

イ
ヌ

の
人

々
を

例
に

～
（

P
2
8
4
）

【
コ

ラ
ム

】
災

害
時

の
帰

宅
困

難
者

対
策

（
P
1
5
1
）

【
そ

の
他

】
序

説
　

学
ぶ

に
あ

た
っ

て
（

P
2
8
5
）

【
本

文
】

持
続

可
能

な
社

会
に

向
け

て
（

P
1
5
7
）

【
そ

の
他

】
持

続
可

能
な

社
会

に
向

け
て

考
え

た
こ

と
（

P
2
8
6
）

【
コ

ラ
ム

】
南

西
諸

島
で

の
水

不
足

対
策

（
P
1
7
5
）

【
本

文
】

各
地

域
で

み
ら

れ
た

課
題

を
振

り
返

ろ
う

（
P
2
8
6
）

【
コ

ラ
ム

】
公

害
の

街
か

ら
生

ま
れ

変
わ

っ
た

水
俣

市
（

P
1
8
1
）

【
本

文
】

追
究

す
る

テ
ー

マ
を

決
め

よ
う

（
P
2
8
7
）

【
そ
の
他
】
自
然
環
境
の
再
生
か
ら
資
源
循
環
型
社
会
へ
　
～
工
業
の
発
展
と
公
害
を
い
ち
早
く
経
験
し
た
福
岡
県
北
九
州
市
を
例
に
～
（
P
1
8
6
）

【
コ

ラ
ム

】
鎌

倉
市

の
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

へ
の

取
り

組
み

（
P
2
9
0
）

【
コ

ラ
ム

】
土

砂
災

害
に

備
え

た
防

災
教

育
（

P
1
9
1
）

【
そ

の
他

】
第

３
部

第
３

章
「

日
本

の
諸

地
域

」
で

学
ん

で
き

た
持

続
可

能
な

社
会

に
向

け
た

取
り

組
み

の
例

（
P
2
9
2
）

【
コ

ラ
ム

】
世

界
と

つ
な

が
る

平
和

記
念

都
市

、
広

島
（

P
1
9
3
）

【
本

文
】

構
想

し
た

こ
と

を
議

論
し

よ
う

（
P
2
9
3
）

【
そ

の
他

】
通

信
網

を
生

か
し

た
地

域
お

こ
し

の
取

り
組

み
　

～
徳

島
県

神
山

町
や

上
勝

町
の

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
を

例
に

～
（

P
2
0
2
）

【
本

文
】

持
続

可
能

な
社

会
を

目
指

す
一

員
と

し
て

（
P
2
9
5
）

【
コ

ラ
ム

】
震

災
の

経
験

を
語

り
継

ぐ
神

戸
（

P
2
0
7
）

【
コ

ラ
ム

】
近

畿
地

方
と

朝
鮮

半
島

と
の

結
び

つ
き

（
P
2
0
9
）

【
本

文
】

環
境

保
全

に
よ

る
持

続
可

能
な

社
会

へ
の

取
り

組
み

（
P
6
6
）

【
そ

の
他

】
日

本
の

諸
地

域
を

ふ
り

か
え

ろ
う

（
P
2
6
2
）

【
本

文
】

大
量

生
産

・
大

量
消

費
の

生
活

ス
タ

イ
ル

と
持

続
可

能
な

社
会

（
P
9
2
-
9
3
）

【
そ

の
他

】
持

続
可

能
な

開
発

目
標

（
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
）

の
1
7
の

目
標

（
P
2
6
2
）

【
本

文
】

大
量

生
産

・
大

量
消

費
を

め
ぐ

る
問

題
（

P
9
2
-
9
3
）

【
本

文
】

日
本

全
体

の
課

題
を

ふ
り

か
え

る
（

P
2
6
4
）

【
本

文
】

新
た

な
取

り
組

み
（

P
9
3
）

【
そ

の
他

】
持

続
可

能
な

社
会

を
つ

く
る

た
め

に
（

P
9
4
-
9
5
）

【
コ

ラ
ム

】
人

と
環

境
に

や
さ

し
い

都
市

づ
く

り
（

P
1
0
1
）

【
本

文
】

熱
帯

雨
林

を
守

る
取

り
組

み
（

P
1
0
2
-
1
0
3
）

【
本

文
】

環
境

に
配

慮
し

た
新

し
い

取
り

組
み

（
P
1
0
3
）

【
解

説
】

「
３

Ｒ
」

と
い

う
取

り
組

み
（

P
1
5
4
）

【
本

文
】

環
境

問
題

へ
の

取
り

組
み

（
P
1
5
5
）

【
地

図
】

九
州

地
方

で
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
に

向
け

た
先

進
的

な
取

り
組

み
を

進
め

て
い

る
地

域
（

P
1
7
4
）

【
本

文
】

世
界

の
環

境
首

都
を

め
ざ

す
北

九
州

市
（

P
1
7
5
）

【
本

文
】

農
産

物
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
（

P
1
8
6
-
1
8
7
）

【
コ

ラ
ム

】
「

葉
っ

ぱ
ビ

ジ
ネ

ス
」

に
よ

る
地

域
活

性
化

（
P
1
8
7
）

【
そ

の
他

】
大

阪
・

関
西

万
博

が
開

か
れ

る
大

阪
市

の
湾

岸
部

（
P
2
0
4
）

【
そ

の
他

】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
か

ら
み

る
東

京
の

変
化

（
P
2
3
2
）

【
本

文
】

東
北

地
方

　
ー

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

を
テ

ー
マ

に
ー

（
P
2
3
4
-
2
4
7
）

日 　 文

「
別
紙
２
－
１
０
」
　
【
　
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

帝 　 国

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
項
目
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「
別
紙
２
－
１
１
」
　
【
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
扱
い
　
】
　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

発
行

者
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
取

り
上

げ
て
い
る
項

目
及

び
記

述
の

概
要

【
そ

の
他

】
イ

ス
ラ

ム
教

と
人

々
の

暮
ら

し
　

「
コ

ー
ラ

ン
」

で
は

、
ほ

か
の

宗
教

を
信

仰
す

る
人

た
ち

を
認

め
て

お
り

、
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
な

ど
で

多
く

の
イ

ス
ラ

ム
教

徒
が

日
本

を
訪

れ
る

よ
う

に
な

る
中

で
、

イ
ス

ラ
ム

教
に

対
す

る
正

し
い

理
解

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

（
P
7
0
）

【
本

文
】

世
界

都
市

・
東

京
　

2
0
2
0
年

に
は

、
夏

季
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

東
京

で
開

催
さ

れ
ま

す
。

(
P
2
3
6
-
2
3
7
)

　
臨

海
部

で
は

再
開

発
も

進
め

ら
れ

て
お

り
、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

を
き

っ
か

け
に

し
た

、
い

っ
そ

う
の

発
展

が
期

待
さ

れ
て

い
ま

す
。

(
P
2
3
6
-
2
3
7
)

【
そ

の
他

】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
と

東
京

　
東

京
は

、
1
9
6
4
（

昭
和

3
9
年

）
と

、
2
0
2
0
年

の
二

度
、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
地

に
な

り
ま

し
た

。
（

P
2
4
4
）

【
写

真
】

「
T
O
K
Y
O
2
0
2
0
」

に
向

け
て

建
設

が
進

む
新

国
立

競
技

場
(
P
2
4
4
)

【
写

真
】

開
発

が
進

む
東

京
の

臨
海

部
(
P
2
4
4
)

【
写

真
】

1
9
6
4
年

の
大

会
に

合
わ

せ
て

開
業

し
た

モ
ノ

レ
ー

ル
(
P
2
4
4
)

【
写

真
】

聖
火

を
点

火
す

る
最

終
ラ

ン
ナ

ー
（

P
1
1
9
）

【
そ

の
他

】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
は

ど
こ

で
開

か
れ

る
の

だ
ろ

う
　

上
の

図
は

、
夏

季
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

国
・

都
市

、
下

の
図

は
、

冬
季

の
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

国
・

都
市

を
表

し
た

も
の

で
す

。
日

本
で

は
、

夏
季

・
冬

季
で

そ
れ

ぞ
れ

２
回

ず
つ

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

。
（

P
1
2
9
）

【
地

図
】

夏
季

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
国

・
都

市
の

分
布

（
P
1
2
9
）

【
地

図
】

冬
季

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
国

・
都

市
の

分
布

（
P
1
2
9
）

【
コ

ラ
ム

】
東

京
湾

の
臨

海
部

の
再

開
発

　
2
0
1
8
年

に
卸

売
市

場
が

築
地

か
ら

豊
洲

へ
移

転
し

た
ほ

か
、

2
0
2
0
年

開
催

の
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

多
く

の
競

技
会

場
や

選
手

村
も

臨
海

部
に

建
設

さ
れ

、
臨

海
部

は
再

開
発

に
よ

っ
て

大
き

く
変

わ
り

つ
つ

あ
り

ま
す

。
（

P
2
3
5
）

【
写

真
】

臨
海

部
の

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

選
手

村
建

設
現

場
（

P
2
3
5
）

【
写

真
】

東
京

湾
に

位
置

す
る

廃
棄

物
埋

立
処

分
場

（
P
2
7
6
）

【
写

真
】

世
界

最
大

規
模

の
ス

タ
ジ

ア
ム

で
サ

ッ
カ

ー
観

戦
を

楽
し

む
人

々
（

P
1
0
8
）

【
コ

ラ
ム

】
再

利
用

可
能

な
資

源
が

眠
る

都
市

鉱
山

　
2
0
2
0
年

に
行

わ
れ

る
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

は
、

都
市

鉱
山

か
ら

メ
ダ

ル
を

作
る

取
り

組
み

が
進

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

（
P
1
5
7
）

【
写

真
】

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
メ

ダ
ル

を
作

る
た

め
に

集
め

ら
れ

た
不

要
な

携
帯

電
話

（
P
1
5
7
）

【
コ

ラ
ム

】
変

化
し

続
け

る
湾

岸
地

域
　

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

は
会

場
や

選
手

村
と

し
て

活
用

さ
れ

、
東

京
の

都
心

と
結

ば
れ

る
道

路
な

ど
の

交
通

網
が

い
っ

そ
う

整
備

さ
れ

る
な

ど
、

湾
岸

地
域

は
多

様
で

新
し

い
生

活
や

産
業

の
場

所
と

し
て

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
（

P
2
4
5
）

【
写

真
】

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
会

場
予

定
地

に
な

っ
て

い
る

湾
岸

地
域

（
P
2
4
5
）

【
本

文
】

国
旗

か
ら

み
る

世
界

　
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

表
彰

式
や

サ
ッ

カ
ー

の
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

の
試

合
前

な
ど

に
は

国
旗

が
掲

げ
ら

れ
ま

す
。

（
P
６

）

【
写

真
】

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
掲

げ
ら

れ
る

日
本

の
国

旗
（

P
６

）

【
写

真
】

2
0
0
0
年

に
開

催
さ

れ
た

シ
ド

ニ
ー

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

会
式

（
P
1
1
0
）

【
写

真
】

「
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
」

の
開

会
式

・
閉

会
式

が
行

わ
れ

る
予

定
の

新
国

立
競

技
場

（
P
2
2
0
）

【
そ

の
他

】
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
か

ら
み

る
東

京
の

変
化

　
東

京
で

は
、

2
0
2
0
年

に
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
（

P
2
3
2
）

　
2
0
2
0
年

の
７

-
９

月
に

東
京

2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
（

P
2
3
2
）

　
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

中
や

開
催

後
に

は
、

そ
れ

を
き

っ
か

け
に

し
て

、
よ

り
多

く
の

観
光

客
が

日
本

を
お

と
ず

れ
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

（
P
2
3
2
）

　
　

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
開

催
を

き
っ

か
け

に
、

東
京

で
は

再
開

発
が

進
ん

で
い

ま
す

。
（

P
2
3
2
）

【
写

真
】

2
0
2
0
年

に
合

わ
せ

て
導

入
・

開
業

予
定

の
東

京
Ｂ

Ｒ
Ｔ

と
山

手
線

の
新

駅
（

P
2
3
2
）

【
地

図
】

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

と
再

開
発

（
P
2
3
2
）

【
本

文
】

札
幌

市
の

発
展

　
1
9
7
2
年

に
は

、
ア

ジ
ア

で
初

め
て

冬
季

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
（

P
2
5
3
）
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「
別
紙
３
」
　
【　
構
成
上
の
工
夫
　
】　
（
中
学
校
　
社
会
　
地
理
的
分
野
）

東
書

・
全

体
を

「
世

界
と

日
本

の
姿

」
「

世
界

の
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

」
「

日
本

の
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

」
の

三
編

で
構

成
し

て
い

る
。

・
各

単
元

に
単

元
全

体
を

貫
く

問
い

で
あ

る
「

探
究

課
題

」
と

、
探

究
課

題
の

解
決

を
補

助
す

る
問

い
で

あ
る

「
探

究
の

ス
テ

ッ
プ

」
、

１
単

位
時

間
の

学
習

の
め

あ
て

で
あ

る
「

学
習

課
題

」
が

設
け

ら
れ

て
い

る
。

・
１

編
と

２
編

１
・

２
章

、
３

編
２

・
３

章
の

終
結

部
に

は
、

学
習

し
た

知
識

・
概

念
を

確
認

す
る

「
基

礎
・

基
本

の
ま

と
め

」
を

設
け

、
定

着
の

確
認

と
振

り
返

り
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

・
本

文
や

資
料

と
関

連
す

る
活

動
を

、
「

み
ん

な
で

チ
ャ

レ
ン

ジ
」

や
「

見
方

・
考

え
方

」
、

「
読

み
取

る
」

な
ど

で
取

り
上

げ
て

い
る

。
・

地
球

儀
や

地
図

帳
、

統
計

資
料

の
活

用
の

仕
方

を
学

習
す

る
活

動
と

し
て

「
ス

キ
ル

・
ア

ッ
プ

」
を

設
け

、
身

に
付

け
た

技
能

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

・
学

習
の

終
わ

り
に

、
基

礎
事

項
を

確
認

す
る

「
チ

ェ
ッ

ク
」

と
、

要
約

や
説

明
な

ど
を

す
る

「
ト

ラ
イ

」
の

２
段

階
の

問
い

を
設

け
て

い
る

。
・

小
集

団
で

の
参

加
型

学
習

で
あ

る
「

み
ん

な
で

チ
ャ

レ
ン

ジ
」

を
、

課
題

追
究

の
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

１
単

位
時

間
の

学
習

や
「

導
入

の
活

動
」

「
ま

と
め

の
活

動
」

な
ど

に
設

け
て

い
る

。
・

本
文

ペ
ー

ジ
な

ど
に

、
「

見
方

・
考

え
方

コ
ー

ナ
ー

」
を

設
定

し
、

学
習

内
容

の
理

解
に

見
方

・
考

え
方

を
働

か
せ

る
場

面
を

設
け

て
い

る
。

・
裏

表
紙

に
、

全
て

の
生

徒
の

色
覚

特
性

に
適

応
す

る
よ

う
に

デ
ザ

イ
ン

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
裏

表
紙

に
、

見
や

す
く

読
み

ま
ち

が
え

に
く

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
Ｄ

マ
ー

ク
や

二
次

元
コ

ー
ド

が
付

い
て

い
る

部
分

で
は

、
教

科
書

５
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た
二

次
元

コ
ー

ド
・

Ｕ
Ｒ

Ｌ
な

ど
か

ら
リ

ン
ク

す
る

こ
と

で
、

歴
史

や
公

民
の

関
連

す
る

紙
面

や
、

 
他

教
科

の
紙

面
を

確
認

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

教
出

・
全

体
を

「
世

界
と

日
本

の
地

域
構

成
」

「
世

界
の

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
」

「
日

本
の

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
」

の
三

編
で

構
成

し
て

い
る

。

・
単

位
時

間
の

学
習

の
め

あ
て

で
あ

る
「

学
習

課
題

」
が

設
け

ら
れ

て
い

る
。

・
各

時
間

の
学

習
へ

の
導

入
資

料
や

追
究

し
て

い
く

ヒ
ン

ト
に

な
る

よ
う

な
資

料
を

、
「

Ｌ
Ｏ

Ｏ
Ｋ

！
」

と
い

う
解

説
文

と
と

も
に

示
し

て
い

る
。

・
一

部
の

内
容

の
ま

と
ま

り
ご

と
に

、
「

学
習

の
ま

と
め

と
表

現
」

の
ペ

ー
ジ

を
設

け
て

い
る

。

・
地

理
の

基
礎

的
・

基
本

的
な

技
能

の
習

得
を

図
る

た
め

に
、

本
文

の
流

れ
に

即
し

て
「

読
み

解
こ

う
」

の
コ

ー
ナ

ー
を

設
け

て
い

る
。

・
本

文
の

学
習

か
ら

興
味

や
関

心
を

広
げ

て
い

く
コ

ラ
ム

「
地

理
の

窓
」

を
設

け
て

い
る

。
・

学
習

課
題

と
対

応
さ

せ
た

「
確

認
」

と
「

表
現

」
を

設
け

て
い

る
。

・
章

や
節

な
ど

の
末

尾
に

、
「

学
習

の
ま

と
め

と
表

現
」

の
ペ

ー
ジ

を
設

け
て

い
る

。
・

設
定

さ
れ

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

自
分

な
り

の
言

葉
で

説
明

す
る

「
表

現
し

よ
う

」
や

ま
と

め
た

意
見

に
つ

い
て

互
い

に
話

し
合

う
「

意
見

を
交

換
し

よ
う

」
を

設
け

て
い

る
。

・
巻

頭
４

ペ
ー

ジ
に

、
中

学
校

社
会

科
地

理
的

分
野

に
お

け
る

「
地

理
的

な
見

方
・

考
え

方
」

を
確

認
す

る
ペ

ー
ジ

を
設

け
て

い
る

。

・
裏

表
紙

に
、

色
覚

の
個

人
差

を
問

わ
ず

、
よ

り
多

く
の

人
に

見
や

す
い

カ
ラ

ー
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
裏

表
紙

に
、

見
や

す
く

読
み

ま
ち

が
え

に
く

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

使
用

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
教

科
書

と
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

リ
ン

ク
さ

せ
、

学
習

に
役

立
つ

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

「
ま

な
び

リ
ン

ク
」

を
設

け
、

学
習

に
役

立
つ

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
を

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

見
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。

帝
国

・
全

体
を

「
世

界
と

日
本

の
地

域
構

成
」

「
世

界
の

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
」

「
日

本
の

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
」

の
三

編
で

構
成

し
て

い
る

。

・
「

章
の

問
い

｣
、

｢
節

の
問

い
｣
、

｢
学

習
課

題
｣
を

設
け

て
い

る
。

・
章

・
節

・
各

本
文

ペ
ー

ジ
の

末
尾

に
｢
章

（
節

）
の

学
習

を
振

り
返

ろ
う

｣
、

｢
確

認
し

よ
う

｣
、

｢
説

明
し

よ
う

｣
を

設
け

て
い

る
。

・
章

・
節

の
末

尾
に

「
章

（
節

）
の

学
習

を
振

り
返

ろ
う

」
を

設
け

て
、

「
見

方
・

考
え

方
」

を
働

か
せ

た
、

「
章

（
節

）
の

問
い

」
の

答
え

に
対

す
る

論
理

的
な

説
明

や
、

地
域

の
特

色
に

対
す

る
多

面
的

・
多

角
的

な
考

察
を

す
る

活
動

を
設

定
し

て
い

る
。

・
地

理
を

学
習

す
る

う
え

で
必

要
な

、
基

礎
的

技
能

を
身

に
付

け
る

た
め

の
コ

ラ
ム

と
し

て
「

技
能

を
み

が
く

｣
を

設
け

て
い

る
。

・
見

通
し

を
も

つ
場

面
と

し
て

「
学

習
課

題
｣
を

設
け

て
い

る
。

・
振

り
返

り
の

場
面

と
し

て
｢
確

認
し

よ
う

｣
、

｢
説

明
し

よ
う

｣
を

設
け

て
い

る
。

・
導

入
資

料
に

は
、

実
社

会
の

人
々

の
具

体
的

な
話

を
紹

介
す

る
コ

ラ
ム

と
し

て
｢
声

｣
を

設
け

て
い

る
。

・
持

続
可

能
な

社
会

を
つ

く
る

た
め

に
参

考
に

な
る

取
り

組
み

を
紹

介
す

る
コ

ラ
ム

と
し

て
｢
未

来
に

向
け

て
｣
、

特
設

ペ
ー

ジ
と

し
て

｢
地

域
の

在
り

方
を

考
え

る
｣
を

設
け

て
い

る
。

・
巻

頭
７

で
「

地
理

的
な

見
方

・
考

え
方

に
つ

い
て

」
を

設
け

て
い

る
。

・
裏

表
紙

に
、

特
別

支
援

教
育

や
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

観
点

か
ら

、
色

覚
特

性
に

配
慮

し
た

色
づ

か
い

と
な

る
よ

う
工

夫
し

て
い

る
こ

と
が

示
さ

れ
て

い
る

。
・

裏
表

紙
に

、
見

や
す

く
間

違
え

に
く

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
二

次
元

コ
ー

ド
の

利
用

で
、

教
科

書
に

掲
載

し
て

い
る

資
料

の
一

部
を

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

パ
ソ

コ
ン

な
ど

で
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
・

各
章

・
節

の
二

次
元

コ
ー

ド
で

は
、

学
習

内
容

に
関

連
す

る
動

画
を

、
章

末
特

設
「

学
習

を
振

り
返

ろ
う

」
で

は
、

知
識

を
確

認
す

る
問

題
の

解
答

を
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。

日
文

・
全

体
を

「
世

界
と

日
本

の
地

域
構

成
」

「
世

界
の

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
」

「
日

本
の

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
」

の
三

編
で

構
成

し
て

い
る

。

・
①

導
入

資
料

→
②

「
学

習
課

題
」

→
③

「
見

方
・

考
え

方
」

→
④

「
深

め
よ

う
」

→
⑤

「
確

認
」

を
基

本
構

造
と

し
て

い
る

。
・

一
部

の
内

容
の

ま
と

ま
り

ご
と

に
、

州
や

地
方

を
振

り
返

る
作

業
を

通
し

て
、

地
域

的
特

色
を

よ
り

深
く

捉
え

る
た

め
の

「
学

習
の

ま
と

め
」

を
設

け
て

い
る

。

・
「

見
方

・
考

え
方

」
を

働
か

せ
な

が
ら

考
え

る
問

い
で

あ
る

「
深

め
よ

う
」

を
示

し
て

い
る

。
・

側
注

欄
に

は
学

習
課

題
に

対
応

し
た

「
確

認
」

を
設

け
、

基
礎

的
な

知
識

・
技

能
の

確
実

な
定

着
を

企
図

し
た

学
習

活
動

を
設

定
し

て
い

る
。

・
 
第

２
編

第
２

章
、

第
３

編
第

３
章

の
各

節
末

に
、

そ
の

節
で

学
習

し
た

こ
と

を
生

か
し

て
生

徒
が

自
分

で
考

え
た

り
対

話
し

た
り

す
る

具
体

的
な

問
い

や
活

動
を

提
示

す
る

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

地
理

」
や

「
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

」
を

設
け

て
い

る
。

・
巻

頭
Ⅱ

・
Ⅲ

で
、

「
地

理
的

な
見

方
・

考
え

方
」

に
つ

い
て

イ
ラ

ス
ト

と
問

い
を

用
い

て
示

し
て

い
る

。
・

学
習

課
題

と
と

も
に

、
そ

の
見

開
き

で
主

に
働

か
せ

た
い

「
見

方
・

考
え

方
」

の
例

を
示

し
て

い
る

。

・
裏

表
紙

に
、

見
や

す
く

読
み

ま
ち

が
え

に
く

い
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ン

ト
を

採
用

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
裏

表
紙

に
、

こ
の

教
科

書
は

カ
ラ

ー
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
に

配
慮

し
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

て
い

る
。

・
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ク

を
付

け
た

箇
所

で
は

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

て
学

習
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

Ｗ
ｅ

ｂ
ペ

ー
ジ

の
コ

ン
テ

ン
ツ

が
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。

オ
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

　
イ

ン
の

視
点

カ
　

デ
ジ

タ
ル

コ
ン

テ
　

ン
ツ

の
扱

い

　
　

項
目

発
行

者

ア
　

冊
子

の
　

構
成

イ
　

学
習

過
程

ウ
　

学
習

活
動

エ
　

「
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

　
び

」
の

実
現

に
向

け
た

工
夫
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